
過ぎ行く春が惜しまれる頃となりました。先日は第２回プロジェクト研究会に御参加いただきありがとう

ございました。今回のプロジェクト研究会でも、校内研究を通して子どもたちを育てていきたいという研究

委員のみなさんの熱意がひしひしと伝わってきました。さて、校内研究活性化プロジェクト研究通信（以下、

プロ研通信）では、研究会での学びを研究委員の先生方のみならず、より多くの先生方と共有したいとい

う思いでまとめていきたいと思っております。この通信が研究委員のみなさんの振り返りになるだけでなく、

実践校のみなさんの校内研究推進の一助となれることを願っています。 

「新たな教師の学びの姿」とは？ 

これら四つの姿を合わせた姿が「新たな教師の学びの姿」です。 

校内研究を通して、先生方が自分のニーズに応じて主体的に学び、「新たな教師の学びの姿」を実現

することで授業の質が向上し、子どもたちの成長につながっていく…そのような校内研究を、今年度の滋

賀県総合教育センターのプロジェクト研究を通して実践校のみなさんと共に実現していきたいと思います。 

校内研究活性化プロジェクト研究通信 

第１回 

プロジェクト研究会 

概要 

 第１回のプロジェクト研究会は、「研究の目標を共有

し、校内研究活性化のヒントをつかむ」をめあてに、研

究委員のみなさんと「新たな教師の学びの姿」の実現に

向かう校内研究を活性化させる研究の第一歩を踏み出し

ました。

●変化を前向きに受け止め、探究心を持ちつつ自律的に学ぶという

「主体的な姿勢」
●求められる知識技能が変わっていくことを意識した

「継続的な学び」
●新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを伸ばすための、

一人一人の教師の個性に即した

「個別最適な学び」
●他者との対話や振り返りの機会を確保した

「協働的な学び」

第 1号 令和 5年（2023 年）5月 29 日発行 

「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等 の在り方について」 

（中央教育審議会答申） 
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第１回プロジェクト研究会の研究委員のみなさんの振り返りより（一部抜粋） 

・まず、「なりたい自己」について考える時間を設けたい。校内研究は難しく、失敗してはいけないという

雰囲気を取り除けるように、グループ作りや研究の場の設定を見直したい。

・一人ひとりの最適な学びは、子どもだけでなく教師にも大切だという新たな視点がもらえてとてもよか

ったです。

 

 

 

１３：３０～ 校内研究主任パワーアップ研修に研究メンバーも参加！ 

初めに、SWOT分析の手法を用いて、自校の校内研究を分析

されました。受講者は、自校の強み・弱みについて具体的に記述

し、その後の協議でも主体的に交流しておられました。 

次に、令和４年度校内研究活性化プロジェクト研究の発表を

通して、児童生徒一人ひとりの確かな学力の向上につながる校

内研究について学びました。校内研究における「共通理解・共通

実践」の具体的な実践事例を知り、自校での取組に生かす手立

てを考えました。 

１４：４５～ 第２回プロジェクト研究会のみ別室に移動して実施 

後半は、別室に移動後、今度は「新たな教師の学びの姿」と

いう視点で改めてSWOT分析の手法を用い、各校の先生方を

思い浮かべながら分析をされました。その後、クロスSWOT分

析の手法を用い、各校の課題について、具体的な解決策を見

いだせるように取り組みました。その中で、共通の課題として、

“研究の進め方の共有”と“参観や指導案検討の時間の確保”

が挙げられました。そのことについて、5名の研究委員のみなさ

んで協議された結果、以下の通り、具体的な手立てをいくつか

見いだされました。 

「研究の進め方の共有」と「参観や指導案検討の時間の確保」に向けて 

・小・中学校ともに、職員会議で５～１０分の時間をとることで、校内研究に関わる共通理解を図る。

→共通理解が図れたら、まずはやってみることが重要。短期、中期、長期の目標を立てて計画的に！

・Ｇ－ＯＪＴはグループリーダーに運営を任せることで、ちょっとした隙間時間に集まることも可能になる。

→時間の有効活用は大切。全体会のみが校内研究ではない。

・小学校では、テストの時間を活用することで、短時間でもお互いの授業を参観できる。

→各学校の実情に合わせて、授業を参観し合うことが当たり前の学校文化を作る。

第２回 

プロジェクト研究会 

概要 

第２回のプロジェクト研究会は、校内研究主任パワー

アップ研修〔小学校・中学校〕〔第１回〕に参加するとい

う形で行いました。研究委員のみなさんには、前半と後

半で会場を移動していただき、自校の校内研究について

より詳しく分析、考察していただきました。

校内研究主任パワーアップ研修〔小学校・

中学校〕〔第 1 回〕の様子 

プロジェクト研究会にてSWOT分析をする様子 



〈協議の様子を記録したホワイトボードの写真〉 

SWOT 分析・クロス SWOT 分析とは？ 

SWOT分析とは、マーケティング戦略立案において、初期段階の環境分析に使われることの多いビジネ

スフレームワークで、SWOTはStrength（強み）、Weakness（弱み）、Opportunity（機会）、Threat

（脅威）の4要素から構成されています。SWOT分析では、上記4要素のうち横軸を「内部環境」と「外部

環境」、縦軸を「プラス要因」と「マイナス要因」として分析します。この分析方法は学校現場における環境

分析にも応用することができ、今回は研究委員のみなさんに自校の校内研究を「新たな教師の学びの姿」

の視点から分析していただきました。

SWOT分析をさらに派生させたクロスSWOT分析では、4要素をそれぞれかけ合わせ、具体的な取組

について検討をします。 

〈研究委員の先生の振り返りより〉 

自校のSWOT分析をして、改めて課題と改善点を自覚することができました。 

SWOT分析から課題を把握し、研究につなげていきたいと思います。 

（研究委員の先生の振り返りより） 

自校だけでなく、どこの学

校も「時間の確保」と「研究

の方法やタイミング」が課題

になっています。だから、校

内研究そのものの取り組み方

を考えていく必要があると気

付くことができました。 



各校の強みや課題を十分に分析するには時間が足りなかったと思いますが、限られた時間の中でも研

究委員のみなさんは現状を冷静に分析し、自校の強みや課題を発見されていました。学校に戻って様々な

視点から改めて分析していただくことで、さらに具体的に自校の強みと課題を把握することができ、「新た

な教師の学びの姿」の実現を通した授業改善、さらには、子どもたちの学ぶ力の向上につながると考えま

す。センターから提案させていただいている「授業アップデートシート」を活用いただき、先生方が

御自身の強みや課題を捉えることで、教師の「個別最適な学び」「協働的な学び」の充実につなげていた

だければと思っております。 

第 2 回プロジェクト研究会の研究委員のみなさんの振り返りより（一部抜粋） 

(１)１３：３０～１４：４５ 校内研究主任パワーアップ研修で学んだこと

・同規模の学校の先生との交流だったので、子どものこと、教員のことなど、悩みも共通していて、た

めになりました。もっと時間が欲しかったです。

・研究発表の昨年度の実践がすごく参考になるなと思いました。できるところから取り入れていきたい

と思います。

(２)１４：４５～１６：３０ 第２回プロジェクト研究会で学んだこと

・限られた時間の中で、いかに教職員にとって有意義な時間にするかが今後の校内研究をするうえ

で大事な要素の一つだと感じました。

・悩んでいることは、他の学校でも同じだなと感じました。深く議論ができて新たな視点をもらいました。

時間の確保については、今後も考えていきたいです。

・研究委員のみなさんの校内研究の進め方はいつも勉強になります。参考にして進めたいと思います。

・与えられた時間の中で、できることをしっかりとしたいと思います。どの学校も同じ課題があるといこ

とが共有できたので、それを改善していこうという気になりましたが、こういう時間を校内でもとって

いく必要があるなと思いました。

(３)「新たな教師の学びの姿」が達成できた場面

・様々な教員の方と協働的に学ぶことができ、自校ではどのような取組ができるか、個別最適に考え

ることができました。

・校内研究を活性化させ、子どもたちが楽しく学校生活を送ってもらえることが最大の目標であり、そ

のための手立て、新たな視点をいつも研究会でもらえるので、本当に勉強になります。

・自身の課題を見つめながら、解決への糸口を見つけるために、協議を進めていけたと思います。継

続的な学びが課題だと思うので、学校に戻ったらすぐに実践したいと思います。

・校内研究で抱える悩みを改善するために研究委員の

先生方に質問をしたり、自校の研究の現状を再確認し

たりした場面は、新たな学びの姿となっていたのではな

いかと思います。

・６月から本格的にスタートする校内研究の中で、校内

の先生方がより取り組みやすく、学びたい！やりたい！と

思ってもらえるように、準備したいという意識を交流の

中で高め、研究発表を聞くことでアイディアをいただい

た。 各校の課題を解決するために協働的に学ぶ様子 



(４)校内研究主任パワーアップ研修〔小学校・中学校〕〔第１回〕および第２回プロジェクト研究会での

学びを、自校の校内研究会でどのように生かしたいか

・６月は G-OJT での公開授業を控えているので、それが実現し、意味のあるものにするためにこちら

から仕組んでいきたいと思いました。

・学校での研究に対する雰囲気づくりをしていきたいです。授業に対して「お互いに見合うことが当た

り前」「放課後に話し合うのが当たり前」の雰囲気にしていきたいです。

・まず、アップデートシートを使ってもらい、１年間かけて作り上げ、来年につながるようにする。授業を

積極的に見に行き、仲間を増やす…ことから始めたい。

(５)研修および研究会について、お気付きの点がありましたら記入してください。

・もっと話す、聞く時間が欲しいです。一日学校をあけるのは厳しいですが。

第２回プロジェクト研究会を終えて、研究員の思いと今後に向けて

今回は、「研究委員のみなさんが校内研究で取り組む内容をより具体的にするため、協働的な学びの

場を提供する」を目標に研究会を企画しました。この目標に向かい、ＳＷＯＴ分析を通して各校の具体的な

課題を表出していただくことができました。その解決に向けて話し合う時間を設定できた点は、今回の研

究会の成果だと感じています。研究委員のみなさんが、第１回の時よりもさらに自分事として課題解決に

向けて熱心に協議され、この研究メンバーで協働的な学びを実現させることができました。 

研究会で話題となった内容について、研究委員のみなさんのそれぞれの思いや各校での課題、校内研

究の運営方法などを日常的に交流できる場やツールが欲しいという意見が複数の研究委員の先生から

あがりました。ある研究委員の先生は、「昨年度パソコンを使って校内での学びの場を提供しようと試みた

が、利便性が悪く持続的な取組にできなかった。スマホを活用すればもう少しうまくいったのだろうか」とい

う経験談を話してくださいました。この話を受けて、それぞれの教員が時間を有効に活用できる学びの場

が求められており、校内研究活性化プロジェクト研究としてもよりよい解決策を模索していきたいと考えて

います。 

一方で、研究会の進行という視点から振り返ってみると、研究員が話題の焦点化を的確に行うことがで

きていれば、さらに具体的な取組案まで話を展開させることができたのではないかと反省しています。次

回以降の研究会では、各校の校内研究の現状を把握しつつ、研究委員のみなさんが互いに学び合えるよ

うな研修と、各校の実践により具体的につなげていただけるような研究会にしていきたいと思います。 

これから、各校で授業研究会等が始まっていくと思います。日々の校内研究の進め方、授業研究会の持

ち方など、必要な時はいつでも駆けつけます。お気軽にお声掛けください！ 
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校内研究活性化プロジェクト研究通信 

木々の緑が色濃くなる時期となりました。５月２４日（水）Ｚ中学校の第１回校内研究会を参観させてい

ただきました。校内研究の初回ということで研究主任から研究主題の説明やG－OJTを取り入れたグルー

プごとのテーマ決定に取り組まれていました。その姿はまさに教員の協働的な学びの姿だと感じました。プ

ロ研通信では、この研究会を「新たな教師の学びの姿」という視点で分析してお伝えしたいと思います。

 

 

 「『えんたくん』は直径が 1メートル程の丸いダンボールの板です。人々が円座になって、膝の

上に『えんたくん』をのせると『場』と『対話』が劇的に変化します。さらに会議、教室、フェス

など人々が集う場所で手軽に使える『えんたくん』は『場』と『対話』を変えるだけでなく、ファ

シリテーションや課題解決、合意形成の方法も大きく変化させます。」

「えんたくん革命 1 枚のダンボールがファシリテーションと対話と世界を変える」2018 年 川嶋 直、中野 民夫(著)より 

 Ｚ中学校では、このツールを校内研究会で

使用されていました。丸いダンボールには２

つの同心円が描かれていて、円の外側から内

側に向かってテーマに沿った内容を協議しな

がら順に記入していくことで、テーマの焦点

化や考えの集約がされていきました。 

Ｚ中学校 

第１回 

校内研究会 

注目したポイント 

「えんたくんミーティング」を活用した 
協議における教員一人ひとりの学びの姿 

第２号 令和 5年（2023 年）6月 2日発行 

＜令和５年度 滋賀県総合教育センター 研究員研究＞ 

「えんたくん」とは？ 

協議で使用された「えんたくん」 

Z 中学校 研究主題 

教科の指導と生徒指導の一体化 

～生徒指導４つの視点の授業づくりで靭やかな生徒を育む～ 



①個人テーマの記入

 まず、一番外の円に教員お一人おひとりが今年度取り組ん
でみたいと考えておられること（チャレンジしたいこと）を
記入されました。次に、一つ内側の円に取り組んでみたいこ
とを基にした個人テーマを記入されました。 

②グループテーマの案とそのテーマに迫る手立ての協議

グループメンバー全員の個人テーマから共通点を探り、グ
ループテーマの案を話し合われていました。この時点で決定
されたグループもあれば、決定されていないグループもありました。テーマが決定したグルー
プは、そのテーマに迫る手立てについての協議を始めておられました。

③ワールドカフェの手法でグループ間の交流

ワールドカフェの手法を用いて、グループリーダーのみがグループの席に残り、あとのメン
バーは他のグループの席に着き、ここまでの協議について交流されました。 

④グループテーマの確定

ワールドカフェで他のグループから得た考えを参考にしながら、グループテーマを確定され
ました。 

教員一人ひとりのニーズ（個人テーマ）と学校のニーズ（研究主題）をつなぐ
過程を参観させていただきました。ミーティングの姿から、まさに先生方の「個
別最適な学び」と「協働的な学び」を実現させる手立てだと感じました。 

では、ツール（「えんたくん」）を使えば、どの学校でもすぐにこのような姿が
実現できるのでしょうか。答えは、もちろん「否」でしょう。 

 参観させていただいた「えんたくんミーティング」の様子は活気にあふれ、教員一人ひとりが
主体的に協議に参加していることが一目で分かりました。 

そのような活発な協議の場を生み出したのは他でもない校内研究主任の先生です。 
そこで、校内研究主任にこれまでの取組についてうかがうと、 
４月時点で校内研究主題に向かう四つの視点から一つを先生方に選択してもらう。 

→選択してもらうことで自己決定を促し、校内研究を自分事として捉えてもらう第一歩を踏
み出す。

５月上旬にグループが決定され、第１回校内研究会で自身が今年度チャレンジしたいことは何

かを前もって考えておいてもらう。 

→校内研究の中で一人ひとりの課題を設定し、主体性を生み出す。このことにより全校体制
の土台が作られる。

 計画的な準備と「えんたくん」というツールがかみ合った結果、活発な協議が生まれたと考え
られます。 

「えんたくんミーティング」の様子

 

「えんたくんミーティング」の進め方 

活発な協議を生み出すために 

今回は、この「えんたくん」を活用して、グループ 

テーマを決定していく「えんたくんミーティング」

が、次のような流れで実施されました。

①個人テーマの記入

②グループテーマの案とテーマに迫る手立ての協議

③ワールドカフェの手法でグループ間の交流

④グループテーマの確定

チャレンジしたいこと

個人テーマ 

グループ 

テーマ

（実際に説明に使用されたスライドを基に作成）



「本当のニーズ」を見つけるために 

第1回プロジェクト研究会でトータルアドバイザーの辻教授がお

話されていた「『自己の思い（なりたい自己）』と『他者の思い（求め

られる自己）』が一致したものが『本当のニーズ』だ」ということを

想起しながら、Ｚ中学校の校内研究会を参観させていただきました。 

ここでの「自己の思い（なりたい自己）」は、チャレンジしたいこ

とや個人テーマであり、他者の思い（求められる自己）は「グルー

プメンバーとの協議」や「校内研究主題」ではないでしょうか。 

個人のテーマを作成し、グループテーマを作成する過程で共通の

テーマを選択した先生方は、互いの個人テーマとの関連も考えなが

らグループテーマを作成しておられました。これは自己の思

いと他者の思いをつなげるうえで、とても重要な姿だと感じ

ました。

Ｚ中学校のみなさん、今回の校内研究会を公開開催してい

ただきありがとうございました。今後どのように校内研究が

進んでいくのかを楽しみにしています。 
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グループテーマ発表の様子 

発表されたグループテーマ 

研究会に参加してくださった先生方が活発に協議され

ていて、ほっとしました。次は、今日決めたテーマを日

頃の授業にどのように入れ込んでいけるかを考えなけれ

ばならないと思います。  （研究会後の対談より） 

Z 中学校研究主任 



校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

小暑を迎え日増しに暑くなってまいりましたが、ご機嫌いかが

でしょうか。先進校の実践事例に学ぶため、６月１４日（水）に昨

年度の実践校(Ａ中学校)の第１回校内研究会を参観させてい

ただきました。校内研究の初回で、研究主任から研究主題の説

明がされ、グループごとに取組のテーマを決定されていました。

校内研究主任の「教員一人ひとりが『自分事』として校内研究

に取り組んでほしい！」という熱い思いとＡ中学校の先生方の

「新たな教師の学びの姿」をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校規模  大規模（生徒数７００人以上、教員数５０人以上） 

 職員構成  若手が増え、中堅が少ないため若手育成に苦慮されている。特に今年度は、校長 

を始めとして職員が１/３近く（講師を含む）入れ替わった。 

校内研究  昨年度、校内研究活性化プロジェクト研究の実践校として、G-OJTを活用して校内

研究を活性化させてこられた。目指す授業や生徒の学びの姿である「Ａ中スタンダ

ード」を活用され、教員一人ひとりの強みや課題に応じた「共通実践」に取り組ま

れた。具体的な取組では、授業参観促進週間として「宝探しWeek」を設定したり、参

観後に「サンクスシート」を授業者に渡す仕組み作りをされたりすることで、「共通

実践」を自分の授業改善と結び付けて捉えられるよう工夫されながら実践に取り組

まれてきた。 

      今年度の校内研究では、昨年度から校内研究主任を務

められている教諭は、昨年度のノウハウを生かして転入

者にＡ中学校の校内研究を理解・実践してもらうと共に、

生徒の変化から成果を見取ることを目標として掲げら

れ、校内研究の推進に臨まれている。 

  

Ａ中学校の 

校内研究会 

注目したポイント 

教員一人ひとりが校内研究を 
「自分事」と捉える取組 

第３号 令和 5年（2023 年）7月 7日発行 
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Ａ中学校に関する情報 

 



 
 
 
 
 

１．校内研究の進め方 

①４月 「Ａ中スタンダード」について説明し、これを基盤として授業改善を

行う。（「Ａ中スタンダード」については右の二次元コードから『A 中

スタンダード』を基盤とした組織作り」を参照してください。） 

②５月 自己分析シートを配付し、自分の授業を見返して、自身の強みや課題を把握する。シ

ートの配付時期は重要で、実態把握ができて「困り感」が現れる頃を見計らってい

る。 

③６月 同じテーマを選ばれた教員同士で、少人数のグループを編制する。 

グループで協働して研究主題に迫る。 

２．個人の課題を解決するための校内研究の役割 

個人の課題を解決する一番の手立ては授業参観だと考え、重点参観週間(「宝探しWeek」)

を設けている。そのうえで「授業アップデートシート」や「サンクスシート」を活用して、ま

ずは教員一人ひとりが主体的に授業改善に取り組むことのできる仕組みを作っている。また、

全体会やグループ協議などの時間を有効活用できるように事前準備も余念なく行っている。 

さらに、各グループで時間を見つけて交流できるように、グループリーダーに声を掛け、交

流を促している。ただし、ICTを活用したり、全体会の終了時刻を守ったりすることで、多忙

感・負担感を減らす工夫をしている。 

３．研究推進委員・グループリーダーとの役割分担 

研究推進委員：各会の校内研究会で取り組む内容について、協議・確認する。推進委員会を開

く前に資料を渡し、資料に目を通しておいてもらうことで、推進委員会は意見

を吸い上げる場となるようにしている。 

グループリーダー：実践交流、グループでの研究を先頭に立って進めてもらう。そのために、校内

研究会の前日に招集し、当日の流れや目的を伝えることで、校内研究主任の意

図を理解して分科会が進められるようにするなどの工夫をしている。 

４．校内研究活性化のポイント 

昨年度のプロ研の中でも同じことが話題にあがったが、何をもって活性化したと見るのか省

察が難しい。そこで、今年度、Ａ中学校では、生徒の様子を見取ることを通して、取組の成果

を省察できるようにしたいと考えている。そのためには、どの生徒をどのような意図で見取る

のかを学校全体で統一し、動画やワークシートなどを蓄積しようとしている。 

例えば、１回の授業研究会について考えてみると、公開授業をして終わり

ではなく、日々の授業につなぐところまでが校内研究と捉えると、授業研究

会は全員に還元される取組になると考えられます。 

また授業改善を通して、児童生徒の様子が変わり、その変容を教員一人ひ

とりが授業の中で見取ることができれば、校内研究の成果が教員にも児童生

徒にも還元されたと考えられますね。 

 

校内研究主任へのインタビューより 

 

 

Ａ中学校 研究主題 

伝え合う力の育成 

～Ａ中スタンダードを基盤にして～ 



 
 
 

１．管理職による、校内研究の価値付け 

 管理職の出番については、あらかじめ校内研究主任と相談し、「全員で取り組もう」という

機運を高めるには十分な内容と時間が設定されていました（3 分程度）。また、校内研究主任

を全員で支えていこうというメッセージも伝わってきました。正に“全校体制で取り組む校内

研究”だと感じられました。 

２．校内研究主任による、研究主題の共有と意識付け 

 「今年の研究テーマ、目にした（耳にした）ことはあるん

やけど、何やっけ？」という経験はありませんか。Ａ中学校

では職員室の一番目立つところに、一番大きな文字で目標を

掲示されているので、何もしなくても目標が目に飛び込んで

きます。また、校内研究主任のインタビューの冒頭にもあっ

たように「自分事」として取り組んで欲しいという校内研究

主任としての思いもしっかりと伝わってきました。 

 

Ａ中学校の全体会は、単に研究主題とその理由を読み上げて終わりにせ

ず、校内研究をみんなでよりよいものにしていこうという思いを醸成する有

効な時間になっていたと感じました。校内研究主任と管理職の連携はもちろ

ん、研究推進委員の先生方とも十分に打合せをされ、校内研究を「自分事」

にし、一人ひとりが主体的に取り組める校内研究にしていこうとされていま

した。そういう気持ちは大切ですね。 

 

    分科会の取組 

１．個人の課題の共有 

分科会が行われる日までに、教員一人ひとりが校内研究主題と「Ａ中スタンダード」から取

組のテーマを選び、個人の課題を設定されました。「自己分析シート」に書き込んだものを校内

研究主任が確認してグループに分けられていました。グループで集まるのはこの日が初めてで、

お互いに個人の課題は知らないので、グループテーマに向けた思いも併せて共有されていまし

た。 

２．グループテーマの作成 

個人の課題やその思いを丁寧に聞き合うことで共

通点を見つけたり、アドバイスをしたりしながら、グ

ループテーマが練り上げられていきました。今後の

実践に「自分事」として取り組むためには、このタイ

ミングで一人ひとりが自分の思いをしっかりと話せ

ることがとても重要なのだと感じました。 

全体会の取組 

 

 

分科会の様子 

職員室の掲示板の様子 

実際の通信では、分科会で協議する様

子を写した写真を掲載しました。 



３．個人の課題の再考 

グループテーマの作成、手立ての共有ができた後には、個人の課題について考えたりまとめ

たりする時間が設定されていました。分科会後にインタビューしてみると、「『職員室に戻った

ら書いておいてください』と言われても戻ると書けない。会の終わりに書く時間があれば書け

るし助かる。」という思いを話された先生もおられました。“教員一人ひとりが「自分事」とし

て校内研究に向かう時間を生み出す”という視点からも、この５分間の有効性は計り知れない

と感じました。 

４．分科会後のグループリーダー会 

グループ間で情報共有することで、グループリーダーは他のグループの取組を参考にするこ

とができます。情報共有だけなら、電子データで確認することもできますが、校内研究主任と

して、各グループの思いも共有することで、今後の校内研究の方向性を考えることができるの

だと感じました。 

 
 

 
 

 

Ａ中学校に参観に行くまでに、研究委員のみなさんから聞かれたキーワードのうちの一つが「自

分事」でした。この「自分事」について、校内研究主任は、「『自分事』の出発点は“困り感”にあ

ると思う」「自分が一生懸命になると『自分事』になると思う」と話されていました。校内研究主

任の話を、スモールステップに分けて考えてみると、このようなイメージではないでしょうか。 

自己開示できる場を用意する 

→日々の授業の困り感をオープンに話す 

→解決したい課題＝自分の課題を認識する 

→自分の課題解決に向けて一生懸命になる 

→「自分事」になる 

校内研究主任は、自己開示できる場を用意するため、グループ毎に別々の教室に分かれて分科

会を行うようにされていたのだろうと感じました。時間の設定も、一人ひとりが十分に話す時間

を確保できるように設定されていました。 

このように考えると、校内研究主任が、教員一人ひとりに校内研究を「自分事」として捉えて

もらうために行っている工夫は、他にもまだまだ見つけられそうです。 
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「自分事」として 

 



校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

いよいよ本格的な夏の到来を感じるこの頃ですが、御機嫌いかがでしょうか。プロ研通信第４号では、７

月７日（金）に開催した第３回校内研究活性化プロジェクト研究会での研究委員のみなさんの様子をお

伝えします。１学期が終わろうとしているこの時期、校内研究にとってはここまでの取組を振り返り、２学期

以降に研究主題に大きく近づいていくためには大切な時期です。研究委員のみなさんが自校の校内研究

を「自分事」として捉え、校内研究活性化のため、真摯に取り組まれている姿勢が各校の教員のみなさん

一人ひとりに伝わるように、心から応援しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:20～Ａ中学校の校内研究会におけるグループ協議に学ぶ 

 

 昨年度の実践校であるＡ中学校の校内研究会で

は、研究主題に迫る 5 つのグループをつくり、教員

一人ひとりが希望のグループを選んだうえで設定

した課題から、１０の小グループが編制されていま

した（プロ研通信第 3 号参照）。今回はそのうちの

２グループの協議の様子を視聴しました。 

 研究委員のみなさんは、「Ａ中学校の先生方はみ

んな、自分の課題を具体的に設定しておられること

がすごい！」と口を揃えておっしゃっていました。 

 Ａ中学校のグループ協議の様子からは、教員一人

ひとりが「自分事」として校内研究を捉え、一年間

の見通しと取組の方向性を明確にもたれていることがうかがえました。研究委員のみなさんは、

グループ協議の様子を御覧になりながら、御自身の学校の実態や校内研究の進捗状況を踏まえ、

いかに自校の校内研究活性化につなげていくことができるかを考えておられる姿が印象的でした。 

 

第３回 

プロジェクト研究会 

概要 

第３回のプロジェクト研究会のめあて 

校内研究を活性化するための 
ポイントを整理し自校の取組に 
生かそう！ 

第４号 令和 5年（2023 年）7月 25 日発行 
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先進校の取組に学ぶ 

 

「グループ協議」の様子から学ぶ研究委員



 

 

 

14:20～ Ａ中学校の校内研究主任へのインタビューから学ぶ 

 

 校内研究主任のインタビューからは、校内研

究主任として校内研究を活性化させるための

働きかけをたくさん見つけました。 

KJ法を用いてポイントを整理しながら、各校

での取組を踏まえて協議が進んでいきました。

研究委員のみなさんが挙げられていたポイン

トを以下のようにまとめました。 

 

 

〈Ａ中学校の校内研究活性化のポイント 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究委員がまとめた校内研究活性化のポイント 

①方法知としての「A 中スタンダード」の導入 

内容知としての校内研究主題の設定 

→この２点で共通実践を可能としている。 

②授業参観の目的をはっきりさせる。 

授業参観は個々の課題解決のヒントとなる。 

③自分事として校内研究に取り組める。 

 自己分析を進めることで、自分事として校内研究に取り組む。そのことで一人ひとりに主体性が生まれる。 

④ICT 機器を活用しながら協議をする。 

⑤校内研究の成果を子どもの姿から見取る。 

⑥全校体制で取り組める組織づくり 

役割を明確にし、分担することで負担感の軽減や当事者意識を芽生えさせる。 

※黒字は動画を視聴した研究委員のみなさんの気付きや学び。赤字、青字は黒字に対する自校での取組・価値付け。 

「新たな教師の学びの姿」の視点でまとめたグループ協議の内容（当日の記録を基に作成） 

校内研究活性化のポイント

主体的な姿勢

個別最適な学び 協働的な学び

継続的な学び
・自分の課題をきちんともっている。
・具体的な生徒の課題を把握しているから、テーマを

決められる。
小学校ではどう生かす？

→同じように話してみれば、もっと似た解決法が出
てきてよいのでは？

・（これまでの校内研究の流れを）知っている人がい
るとよい。

・先輩から気楽に「見に行こう」と声掛けができてい
る雰囲気がよい。

・グループテーマを具体的にしているので話しやすい。
→自校で同じように、夏休みにやってみようかな。

・個人の学びをすごく大切にしている。
そのことで、グループの学びをきちんと個人に返す
ことができている。

・自分の失敗談を伝える中で、解決策を見いだすこと
ができていた。
→自分事として取り組める

・昨年度の課題を基に今年度の課題を決めている。
・考えていることをみんなの前で宣言していてすご

い！
・学びに連続性がある。

・テーマを練り上げる時間を十分に確保している。
そのことで、同じ課題意識をもつことができている。

・グループ構成（年齢など）も工夫されている。
・このあと、どうまとめているのだろうか。

実際の通信では、研究委員がまとめた校内研

究活性化のポイントをまとめたものを写した

写真を掲載しました。 



 

 

 

令和４年度校内研究活性化プロジェクト研究の成果物である「共通実践」レビューシートを基

に、「校内研究実践」レビューシートと改編して使用し、各校の６月までの校内研究の取組を省察

しました。その後、取り組まれた事例を基に交流し、７月以降の各校の実践に生かせるように、

校内研究の改善案を考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みなさんの「校内研究実践」レビューシートを拝見すると、「改善策」の欄には２つの共通点
が見られました。 
 

①校内研究を「自分事」として捉える 

②校内研究で取り組んだことを日々の授業に生かす 
 
 校種や学校規模が異なる５名の研究委員のみなさんが、自校の現状を踏まえて考えられた改善
策の中に、共通してこれら２点が書かれていました。つまり、この２点は校内研究を活性化させ
るうえで、必要不可欠な要因であるといえるでしょう。 
 
 

６月までの取組を振り返って 

 

 

研究委員のみなさんは、自校の校内研究で実
践されたことの成果と課題を整理しながら話
されました。５校それぞれの実践を聞きなが
ら、自校の実践に取り入れられるところは積極
的に取り入れていこうとする姿勢は正に「主体
的な姿勢」そのものでした。各校の「校内研究
実践」レビューシートは別紙として添付します
のでぜひ御覧ください！ 

記入していただいた 
「校内研究実践」レビューシート 

実際の通信では、研究委員が協議する

様子を写した写真を掲載しました。 



 
 
 

 

◇はじめに 

今年度の校内研究開始から３か月ほどですが、それぞれの学校の状

況、子どもの課題、今年のメンバーに合わせて、工夫した実践が行われ

ていますね。校内研究を自分事にし、日常の授業から、みんなが力に変

えていけるような方法を練っておられることに感心しました。 

 

    ◇校内研究を活性化させる大切なポイント 

①校内研究を自分事として捉えること 

校内研究を自分事として捉えるということには、自分で決定

したり、選んだりすること(自己決定)、自分が話合いの糧にな

っていると感じられること（自己存在感）、自分が話したこと

が自分やみんなにとってプラスだと感じられること(効力感)

が必要ですね。そこには経験、持ち味、多様性が尊重されると

いうことが大切です(図１）。 

 

②同僚性を高めること 

A中学校は、校内研究を通じて同僚性が高まっていますね。

自分のよいところ「強み」、「弱み」もざっくばらんに話せてい

ます。このような人間関係を学校の中に基盤としてつくり、お

互いに授業を見せ合うことが大事です(図２）。 

 

◇Ａ中学校の三つの強み 

①組織 

全体の３分の１が組織の運営側となる仕組みで

すね。研究主任が、したいことを発信した時点でそ

れを共通理解している人が少なくとも３分の１い

ます(図３）。同じように理解できる人は、各グルー

プ内にもいるので、早い段階で半分以上の賛同を

得られます。学校の規模によっては、たくさん分掌

をもっておられる方に頼みづらいという状況が生

まれると思います。それなら、リーダーは循環制で

行うとよいでしょうね。風通しのよい組織づくり

をされていることが強みです。 

 

②研究の仕組み 

中学校の校内研究では、教科を窓口にすることは難しいので「Ａ中スタンダード」を窓口にし

て研究を進めておられます。その中で、各教員が授業の一部分を担当して研究しているような形

です。一部分を担当しているのでそれぞれ異なる研究をしているようでしたが、授業参観を通し

滋賀大学教育学部附属小学校 
副校長 楠見 丹生子先生による指導助言 

 

自己決定、自己存在感、効力感

多様性を考慮しながら
→経験、持ち味が生かされること

自分事

図１

共感的人間関係

強みも課題も話し合える
→何でも言い合える関係

同僚性

図２



て先生方の認識がだんだん変わって

いきました。Ａ中学校の先生方は、授

業参観を通して自分のグループと隣

接するグループの内容の重なる部分

を考えられる姿が見られるようにな

っていきました。例えば、「きく」グル

ープのメンバーは「めあての設定」や

「かんがえる」グループとの重なりの

部分を考えておられました(図４）。ま

た、「振り返り」グループのメンバーは

「めあて」に立ち返る必要があること

に気付いておられました。教員一人ひ

とりが部分の改善をやっているよう

で、実は全体の改善をやったことにな

っていたのです(図５）。 

大きくテーマを掲げてみんなで焦

点化していく方法もありますが、部分

に分けて最後には全体が見えるとい

う仕組みこそが二つ目の強みです。 

 

③授業改善 

「日々の授業を改善していく必要

がある」という声を基に、積極的な授

業参観(宝探しweek)を実施されまし

た。 

「宝探しweek」のコンセプトは、

「自由な参観の中で自分の知らなか

った新しいやり方や子どもの見方(お

宝)を教えてもらう機会をつくる」で

す。 

参観させてもらった先生は、サンク

スシートなどで授業者にフィードバ

ックすることでお礼の気持ちも伝わるし、授業のどこがよかったのかどこがまだ改善できるのか

を参観者から教えてもらうこともできます(図６）。こういった参観の仕組みをつくればみんなハ

ードルを下げて取り組むことができますね。 

 

◇おわりに 

各校の先生方の願いや期待していることをつぶさに受け止め、日々の授業にかえっていったり、

日々の子どもの変化や変容を捉えることにつながったりすれば、よい校内研究になると思ってい

ます。１学期の成果を校内の先生たちと分かち合い、２学期の校内研究につなげてほしいです。 

（図１～６は楠見副校長が提示してくださった資料を基に研究員が作成したものです。） 

 



 

 

 

◇はじめに 

今年度の研究で昨年度までとちがうところは、研修と研究

をすみ分けているところです。研修とは、これまでの研究を

学んで習得・活用することです。それに対して、研究は、探

究・発信までいかないといけません。ということは、今日の

プロジェクト研究会では、Ａ中学校のビデオを見て、「この

取組を真似してみよう」ではだめで、それを基にどう研究を

作っていくかという視点をもつことが大事になります。 

 

◇Ａ中学校での取組を自校での取組に 

今回のグループワークは、これまでの２年間のプロジェクト研究の成果が凝縮されていて非常

に分かりやすかったと感じました。そして、楠見副校長には、そのポイントを整理していただき

ました。そこで、研究委員のみなさんには、２年間のプロジェクト研究の成果を踏まえて、小学

校種、小規模校、…多様な状況である県内の学校に発信していくために、それぞれの学校の校内

研究をつくっていっていただきたいと思います。つまり、Ａ中学校の取組を自校でやってみても

うまくいかなかったけど、こんな工夫や改変をしたら、うまくいきましたという提案をしていた

だきたいです。例えば、Ａ中学校での取組を参考に、我が校のスタンダードづくりから始めてみ

ようというのでもよいと思います。また、Ａ中学校のようなグループリーダーが学校で複数人い

たら、当然、学校は活気づきます。そこで、管理職とも話し合い、組織としてグループリーダー

をつくるための取組を考えてみるのもよいと思います。他にも、ビデオでの取組を参考にして、

取り入れられる部分に取り組み、改変していってもらいたいです。 

今はリーダー１人を育てたらよい時代ではなく、研究主任を含めた研究チームをどのように組

織して、どう運用するのかが求められています。効率化や働き方改革も合わさり、グループ協議

の中で話題にも出ていたG-OJTなどの小集団を活用して、研修していきましょうという流れにな

ってきています。ところが、何もかもを小集団化していけば、全体としての共有、確認をどうす

るのかという課題が出てきます。先ほどのグループ協議でも同じ課題が挙げられましたし、Ａ中

学校の動画では、解決策として、グループリーダー同士の話合いを通して、隣のグループの成果

を情報共有して全体としての途中経過や方向性をフィードバックする取組が紹介されていました。

校内研究のDX化で実践するのも一つだと思います。うちの学校ではこんな風にして校内研究で使

いましたというのを発信する方法もあります。 

校内研究の活性化の成果は、子どもの姿を通して見取るべきではないかというということが昨

年度の研究の課題として挙げられています。そこで例えば、事例的にでも子どもの姿から見取っ

ていけるとよいでしょう。例えば、教師の関わりが変化し子どもが変わったという事例があった

とします。その教師の変化の影には「授業アップデートシート」の活用も見られるかもしれませ

ん。ツールと教師の手立てをつないで、その成果が子どもにどうかえっているのかということを

丁寧に蓄積、分析するというのもよいと思います。ツールを活用して100％成果を出すというこ

とは難しいので、ツールの意味をしっかり理解した先生の変容を捉え、授業や子どもの変容との

つながりを物語として表現していけばそれはエビデンスになります。 

 

滋賀大学大学院教育学研究科 
教授 辻 延浩先生による指導助言 

 



 

 

 

〇第３回プロジェクト研究会の振り返り。 

・Ａ中学校の実践を見せていただいて、これをどのように本校に取り入れることができるか考

えながら研究会に参加することができました。 

・授業を公開する手立て、自分事として捉える仕組みを少しでもつくっていきたいです。 

・Ａ中学校の校内研究を見たり、協議をしたりする中で、改めて自身や自校の強みや課題を再

確認することができました。 

・１学期の自分の学校の校内研究の取組を振り返り、また、いろいろな先生方の取組を聞く中

で、課題点がたくさん見つかり、２学期の校内研究に今回考えたことを生かしていきたいと

思います。 

・Ａ中学校の実践から、自校でできることを考えることができました。また、他校の取組から、

共通した課題や新たに取り入れることができる内容について再検討することができました。 

〇第３回プロジェクト研究会での学びを自校の校内研究会でどのように生かしたいですか。 

・小グループを編制して、個別の課題について話し合う場を設定していきたいです。それによ

って、研究の学びと個々の日々の実践をつなげていく機会をもちたいです。 

・授業公開の仕組み、リーダーの活用(こまめに時間を取る)方法を考え、実践していきたいと

思います。 

・研究授業や全体での公開授業のつくり方やその前後の研究会にばかりウエイトを置いて校内

研究を考えていましたが、事前の取組や事後の日々の授業の改善が一番大事であると感じま

した。 

・校内研究を通して、先生方、子どもたちがどのように変わっていくか、そのこともしっかり

と見ていき、研究につなげていきたいと思います。 

・２学期以降に校内研究として取り組める実践を考え、夏季休業中からできることをお伝えし

ようと思います。まずはアップデートシートを確認し、自分自身の課題をもってもらいます。

その内容の共通している先生同士でグループを組んでみることを学校に戻って考えます。 

 

 

 

 

 今回のプロジェクト研究会では、Ａ中学校の実践に学び、各実践校で校内研究を活性化させて

いくためのポイントを整理していただきました。研究委員のみなさんは、自校の実態を思い浮か

べながら、整理したポイントを活用する手立てを考えてくださっていました。校内研究を活性化

させるため、自ら課題を見つけ、課題解決の手立てを主体的に探究しておられる姿は、各校の先

生方の模範となる姿であると感じました。 

早いもので１学期が終わり、夏季休業中もお忙しい日々を送られることとは思いますが、１学

期の取組の成果と課題を今一度、校内の先生方と共有していただきたいと思います。そして、２

学期以降の校内研究がますます活性化して

いき、その成果が子どもたちの豊かな学びに

つながることを心より願っています。 

 

研究員 稲
いな

益
ます

 圭
けい

吾
ご

 研究員 島内
しまうち

 佑
ゆう

祥
しょう

 

研究委員のみなさんの振り返り 

第３回プロジェクト研究会を終えて、研究員の思いと今後に向けて 



別紙 









 



校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

時折吹く風に秋の気配を感じるこの頃、御機嫌いかがでしょうか。プロ研通信第５号では、８月３日(木)

に開催した校内研究主任パワーアップ研修[小学校・中学校]〔第２回〕と合同で開催した第４回校

内研究活性化プロジェクト研究会での研究委員のみなさんの学びを振り返ります。 

夏季休業中も研究委員のみなさんは、２学期以降の校内研究活性化に向けて、１学期の取組の分析や

今後の準備を進められ、その主体的に学ぶ姿は、今まさに求められている「新たな教師の学びの姿」だと

感じます。この姿が各実践校の先生方に伝わり、それぞれの学びが日々の授業改善につながることで、子

どもたちの学びが変わっていきます。今年度の終わりに、「校内研究に真剣に取り組んでよかった」「自分

が学ぶことで子どもたちの学ぶ姿も変わった」と先生方が感じられる校内研究になるよう、共に学びを進

めましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:45～ １学期の校内研究の実践交流 ー「校内研究プランシート」を基にー 

 

研修会のはじめに、当センター主幹加藤から、目的

をもって研修に臨むことで、研修での学びをより深め

て欲しいという話がありました。そのうえで、小学校

と中学校の校内研究主任７０名が、１６グループに分

かれて１学期の校内研究の実践交流を行いました。研

修に参加された校内研究主任のみなさんは、校内研究

主任パワーアップ研修[小学校・中学校]〔第１回〕を

経て、各校で作成された「校内研究プランシート」を

基に、自校の１学期の実践を振り返りながら交流され

ていました。この実践交流の中に、校内研究主任のみ

なさんの「個別最適な学び」と「協働的な学び」が見て

取れます。他校の具体的な実践について学びながら、

目指す校内研究の姿に向けて、今後の校内研究での取

組のヒントを探しておられる様子は、協働的な学びの

中において個別最適に学ばれている、ということがで

きるでしょう。校内研究主任のみなさんが自校の校内

研究に対して明確な課題意識をもって交流したからこ

そ「個別最適な学び」も「協働的な学び」も充実し、学

びが深まったと感じました。 

第４回プロジェクト研究会 

(校内研究主任パワーアップ研修[小学校・中学校]〔第２回〕） 

概要 

研究会のめあて 

校内研究主任としての職務
および校内研究を組織的に
推進するための明確なビジ
ョンと手法を学ぶ。 

第５号 令和 5年（2023 年）8月 31 日発行 

＜令和５年度 滋賀県総合教育センター 研究員研究＞ 

他校の取組に学ぶ 

 

実践交流の様子① 

実践交流の様子② 



 

 

14:15～ 令和４年度研究 事例発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度総合教育センター研究員研究で、共に研究を進められた７校の実践校の研究委員の

みなさんに事例発表をしていただきました。校内研究の推進に向けた取組とその成果・課題につ

いて、５分間の事例発表を７回実施され、研修参加者は全ての実践校の事例発表を聞くことがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分事として取り組めるように仕掛けること、校内研究主任がつなぎ役となって全員で取り組

める体制づくりを行うことなど、それぞれに学びがあり、「個別最適な学び」の時間となりました。 

昨年の実践事例に学ぶ 

 

令和４年度 
総合教育センター研究員研究 

校内研究活性化プロジェクト研究 

研究主題 
小中学校における 

児童生徒一人ひとりの 
「確かな学力」の向上に 

つながる校内研究 

－自校の課題解決に向けた 
組織的・継続的な 

「共通理解・共通実践」を 
通して－ 

研修に参加された他校の校内研究主任の感想（一部抜粋） 

・多くの教員に参加してもらう研究にしたいと思いました。そのために、各教員が校内研究を
自分事として捉え、成長を実感できる仕組みを考え、改善していく必要を感じました。教員
それぞれの得意を生かし、研究主任はその調整を行う意識をもちたいなと考えました。 

・７校の発表を聞いて、校内研主任として、仲間を増やすためにつなぎ役になること、学び合
いで先生方が成長を自覚できる仕掛けづくりを肝として研究を推進していくことを決めま
した。今までの方向性が間違っていないこと、自校のよさや強み、継続することで見えたこ
とへの期待を確認することができました。 

・７校の先生方の事例発表を聞いて、９月から授業研究会の効果的なもち方についてのポイン
トを学ぶことができました。授業研究会がその学年単体の成果と課題を見つけることにとど
まらず、「今日の学びを生かして、自分の学年では何ができるか」を交流して次の校内研究、
自学年の明日からの取組に生かすことが、系統立てた取組につながっていくことが分かりま
した。 

・様々な事例を学ばせていただき、正直「もっと聞きたい！」となりました。どの先生にも共
通して、校内研究は一人でせず、全員で共通理解・実践が大切であると仰っていました。改
めて自分が一人でしているのではないということを意識し、共に学び合う集団のつなぎ役に
なりたいです。 

各校に配付した通信では、昨年度の実践校の

校内研究主任が事例を紹介している様子を写

した写真を載せました。 



15:10～ ２学期の校内研究の効果的な推進に向けて 

 

 グループに戻って７校の事例発表での学びを交

流し、２学期の校内研究の推進に向けて“肝”を

協議しました。右の図は発表していただいた 10 班

の先生方がまとめられた“肝”です。参加者のみ

なさんは、それぞれのグループから出てきた考え

を取り入れながら、２学期に向けて校内研究を活

性化させる次の一手を思案されていました。 

 各グループでまとめられた考えは、学習支援ア

プリロイロノートスクールを用いて共有され、会

場全体での「協働的な学び」が行われました。こ

のように、校内研究や授業でも、ICT を活用する

と交流がスムーズになる場面があるので、参考にしてみてください。 

 

15:45～ ［講義］「新たな教師の学びの姿」の実現に向けて校内研究が果たす役割 

              滋賀大学教職大学院 准教授 北村 拓也 氏 

 

「新たな教師の学びの姿」の実現に向けて 

北村先生から投げか

けられた「なぜ、『新た

な教師の学びの姿』の

実現が求められるので

しょう？」という問い

に、研究委員のみなさ

んはどのような答えを

おもちですか？現場の

実感として「新たな教

師の学びの姿」が必要

だと感じられ、自分事

として捉えられている

と素敵だなと思いまし

た。 

先生方が協議されている姿を見ていて、グループを構成する一人ひとりの個別のニーズ
(本研修においては、各校内研究主任の自校での研究に対する課題意識)が明確であれば、
協議が活発になることを改めて実感しました。ニーズが明確であれば協議に対して目的意
識をもって参加し、議題を焦点化して捉えたり、多面的に捉えたりして、協議をより深め
ることができるからです。 
研究委員のみなさんが、自校の先生方に校内研究を自分事として捉えて

もらおうと取り組んでおられることは、ニーズの明確化や「個別最適な学
び」の充実に直結します。今取り組んでおられることに自信をもって、こ
の調子で校内研究をどんどん活性化させていきましょう！ 

10 班がまとめた校内研究推進の“肝” 

「新たな教師の学びの姿」とは？              図１ 

「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について 

～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する 

質の高い教職員集団の形成～(答申)」 

(令和４年１２月１９日 中央教育審議会)  

子供たちの学び(授業観・学習観)とともに教師自身の学び(研修観)を

転換し、「新たな教師の学びの姿」(個別最適な学び、協働的な学びの

充実を通じた、「主体的・対話的で深い学び」)を実現。 

●変化を前向きに受け止め、探究心をもちつつ自律的に学ぶという「主体

的な姿勢」 

●求められる知識技能が変わっていくことを意識した「継続的な学び」 

●新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを伸ばすための、一人一人の

教師の個性に即した「個別最適な学び」 

●他者との対話や振り返りの機会を確保した「協働的な学び」 



求められる「子どもの学び」(学習

観・授業観)を実現するために、一人

ひとりの子どもを主語にした、「児童

生徒が学び、学び合う学校づくり」が

求められています。その実現のために、

子どもの「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な充実を目指しま

す。そして、そのために教職員が学び、

学び合う学校づくりが求められると

いうことです。求められる「子どもの

学び」に合わせて、教師に求められる

学びも変化する必要があるのです。教

師の学びでも「個別最適な学び」と「協

働的な学び」を一体的に充実させ、自

身の学び(研修観)の転換を推進することで、「新たな教師の学びの姿」を実現していくことが重要

だと感じました。 

 

「新たな教師の学びの姿」の実現に向けた校内研究の役割 

（図１～６は北村先生のスライド資料を基に研究員が作成したものです。） 

求められる「子どもの学び」の実現に向けて  図２ 

一人ひとりの子供を主語にする学校教育 

 

児童生徒が学び、学び合う学校 

 

教職員が学び・学び合う学校 

・子どもの主体的な学びを支援する伴走者としての能力 

（コミュニケーション・ファシリテーション）を養う 

・多様な教職員が個々の指導力を磨くとともに、組織、 

チームとしての教育力・課題解決力を高める 

一人ひとりの教師を主語にする学校 

 

新たな教師の学びの姿の実現 

教師の「主体的な姿勢」を引き出すために 図３ 

❒必然性を感じる校内研究のテーマを設定する 

❒校内研究に対する自分自身の目標や課題をもつ 

❒校内研究で目指す子どもの姿、授業のイメージを

理解し、どうすれば実現できるのか、何が必要な

のかを考える 

❒校内研究に取り組むことが、子どもたちにとっ

て、学校にとって、自分自身にとって、どのよう

に役立つのかを理解できるようにする 

教師の「継続的な学び」を生み出すために 図４ 

❒校内研究の目標の実現や、自分自身の課題の解決

に向け、研究計画を立てる（研究の進め方をデザ

インする） 

❒指導案検討、授業参観、研究協議、指導助言を通

して、必要な資質・能力を身に付ける（個人のニ

ーズにも対応した校内研究） 

❒授業研究会や実践報告会など、研究の成果と課題

を振り返ったり、他者からの評価・助言を受ける

機会を設けたりする（自己評価・他者評価） 

教師の「主体的に学ぶ姿勢」を引き出し、 

学ぶことの楽しさ・価値を再確認できる 

ようにする！ 

校内研究をロールモデルに、研究の進め方を 

身に付けることができるようにする！ 

教師の「個別最適な学び」を実現するために 図５ 

❒研究の進め方の個別化 

同じ目的に向かって、それぞれの教師のキャリ

ア、個性に合った進め方ができるようにする 

❒研究のテーマ、進め方の個性化 

それぞれの教師の目的やニーズに合った研究に

取り組めるようにする 

 

 

教師の「協働的な学び」を実現するために 図６ 

❒教師の「個別最適な学び」が「孤立したもの」に

ならないようにする！ 

❒教師一人ひとりのよい点や可能性を生かし、異な

る考え方を組み合わせ、よりよい学びを生み出す

ことができるようにする！ 

❒教師として、よりよい学校や社会の創り手となる

ために必要な資質・能力を身に付けることができ

るようにする 

自分自身の研究をコーディネートできるよ

うにする！ 

研究のプロデューサー＆ファシリテーター

である校内研究主任の力が求められていま

す！ 



 

 

 

・どの学校の研究発表にもあった、全体を巻き込んだ研究にしたいと思います。教職５～１０

年目くらいの先生を小グループのリーダーとして、学年やキャリアを超えたメンバーで授業

づくりに取り組んでいこうと思います。 

・校内研究をする上で、仕掛けが大切であることをどの学校も発表されていました。また、自

分事として捉えられるようなシステムをつくることも大切で、嫌々でやるような研究・研修

ではなく、意味のあるものにしなければならないと強く感じました。 

・子どもたちが楽しく学びを深めていくために、校内研究を活性化していくことはとても大切

なことだと改めて感じました。先生方が校内研究を自分事として捉えられる仕掛けを見つけ

ることができました。 

・自分事として捉えてもらうためのアプローチの工夫が参考になりました。もっと先生方を巻

き込んで進めていけるようなアイディアを考えて、２学期以降進めていきたいです。管理職

の先生との連携をもっとしていけるといいなと感じました。 

・どの学校の実践を聞いても出てきたことは、校内研究主任だけで進めるのではなく全ての教

職員を巻き込んでいくようなシステムを作ることの大切さでした。そのような研究を進める

ために、研究主任はみんなを“つなぐ”役割を担っているのだと自覚しました。先生方のよ

さをどんどん生かした研究にしたいです。 

 みなさんの感想からは、“自分事として”“全体で”“主体的に”“管理職と連携して”といった

キーワードが見て取れます。校内研究を活性化させるために重要なことだとみなさんが感じてお

られることなので、２学期の実践の中で意識して取り組んでいけるとよいですね。 

 

 

 

 

 今回の校内研究主任パワーアップ研修[小学校・中学校]〔第２回〕（第４回プロジェクト研究会）

では、昨年度のプロジェクト研究実践校の事例発表を含め、規模や校種が異なる様々な学校の校

内研究の実践から学んでいただきました。きっと大きな刺激を受けていただけたのではないでし

ょうか。校内研究を活性化させるための次の一手に向けて、参考になる実践に出会われた研究委

員もおられました。研究委員のみなさんの各校の校内研究に対する課題意識がはっきりとしてい

るからこそ、学びの多い時間になったのですね。 

 さらに、北村拓也先生の講義内容を踏まえて、校内研究で取り組んでいることを価値付けてい

ただければ、各実践校の先生方にも毎回の校内研究の目的が、より明確に伝わります。そうする

ことで、２学期以降の校内研究が活性化していくことに違いありません。 

 「新たな教師の学びの姿」の実現に向けて、校内研究が重要な役割を果たします。その校内研

究を主として企画・運営する校内研究主任のみなさんの役割も当然重要になります。プロジェク

ト研究のメンバー全員で力を合わせて、よりよい校内研究活性化のための手立てを探っていきま

しょう！ 
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研究委員のみなさんの振り返り 

第４回プロジェクト研究会を終えて、研究員の思いと今後に向けて 



校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

九月に入っても、夏を思わせるような暑い毎日が続いておりますが、皆様お変わりありませんでしょうか。

プロ研通信第６号では、８月２２日(火)に開催した第５回校内研究活性化プロジェクト研究会での研究

委員のみなさんの様子をお伝えします。 

今回は、第４回プロジェクト研究会で昨年度の研究委員が事例発表の際に使用されていた「校内研究

省察ポスター」の今年度版を作成していただきました。事例発表を見ていただき、研究委員のみなさんに

大きな学びがあったように、今回作成していただいたポスターが各実践校の先生方、そして次年度以降の

県内各校の先生方の学びにつながります。また、作成されている様子からは、校内研究を通じて各実践校

の日々の授業改善につなげたいという研究委員の先生方の思いが伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」と聞き、一体的に充実している状態

を具体的にイメージできますか？また、それが児童生徒の学びで実現するよう意識して指導して

いますか？１学期に実施した教員対象質問紙調査の回答を集計したところ、以下のような結果が

出ました。 

児童生徒が個別最適に学ぶ姿 

をイメージできる 

児童生徒が協働的に学ぶ姿 

をイメージできる 

一体的に充実させることを 

意識して指導している 

８２％ ９３％ ４７％ 

＊令和５年度校内研究活性化プロジェクト研究実践校の教員９１名を対象にした質問紙調査の結果 

 このことから、指導者が児童生徒の個別最適に学ぶ姿や協働的に学ぶ姿をイメージできても、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させることを意識して指導できることに

必ずしもつながらないという結果が浮かび上がってきました。 

そこで改めて、今後の研究を通して「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を

具体的にイメージし、授業につなげられる校内研究のあり方を探究していくことが大切だと考え

ます。では、「児童生徒の『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実を具体的にイメ

ージし、授業につなげられる校内研究」を実現するためにはどのようなことが必要なのでしょう

か。 

第５回 

プロジェクト研究会 

概要 

研究会のめあて 

校内研究の取組を校内研究省察ポスターにまとめ、 

２学期以降の取組につなげよう！ 
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教員対象質問紙調査の結果から見えた課題 

 



我々はまず、教員自身が「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させることを

経験し、その場面について考察することで、そのイメージをもつ必要があると考えます。 

 そこで、今回のプロジェクト研究会では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充

実を具体的に捉え、イメージをもち、各実践校の先生方に伝えていただけるように省察ポスター

を作成していただきました。 

 

 

 

 

校内研究省察ポスター作成の目的 

 研究委員のみなさんには、１学期の校内研究を基に、「個別最適な学び」と「協働的な学び」が

一体的に充実している場面を振り返り、価値付けをしていただきました。作成していただいたポ

スターには、完成時に研究委員のみなさんの学びと抽出教員の学び、そして抽出児童生徒の学び

のつながりが示される予定です。 

 

 

 

 

 

校内研究省察ポスターの作成 

 

只今、校内研究省察ポスター作成中！ 

各実践校の先生方には、 
●「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を具体的にイメージし、
２学期の実践につなげる。 

●教員の学びがどのように子どもたちの学びを支えているのかを見て、御自身
の次の学びへとつなげる。 

という二つの視点から、ポスターを見ていただきたいと考えています。 

この省察ポスターについては、第７回校内研究活性化プロジェクト研究会(第３回校内研

究主任パワーアップ研修)の際に、掲示させていただき、受講者の先生方に御覧いただきた

いと考えております。御協力、よろしくお願いします。 



校内研究省察ポスターのレイアウト 

 校内研究省察ポスターは下図のようなレイアウトで構成されています。 

 
 ポスターを見ていただく上で、二つのつながりに着目してください。一つ目は、横のつながり

です。③～⑥の矢印で示しているように、校内研究の取組や教員・児童生徒の学びの変化が時間

の経過とともに記されています。二つ目は縦のつながりです。③～⑥それぞれの取組と学びがど

のようにつながっているのかを読み取っていただきたいと思います。 

 

 

 

 

１．省察ポスター作成の合間の「交流」の時間からみえてきたこと 

本日の研究会の初めに、加藤先生(滋賀県総合教育センター主幹)から「今回のプロジェクト研

究会の目的はポスター作成の中でも、『交流』の時間です」という話がありました。みなさんにと

ってその時間がいかに大事な時間であるかが分かりました。なぜなら「交流」の中で先生方が自

然と集まり、意見を交わされる中でたくさんの気付きがあったからです。 

例えば、A先生(Ｖ小学校研究委員)が自分のポスターの中では「まだ個別最適な学びが弱い」と

仰っていました。Ｂ先生(Ｗ小学校研究委員)は「抽出教員と抽出児童への取材が必要だから⑤と

⑥の部分については今は作らず、持ち帰って十分に聞き取りをしてから仕上げよう」と話されて

いました。Ｃ先生(Ｘ中学校研究委員)は「今日はここくらいまではできそうだ」という全体の構

成に関する気付きを話されていました。Ｄ先生(Ｙ小学校研究委員)は授業の交流や参観を含めて

様々な質問をされており、「交流」の話題を広げてくださいました。 

このような交流をすることで、後半のポスター

作成の集中具合が大いに変わりました。まさに今

大事にされている子どもたちとの授業の様子が

ここで体現されており、私たちも「個別最適な学

び」と「協働的な学び」の一体的な充実を経験す

るということがこの数時間の間で行われている

のだなと感じました。おそらく、先生方は今日、

学びの自覚をもって帰られることと思います。 

滋賀大学教育学部附属小学校 
副校長 楠見 丹生子先生による指導助言より 

「交流」の様子 

五つのポイントで 
御指導いただき 

ました！ 



２．校内研究省察ポスターの活用を 

私は昨年度の研究でもこのポスター作りを通して大いに学

ばせていただいたわけですが、このポスターを各校でいかに活

用するかを考えていただきたいと思います。作っていただく中

で、みなさんにとってはこれまでの取組を思い出したり、それ

ぞれの取組をリンクさせたり、抽出教員と研究委員とがどのよ

うにつながっているかを再構成されたりしていました。それ自

体に大きな意義があります。しかし、みなさんにはこれから学

校に持ち帰っていただいて、掲示をし、各校の先生方と共有を

する中で、今再構成されていることや今の思い・意図を伝える

という役割があります。そこで、このポスターをどのように各

校で共有しようかということを考えていただきたいのです。 

 

３．ポスターは大切な研究の産物 

ポスターを提示された時、自校の先生方からたくさんの御意見やフィードバックが返ってくる

と思います。校内研究のプログラム的には研究委員の先生方の方がよく知っておられるので、ポ

スターにかかれていると思うのですが、例えば「実はこっちにも矢印が伸びてるよ」や「あの先

生はこのように仰っていたから、こっちにも矢印が伸びているのではないですか」というような

意見をたくさんもらって、矢印でつながるリンクをたくさん増やせるといいと思います。「赤い矢

印(「協働的な学び」が起点となった個人の気付きや学びなどの「個別最適な学び」)が多いな、

やはり青い矢印(個人の気付きや学びなどの「個別最適な学び」が起点となった「協働的な学び」

への還元)を増やしていかなくては」というような思いを受けて、次のプログラムを先生方が組ん

でいかれると、学びがつながり、往還のある学びになっていくのではないかと思います。 

昨年度、ポスターを掲示しておくと、校内研究主任(研究委員)以外の先生方もポスターづくり

に参画してくださったという学校がありました。今は校内研究主任の先生がかいておられますが、

中にはイラストが得意などということも含めて、「私、これをかいておくよ」や「こういう内容で

かいてはどうか」などのアイディアがあった時に、推進委員会やグループリーダーの先生方にも

つくっていただくチャンスがあると、校内研究主任の先生だけががんばってつくったポスターで

はなく、みんなでつくったポスターとなり、最後には研究紀要以上に大切な研究の産物となるの

ではないかと思います。 

 

４．よりよりポスターにしていくために 

今日みなさんは初めてこのポスターづくりに取り組まれたので、雛型に沿ってスタートされて

いますけれども、ここからはそれぞれの学校の独創性があってもよいと思っています。例えば、

「この部分はどんどん研究が盛り上がっていきました」と上下に展開したり、盛り上がっている

部分に色を付けたり、新たな視点をつけ足したりすることが今年はあってもよいと思います。そ

こに今年度は先生方の独創性や創造性が加わるとさらによいものになると思います。 

 

５．校内研究を自分事として捉えてもらうために 

２学期(９月以降)に授業研究会がどんどん行われていくかと思います。研究主任の先生方は、

研究がより自分事として各校の先生方の学びにつながるように、考えてくださっていると思いま

す。一本一本の授業を研究として進めていく中で、先生方に「何を」「どのように」参観していた

だくのか、協議していただくのか、その内容をできれば授業の前に伝えてください。先生方が自

分の実践も含めて、自分事として授業を見て、研究会に参加していただけるように考えてくださ

るとよいかなと思います。 

 

滋賀大学教育学部附属小学校 

副校長 楠見 丹生子先生 



 

 

 

〇第５回プロジェクト研究会の振り返り 

・他校のポスターを拝見したことによって、自校の取組と比較し、他にできることはないかと、

新たな実践について考える機会となりました。参観ウィークなども取り入れたいなと思いま

した。 

・自身や自校での校内研究の取組を振り返りながら、ポスターの作成に取り組むことができま

した。ポスターにまとめることで自分の校内研究主任としての課題も発見することができ、

これからの目標も考えることができました。 

・１学期に取り組んできたことを整理し、２学期に向けての再確認をすることができました。

省察ポスターを作ることが目的ではなく、その演習の中で自分が気付いたことや、他の先生

方の思いから、学びを深めることができました。見通しをもてるよい時間になりました。 

・校内研究主任として、本校でどのような継続的な学びがあったのかを振り返ることができま

した。「新たな教師の学びの姿」を少しでも実現するために、何が必要かを今一度考えてみた

いです。 

〇第５回プロジェクト研究会での学びを自校の校内研究会でどのように生かしたいですか 

 

 

 

 今回、校内研究省察ポスターの作成をされている研究委員のみなさんの姿を見て、改めて思っ

たことがあります。それは「この姿がまさしく『新たな教師の学びの姿』なのだな」ということ

です。私たち研究員は各実践校の様子を全て見せていただいているわけではありませんが、ポス

ターを作成していただいている時の研究委員のみなさんの様子やお話、ポスターの内容から、み

なさんが各実践校の課題を校内研究主任として分析し、プロジェクト研究会を通して学んだこと

を生かして実践されていることがよくわかりました。そして、振り返りから見えてきた新たな課

題を次の学びにつなげていくというプロセスは、教員の「個別最適な学び」と「協働的な学び」

が一体的に充実している姿だと思います。今

後、各校を訪問させていただき、校内研究会を

参観させていただきます。その中で、学びに向

かうたくさんの先生方の姿に出会えることを

楽しみにしています！ 

・ポスター作りを通して、１学期に行った実践が、どのようなねらいをもっていたか、改めて

自分の考えを整理することができました。このポスターを用いて今回のプロジェクト研究の

ねらいを校内の先生方に広められるように活用したいです。また、先生方と一緒にポスター

を作成して校内研究が自分事となるように仕組んでいきます。 

・省察ポスターについては、２学期の早い段階で全教員に紹介して、学校全体としての学びの

振り返りと今後の見通しをもつのに役立てたいです。 

・２学期初めに時間を取って交流したいと思います。作成したものを基に確認することと、１

学期を振り返って思ったこと、気付いたこと、取り組んだことを付箋に書いて貼ってもらい、

それも書き込んでみようと考え中です。 

・まずは１学期の取組を振り返り、どこに改善点があって、変えられるかを考え、動いていく

ことが大切だと思いました。 

研究委員のみなさんの振り返り 

第５回プロジェクト研究会を終えて、研究員の思いと今後に向けて 
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校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

残暑厳しい折、息つく間もないほど忙しい日々を送られ、体調を崩しておられないでしょうか。プロ研通

信第７号では、８月23日(水)に開催されましたＹ小学校の校内研究会の様子をお伝えします。 

今回のＹ小学校での校内研究会の目玉は、テーマ別G-OJTです。これまでのプロジェクト研究会での

Ｚ中学校やＡ中学校における実践紹介をもとに、Ｙ小学校の校内研究主任がグルーピングから工夫して実

践されました。テーマ設定や編制人数などの工夫が見られ、大いに盛り上がった校内研究会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、Ｙ小学校の校内研究会では、G-OJTを取り入れた研究会が実施されました。グルーピン

グについては、「校内研究・自己分析シート」(Ｙ小学校版授業アップデートシート)に書かれた個

人の課題をもとに校内研究主任がグループを編制され、先生方一人ひとりに参加したいグループ

の希望をとって決定されました。グループ協議は二度行われ、一度目はテーマを選んだ理由や個

別の課題等を共有し、二度目は２学期以降の具体的な取組やグループの目標を考えました。 

一度目のグループ協議では、交流する内容が先生方自身の課題に感じていること等であったた

め、協議時間が始まると次々に先生方が話をされていました。参加者一人ひとりが校内研究を自

分事として捉え、課題意識をもって校内研究会に参加されていることが感じ取れました。 

国語科の事例紹介をはさみ二度目のグループ協議では、グループとして２学期に実践すること

を協議されました。一度目の協議で課題意識

を共有できているため、課題解決の手立て等

が具体的に挙げられる場面もあり、翌週から

の授業で実践に生かすことができる内容が

盛り込まれた協議となりました。二度目のグ

ループ協議の内容は、全体でも共有され、「最

後に他のグループのいろんな見方や意見が

聞けたのでよかった」と話されていました。 

 

 

Ｙ小学校 

校内研究全体会概要 

注目ポイント 
・プロジェクト研究会での学びを生かした校内研究会 
・研究委員の学びと抽出教員の学びのつながり 

第７号 令和 5年（2023 年）9月 15 日発行 

＜令和５年度 滋賀県総合教育センター 研究員研究＞ 

グループ協議 

 

Ｙ小学校 研究主題 

課題に向き合い、他者と交流する中で、自分の考えを

再構築しようとする子どもを目指して 

校内研究会の流れ 
１．グループ協議① 
２．国語科の事例紹介 
３．グループ協議② 

グループ協議の様子 



 

 

 

今年、10月に授業研究会で授業をされる中堅のＡ先生に、全体会

終了後にインタビューをさせていただきました。 

＜インタビュー①＞ 

校内研究や研究授業を引き受けたことに対する率直な気持ちを教

えてください。 

私にとって校内研究はすごく大きなものと思っています。毎時間の教材研究をきちんと行

ったうえで授業に臨むものですが、特に研究授業は、先生方と協議をしていく中で新たな発

見をしたり、新しい取組を見つけていったりする発展的なものと受け止めています。ただ、

校内研究で授業を見るのは勉強になりますが、授業をするのは一年の仕事の中で一番大きい

ことと思うくらい負担があるものと思っています。指導案検討ではいろいろ考えて、でもな

かなかいい考えが出てこなくて自分なりに悩みながら、学年の先生達とも詰めていきながら

やったりしています。それでも、事後研究会ではよい意見も出てきますが、やっぱり反省点

も見つかるので、“事後検討会は傷つくもん”みたいな感じで思っています。それが新たな発

見にもなって、自分が変わっていくという意味ではすごくよい時間なのかなと思ってはいる

んですが。 

自分にとっては大きな変化があるものの一つが校内研です。だから、毎年毎年、自分自身

が変わっていってるかなと思います。今年であれば、校内研究のテーマが特別活動から国語

という教科にガラッと変わったので、そこを大切にして、授業を考えていかなあかんなって

いう自分の意識は変わっているのかなと思います。 

＜インタビュー②＞ 

今年度の校内研究での新しい取組についてどう感じていますか？ 

特に今日は、共通の課題をもつ人でグループを作って、意見を出し合えたのは新しいし、

いいなと感じました。悩んでいる部分をすごく共感できたり、改善策を出し合ったりできた

ので、２学期はそこを意識して頑張ろうと気持ちの整理ができてよかったです。さらに、グ

ループ協議を通して課題と目標が明確になったので、その課題に対してどんなことができる

のかなとか、困った時があったら聞いてみたいなと思いました。そういう意味で、大事なき

っかけとなるよい時間になりました。 

＜インタビュー③＞ 

今日の取組を通して、子どもに求められている「個別最適な学び」や「協働的な学び」が具体

的にイメージできるようになりましたか？ 

私のグループでは、交流を活発にできるための設定や手立てを協議したので、それがうま

くいかない共通点がやっぱり何個か見つかりました。細かい具体的な部分までは詰められて

いないかなと思いますが、自分が考えていかなあかんこととか、変えていかなあかんことと

かがはっきりしてきました。この後、じゃあ何ができるだろうと考えて、新しい視点を見つ

けていかなあかんなと思っています。 

Ｙ小学校教員へのインタビュー 

 



＜インタビュー④＞ 

Ａ先生自身が考えている自身の課題を教えてください。 

今年の研究主題、“自分の意見を言えて相手の意見も聞けて自分の意見を再構築できる”を

目指そうと思っています。それに向けて、再構築する難しさは私自身感じているので、子ど

もたち自身が再構築できる力を付けられるための指導の手立てを考えて実践ができたら、自

分にとって成長の一つになるのかなと思います。 

＜インタビュー⑤＞ 

今日２回目のグループ協議でグループの目標を設定しましたが、個人の課題解決のために取り

組もうと思われたことはありますか？ 

グループでは「ゴールを示す」という目標を設定したので、

私は「授業等での活動を通して何ができるようになるとよい

か」を示していきたいと思います。それと、子ども任せにし

ないようにしようとも思っています。子どもたちがより充実

した学びになるように、教師は何ができるのかということを

考えて授業をしていきたいと思いました。 

 

校内研究を自分事として捉えて、研究会や実践に臨んでおられる姿勢が印象的でした。突然の

インタビューだったにも関わらず、快く引き受けてくださったＡ先生ありがとうございました。 

 

 

 

 

校内研究会の後、校内研究主任に次の

二つのことをインタビューさせていた

だきました。 

＜質問①＞ 

研究会を終えてどのような感想をもたれましたか？ 

それぞれの先生方にとって、「個別最適な学び」と「協働的な学び」のある研究会になった

のではないかと思いました。昨年度の中学校における実践から学んだ、研究主題に沿った個

人の課題をもつことは、小学校においても実現可能かつ有効だと思いました。 

なぜそう感じたかというと、研究会後の先生方の反応がとてもよかったからです。「話し合

ったことで、自分の課題が整理された」「初めは何も話せないと思っていたけれど、同じ悩み

をもつ先生方と話して楽しかった」「話し合いタイムが１番勉強になった」「〇〇チームの目

標がおもしろかった」など、いろいろなプラスの意見をお聞きすることができました。 

こちらからトップダウンでお伝えしないといけないこともありますが、先生方自身に多く

の時間を委ね、任せることが、校内研究という学校全体の学びの上で、最も有効で近道なの

ではないかと気付かされました。 

 

校内研究主任へのインタビュー 

 

Y小学校の 

校内研究主任 

Ｙ小学校の校内研究通信「つみき」 



＜質問②＞ 

 次の校内研究に向けて課題はなんだと思いますか？ 

個別の課題を実践につなげていくための仕

組みを研究会に組み込んでいくことが課題で

す。今回の研究会では、それぞれの先生方の悩

みから目標までを話し合ったので、その実践

を交流する場を研究会の限られた時間内でも

ちたいです。そのためには、１学期に取り入れ

ていたワールドカフェ形式での交流を続ける

のかなど、研究会の中身で本当に必要なもの

を精査しないといけないと思っています。ま

た、話し合った先生方の中には、選んだテーマが難しく、そのテーマの意味の共通理解から

始めなければならなかったチームがあったようでした。今後、そのチームリーダーさんとの

話し合いをして一緒に整理する必要があると思います。 

そして、今後出てくるであろうと予想している課題は、「学年部での話し合い」をもつこと

をやめて、「同じ個別の課題をもつ先生のチームでの話し合い」にシフトしたことで、学年毎

の積み上げが見えにくくなってしまうかもしれないということです。今年度は２学期で全て

の授業公開が終了する予定なので、３学期に「学年毎の積み上げ」と「個別の課題解決から

見えてきた成果」の両方を整理したいと考えています。 

 

 

 

 

教員一人ひとりが校内研究を“自分事”として

捉えることができるように、工夫して校内研究を

計画・運営されている校内研究主任の取組の成果

が表れた場面をたくさん見せていただけました。

今後は、先生方の学ぶ姿が授業での児童の学ぶ姿

にどのような変化をもたらせるのかを一緒に見取

っていきたいと思っています。加えて、今後、各校を訪問し、同じように研究委員のみなさんの

学びが形となって表れているところを参観させていただきたいと考えています。校内研究を通し

て、教員一人ひとりが生き生きとした表情で学んでいる姿が見られることを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y 小学校の校内研究会の参観を終えて、研究員の思いと今後に向けて 
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１学期の取組について協議する学力部会の様子 

第６回校内研究活性化プロジェクト研究会のお知らせ 
会場校：Y 小学校 

日 時：令和５年 10 月 11 日(水)12:40～16:40 
 今回のプロジェクト研究会では、Ｙ小学校の校内研究と教員の学びのつながり、そして児

童の学びへのつながりを参観させていただきます。また、校内研究会にも参加させていただ

きます。その後、授業と校内研究会での学びをもって研究協議を行います。よろしくお願い

します。 



校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

晴れやかな秋空が広がる季節となりました。実践校のみなさんにおかれましては、運動会や体育祭、文

化祭などの学校行事にも尽力されていることと思います。プロ研通信第８号では、９月2０日(水)に開催さ

れましたＶ小学校の校内研究会の様子をお伝えします。 

今回のＶ小学校での校内研究会を参観させていただくにあたり、授業者のＡ先生には事前と事後にイ

ンタビューをさせていただきました。研究授業と研究協議を通してA先生が学びを進められている様子や

参観者の先生方の学び、校内研究主任の学びをお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、V小学校の校内研究会では、「１」「２」「３」の３グループに分かれて研究協議が行われ

ました。 

Ｖ小学校の研究協議では、参観者がA先生の課題やこれまでの学びを基にして協議できるように

テーマが設定されていました。協議のテーマは以下の２点でした。 

 

 

 

 

また、協議にはマトリクス法が用い

られ、参観者が「子どもの実態」と「教

師の手立て」に焦点を当てながら意見

を交わすことができるように工夫され

ていました。子どもの学びの姿に焦点

が当たることにより、「○○さんの△△

という発言は…」や「□□さんと◇◇

さんの対話では…」のように、授業者

の講じた手立てと子どもの学びのつな

がりを意識した協議が活発に行われま

した。 

Ｖ小学校 

校内研究全体会概要 
注目ポイント 

・授業者の学びと実践のつながりに着目した校内研究会 
・授業参観で「個別最適な学び」を進める先生方 
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グループ協議 

 

Ｖ小学校 研究主題 

「読む力」から「読み解く力」へ 

～ハキハキ・スラスラ・正しく読もう～ 

校内研究会の流れ 
１．授業者より本授業に関わって 
２．グループ協議 
３．全体交流 
４．指導助言 

①対話によって児童の考えは深まったか。 

 授業者の指示やワークシートなどの支援は、対話を促すものになっていたか。 

②導入の工夫によって子どもの興味・関心を引き出すことができていたのか。 

「２」グループのマトリクス 

(使用されたものを基に研究員が整理) 



以下に紹介させていただくのは、「２」グループの研究協議の一部です。 
※発言の内容を研究員が整理して作成 

 
児童ａと児童ｂの対話をよく聞いていたら次のようなやり取りがされていました。 

児童ａは理由をうまく話すことができませんでした。しかし、児童ａは自分のグッとポイント
の根拠となる叙述を付箋にいくつか書いていたので、続けて次のようなやり取りがされました。 

児童ａは、そう言って付箋に理由を書き加えていました。 
二人の学びの姿はとても印象的でした。児童ａは児童ｂと話すことで考えが整理され、自分の

考えの理由を書き出すことができました。児童同士の対話による学びの深まりが見られてよかっ
たです。 
 
 

児童ｃを、１時間を通して観察していま
した。児童ｃが児童ｄと交流していた時の
ことを話します。児童ｄは授業中によく発
言をする児童で学力が高い児童なのです
が、二人の交流は「グッとポイント」を説
明するだけのものでした。叙述を基に交流
をしているが、自分の考えの根拠とは言え
ない。読んで分かることを相手に伝えてい
るだけでした。その交流で学びを深めるの
は難しいと思います。「グッとポイント」
を相手に伝えているので、自分が感動した
理由を話せるとよかったなと思いました。 
 
 

私が見たペアは、学びが深まったと言うよりは意見がいっぱい出てきてしまって、キャッチコ
ピーを作るのにどれを使えばよいのか迷っている感じでした。最初に教室中央の後方でペアにな
っていた二人は、付箋に書いていることはたくさんあるが、「それ、かわいい」「いいね～」で交
流が終わっていたので学びの深まりはなかったと思います。「あれあったよな」「これあったよな」
というような確認になっているペアもありました。 

交流の時間が十分に確保されていたので、Ａ先生が児童と個別に関わることができていました。
児童ｅと児童ｆのペアでは、Ａ先生の「ｅさん、理由がわからないんだけど」「教えてあげて」「な
ぜそう思うのか聞いてみよう」というような支援があり、児童ｅは児童ｆと一緒に「ここにこう
いう風に書いてあるからそうやって考えたんじゃない？」と話し合うことができていました。こ
のように、考えを掘り下げることができたペアは学びに深まりが出たと思います。子どもたちの
現状を見ているとやはりそのようなところにまだまだ支援が必要なのだなと思いました。児童だ
けで、学びを深めるのはとても難しいなと感じました。 

 

 

 

 

 

 

児童ａ「僕の『グッとポイント』はこれです」 
児童ｂ「理由は？」 
児童ａ「直感です」 

 

「２」グループの協議の様子 
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 どのグループの先生方も児童名を挙げながら、具体的に子どもの学びの
姿を語っておられました。上記３名の先生方のコメントの中だけでも3ペ
ア６名の児童名が出てきています。具体的に子どもの学びの姿を見取るこ
とで授業者の講じた手立てが効果的であったか、また改善点がどこにある
のかが明らかになってきました。子どもの学びの姿から先生方が学ぶ、実
りある協議の場となっていました。 

児童ｂ「付箋見せて。一緒に考えよ。」 
   「ここを選んでいるということは、こういうことじゃない？」 
児童ａ「そうか、ありがとう！」 

 



 

 

 

 

 

＜質問①＞御自身の課題を具体的に教えてください。 

私の課題は、「学力差のある学級で学習に対する理解を
促すために、子どもたち同士の活動(対話・学習)を仕組む
こと」です。 

＜質問②＞今回の研究授業や事後協議からどのような学
びを得られましたか。 

今回は、ペアの中で「助けたい」とか「助けてもらいた
い」という気持ちがあまり出なかったので、ペアづくりが
上手くできていなかった。「助けてもらいたい」という気
持ちは、全然恥ずかしいことではないということをこれか
ら伝えていかなければならないと思います。自分から発信
できる授業づくり…じゃないですけど、交流できる雰囲気をつくらなければならないなと思
って、明日からはどんどん発信していくんだよということを思っているだけじゃなくで伝え
ていこうと思います。 

＜質問③＞課題解決に向けて、今後どのように学びを進めていこうと考えていますか。 

学習に向かうことがなかなか難しい児童にもできることは絶対にあるので、児童がそれ
を見つけられる力を身に付けられるように指導していきたいです。また児童自身が、何が
できて何が苦手なのかということもあるのですが、「何を学びたいか」は絶対にもっている
と思います。その思いと教師の付けてほしい力が近ければ近いほどお互いよいと思います。
そこを近づけさせることができる技術…じゃないですけど、授業力の向上や子どものこと
を知るということが大事なのだろうなと思っています。 

 
＜質問①＞御自身の課題を具体的に教えてください。 

私の課題は、「子ども同士のつながりを強める」ことで
す。子ども同士のつながりはなかなか築けていないと感じ
ていて、築けることによって子ども同士で助け合ったり、
問題を解決したりできるようになると考えています。 

そのために、2 学期に入ってから子ども同士が会話する
機会をたくさん設けていこうと思っています。例えば、朝
の会でお題に沿って子ども同士で話す取組をしています。
現在は隣の席同士で行っているのですが、いろいろな人と
話してほしいという思いがあるので、席順をずらして違う
子どもと話す機会も設けたいと思っています。その中で一
方的に話すのではなく、質問をしたり思ったことを返した
りすることもできるように少しずつ取組を発展させていきたいと考えています。 

＜質問②＞今回の校内研究会でどのような学びを得られましたか。 

印象に残っているのは、子ども同士で積極的に話し合いをしていたところです。子ども
同士のつながりができているからこそできたことだと思います。Ａ先生の授業の中では子
どもたちがやってみたいと思えるような課題を設定されていたので、子ども同士で協力し
て学習に取り組めていたのだなと思います。 

教材研究を通して何を教えようとしているのかを明確にし、子どもたちがやってみたい
と思える課題設定をしていくことができればよいと思っています。 

 

Ｖ小学校教員へのインタビュー 

今回は授業者のＡ先生、10月23日(月)にＶ小学校の校内研究授業をされるＢ先生、Ｂ
先生と同じ協議グループで活発に意見を交わしておられたＣ先生の３名にインタビューを
させていただきました。 

Ａ先生 

Ｂ先生 



＜質問③＞御自身の課題に向かって今後、どのように学びを進めていこうと考えていますか。 

子ども同士のつながりを築いていく上で活用できそうな手段を学んでいきたいです。「○○
が絶対に正しい方法だ」というものはないと思いますので、対話だけではなく、様々な手段
を知り、今、目の前にいる子どもたちにどの手段があっているのか見極めて活用できるよう
にしていきたいと思います。本を借りたり、同僚の先生に話を聞いたりして学びを進めたい
と思っています。 

 

＜質問①＞御自身の課題を具体的に教えてください。 

子どもが主体となって、「やってみたい」「やれた」
と思えるような授業を仕組みたいです。今年度は書写
と外国語を担当しているのですが、いつも放課後にど
うすれば子どもたちが楽しめるかなと考えています。
しかし、実際に子どもたちが動くとどのようにやれば
いいかわからなくなる場面があったり、私自身の思い
と異なるものになってしまうことがあったりして、
日々反省しています。なので、私の課題は子どもが自
分たちでどんどんやっていけるような授業を仕組め
るようになることです。 

＜質問②＞今回の校内研究会でどのような学びを得ら
れましたか。 

今回の授業で一番思ったことは、すごく雰囲気がよい授業だったなということです。45分
間子どもたちがのびのびとしていて、Ａ先生もていねいに子どもたちのことを見られていた
と思います。 

子ども同士の対話をメインに授業を組んでおられたのですが、大勢の先生方が参観してい
る中でも子どもたちがしっかり対話できていたのが印象に残っています。また、Ａ先生と子
ども一人ひとりとの対話も印象に残っています。雰囲気のよさと、教師と子どもの対話につ
いて学ばせていただきました。 
 私は外国語の授業をしている時に、子ども同士のペア活動やコミュニケーション活動を
「やってみよう！」と言った後、教科書をしまう指示をしてしまうことがあります。教師
から的確なタイミングで指示を入れることで子どもたちが学びやすそうにしている様子も
今日見られたので、次の授業から生かしていきたいです。 

＜質問③＞御自身の課題に向かって今後、どのように学びを進めていこうと考えていますか。 

子どもが主体的に活動できる授業にしていくために、同僚の先生にたくさん聞きたいと思
っています。インターネットで調べたりもしているのですが、よくわからないこともありま
す。それぞれの分野で、堪能な先生がたくさんおられるので、単元のゴールをどのようにす
れば魅力的なものになるのかや、ねらった力を付けるためにはどのような活動を仕組むのか
などについて相談に乗っていただいています。この一年間、たくさん勉強させていただこう
と思っています。 
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 ３名の先生方、突然だったにも関わらずインタビューにお答
えいただきありがとうございました。３名とも校内研究会から
の学びを整理し、御自身の課題に照らしながら話されているの
で、明日からの実践に生かしたいことと次なる課題の発見につ
なげておられました。今後、子どもたちとさらに学びを進めら
れていくことを楽しみにしています。 

Ｃ先生 



 

 

 

研究委員(校内研究主任)の先生には校内研究会の後、３

名の先生方へのインタビューを一緒に聞いていただいた後

にインタビューさせていただきました。 

＜質問①＞ 

本日の研究会を振り返り、よかった点と改善していきた

い点を教えてください。 

研究会の、グループでの協議は盛り上がり、それぞれ

のグループで活発に意見を出し合っていていいなと思い

ます。しかし、グループ毎で協議したことをみんなつな

いで、最後に校内研究として、Ｖ小学校として一定の方

向性を示してまとめるというところまでいくのがなかなか難しいなと感じています。研究授

業を見てみんなが感じたことを出し合い、どのような意見が出るのかということをこちらが

ある程度想像することができても、授業の中で子どもの反応を予想することとは違い、予め

まとめを用意することもできないので、まとめることまでできればよいなと思っています。

もちろん最終的には個人の課題に対してどうしていくかということだと思うのですが、研究

協議の成果をまとめることができれば、アップデートシートを書く時にも自分の課題に即し

て、視点を絞って書くことができるだろうと思います。そうすればより実りのある校内研究

会になっていくのだろうと思います。 

＜質問②＞ 

３名の先生方のインタビューを聞いて思ったことを教えてください。 

単純に、私自身が先生方の課題と思っておられることを十分に把握できていなかったなと

思いました。それを知らずにいたら、例えば、Ｂ先生の授業を見に行くというときに参観の

視点を絞れないなと思います。課題などを知っておくのは大事なのだなと思いました。それ

を知っていることでアドバイスできることもあるかもしれないし、逆に学ぶことがあるかも

しれないので、広く他の先生方にも知ってもらい、お互いに助け合いがしやすくなる環境を

作っていければよいなと思いました。 

＜質問③＞ 

教員一人ひとりの学びを促進するために校内研究としてできることは何だと思いますか。 

それぞれの課題や強みを分かったうえで、職員室で相談するというのはもちろんありだと

思います。授業を実際に見に行って「このようにされているんだ」「自分にも使えそうだな」

とか、授業を見に来てもらって「もっとこのようにしたらいいと思うよ」などの一言アドバ

イスをもらうというようなことを進めていくことができればよいなと思っています。ただ、

その自由参観週間というのも時間的な制限もあってなかなか全員がいろんな人の授業を見に

行くというところまでできていないので、それに代わるものというわけではないですが「放

課後教室ツアー」を計画したいと思っています。 

校内研究主任へのインタビュー 

校内研究主任の先生 



 

＜質問④＞ 

「放課後教室ツアー」とは具体的にはどのようなものなのですか？ 

例えば放課後にみんなで「今日は２年２組の教室に行こうか」というように教室に行きま

す。そこで、今２年２組の先生が力を入れていることであったり、最近やってうまくいった

実践であったりを教室で実物(使用したもの)などを見せながら、「こんなことやったらうまく

いったよ」や「この前子どもたちがこのような反応をして…」というような実践について話

す機会を設ける取組です。実際に授業を見に行くことができていなくても、力を入れている

ことやこんな風にすればいいんだということ、この先生こんなことが得意なんだということ

が見えてくると思います。このツアーを通して「この人の授業見てみたいな」と思うように

なり、実際の参観につながっていくのかなという風に考えて計画しています。 

 

 

 

 

 今回は、研究授業と事後研究会を参観させていただ

いただけでなく、事前・事後インタビューも実施させて

いただきＶ小学校の先生方には大変お世話になりまし

た。先生方の「学び」に対する熱意や子どもたちへの思

いに直に触れることで、校内研究を活性化させること

の意義を改めて感じることができました。 

Ｖ小学校の校内研究会の参観を終えて、研究員の思い 
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Ａ先生の授業の様子 

 Ａ先生は事前インタビューの際に、「何度も何

度も指導案を書き直し、それでもまだ悩んでい

ます」と仰っていました。その言葉から、御自

身の課題の先に子どもの姿を見据え、よりよい

学びの場を提供したいという思いが伝わってき

ました。Ｖ小学校の先生方にもその思いが伝わ

り、協議が熱を帯びたのだと感じました。 

 Ｖ小学校の先生方が校内研究を通して、生き

生きとした表情で学んでおられる姿を参観させ

ていただけたのがとてもうれしかったです。あ

りがとうございました。 

「１」グループの協議の様子 

「３」グループの協議の様子 



校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

さわやかな風が吹き、何をするにも気持ちのよい季節となりました。みなさまにおかれましては、行事等

で多忙な中、スポーツの秋、読書の秋などそれぞれに息抜きをしながら、日々の教育活動に邁進されてい

ることと思います。プロ研通信第９号では、９月2０日(水)に開催されましたＹ小学校の校内研究会の様子

をお伝えします。 

今回のＹ小学校での校内研究会を参観させていただくにあたり、Ａ先生と校内研究主任にインタビュー

させていただきました。研究授業と研究協議を通して自身の課題について学ばれた様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、Ｙ小学校の校内研究会では、肢体不自由特別支援学級と自閉症・情緒障害特別支援学級
のうち、校内研究主任から予め示されたクラスを参観しました。グループ協議は、「研究主題のた
めに講じた手立てに対して子どもの変容は見られたか」「自分たちのチームで今後生かせそうなこ
と、９月の実践について」という二つのテーマで２回に分けて行われました。協議のメンバーは、
夏休みのときと同じ研究グループで七つに分かれて行われました。異なるクラスを参観したメン
バーが集まって行われた協議ですが、すでに課題が共有できているため、学びが深まる協議がで
きていました。研究会の最後に各自が振り返る時間が５分間取られていました。どの先生も集中
して自己分析シート(プロ研で紹介した授業アップデートシートをＹ小学校用にアレンジしたも
の)を記入されている姿が印象的でした。 

 

 相手に思いや考えを正確に伝えるための手立て 相手の思いや考えを読み取るための手立て 

肢体不自由 
特別支援学級 

・事前に「くふうしたところは〇〇で
す」とカードに記入 

・「いいね」カード 
・デジタルでデザイン 

・ポスターを指し示すなどして話し
ている内容と、意図が一致するよう
支援 

自閉症・情緒障害 
特別支援学級 

・課題についての視覚支援 
・事前指導の時間の確保 
・Jam Board(Google 社が提供する

オンラインで使用できるホワイト
ボード)(以下、ジャムボードとす
る。)の活用 

・意思表示カード 

・ジャムボードの活用 
・話し合い活動のよさの理解 

Ｙ小学校 

校内研究全体会概要 注目ポイント 

・インタビューをした二人の学びのつながり 
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参観と協議の流れ 

 

Ｙ小学校 研究主題 

課題に向かい、他者と交流する中で、自分の考えを 

再構築しようとする子どもを目指して 

 

校内研究会の流れ 
１．授業者・学年より 
２．グループ協議Ⅰ 
３．全体交流 
４．グループ協議Ⅱ 
５．研究会振り返り 

研究主題を達成するために各クラスで講じる手立て 



 
 
 
 

＜質問①＞ 今日参観されたことと事後の研究会で学ばれたことを教えてください。 

私が参観したのは自閉症・情緒障害学級で、所属しているグループ
のテーマである“交流が活発になるためにどういうことができるか”
という視点で見ていました。授業者は、「全体で意見を出しつつ、思っ
ていることは伝え合える時間になるように」という意図で授業をされ
ていたのかなと感じました。 

子どもたちの様子を見ていると、自閉症・情緒障害学級ということ
もあり、緊張してなかなか意見を言うのが難しい様子が見られまし
た。参観者がいなかったら、また違う様子が見られたのかなと思いま
す。今日見た子どもたちの姿で考えるなら、なかなか自分の思いを伝
えることが苦手な子どもからすると交流の場で自分の思いを伝える
のは本当に難しいことなんだなっていうのを改めて感じました。自分
の学級ではどういうことができるのかなってすごく考えさせられました。 

今日の授業では、自分の思いを伝えることが苦手な子どもに事前に意見を書かせていたので、
教師が代わりに伝えてあげるというサポートをされていました。私の理想としては、教師が入ら
なくても、子ども達で話せたらいいなっていうのは思いました。でも、それができるようにしよ
うと思ったらどうしたらよかったのかなって思います。今回授業者はいろんな手立てを考えてお
られたんですが、交流が盛り上がるかっていう点で考えると課題が見られたので、改めて交流す
ることの難しさを感じました。 
 

＜質問②＞ 今日の学びから、これからの授業で生かしたいことを教えてください。 

改めて大事だなと思ったことが一つありました。それは、とにかく思ったことを話すだけでも
いいからペア活動を取り入れるとか、グループで気楽に話せるような場をつくるとか、話す場を
こちらから仕向けて回数をこなしていくことです。「そのときだけ頑張る」じゃなくて、日常でそ
ういうことをしているからちょっとずつ力が付いていくものなのかなと。 

実は、10月11日(水)の研究授業に向けて授業を考えるうえで、夏休みから学年で、「なんでも
いいから話す機会を多く作ることは大事だな」と話していました。自分の学級の子ども達は研究
授業当日、すごく緊張するんじゃないかなと思います。保護者参観でもそうですが、普段よく話
す子が急に静かになったり、いつも意見を言っている子が、「これでいいのかな」と考えてしまっ
てなかなか手が挙げられなかったりという状況はよく見ます。だから、まずは普段から話すとか、
伝えるとか、聞くとかいうことに慣れさせることが大事だと思いました。 
 

＜質問③＞ 今日、Ａ先生のグループで行われた協議の中で、一人の教員から「ジャムボードで
交流すると意見を言わなくても交流ができる。だから、発言することだけが交流で
はないんだ」という気付きが発信されました。Ａ先生としては、緊張した子どもへ
の対処法の一つとしてジャムボードを活用することも考えられますか？ 

確かに、「言葉で伝えることが全てではない」とは思っています。ただ、私自身の理想が高いの
かも知れませんが、ジャムボードを見れば相手の気持ちが分かるのはメリットでもありデメリッ
トでもあるなと思います。「ほら、見たらわかるでしょ」という感じで、そこに頼ってしまうのは
…。私は「言葉で伝える」「発信する」ことに意味があると思っています。だから、自分の思いを
伝えることが苦手な子どもが第１ステップとして活用するのはありだと思いますが、できたら伝
え合うということを大切にしていきたいというのが私の思いです。でも、それが難しい子はうち
のクラスにも何人かいるので、今度の公開授業では、目に見える形で自分の意見が伝えられたり、
友達の意見がわかったりする手立てを考えているところです。できる範囲で頑張れるように、い
ろんなタイプの子に合った手立てを少しでも多く用意できたらよいなと思っています。 

 

Ａ先生へのインタビュー 



 
 
 
 

＜質問①＞ 今日の研究会を終えた感想を教えてください。 

研究会の度に、いろいろな取組をやってみています。今回であれ
ば、たまたま二つの学級で授業を公開されるということだったの
で参観グループも分けてみました。その分け方も、夏のチームを生
かして、夏に目標を立てた同じチームで協議をすることにしまし
た。今回なぜこのような研究会の設定にしたかというと、自分たち
のグループの視点で参観できるということと、異なる学級で見合ったものをもち寄って研究会を
することで手立てや考えを広げられるとよいと考えたからです。自分は見ることができませんで
したが、もう一つの学級ではそういう手立てをしていたんだという学びがあるかなと。研究テー
マは一緒なので、提案される内容は似通っているというか、違うけど似ているというか。そこで
得られる学びが研究会であったらいいなと思って挑戦してみました。 

今年１年本当は、ものすごく安定した研究会にしようと思っていました。誰でもできる研究主
任を目指してすごくシンプルにしていこうと思っていました。なぜかというと、昨年まで校内研
究のサブでいたときから、100周年とか、いろいろ大きなものがあって、校内研を負担に感じら
れる方がすごく多いのかもしれないと思っていたからです。ただ、今は、参加してくださる先生
方にとって、校内研究に身を任せていたらいつの間にか「学び」が変わっていくっていう風にで
きたらいいなと思って進めている感じです。 

 

＜質問②＞ 今日ICTのグループが実践されていた参観の方法は、Y小学校では今まで 
からやっておられた方法ですか？ 

肢体不自由学級のB先生が、今回子どもたちにICT機器を使ってポスターを作成させる取組をさ
れていました。それもジャムボードとかのツールではなく、他の教育サイトからのアプリを使っ
てされていました。それくらいICTに長けたB先生が「指導案にコメント機能があるので、そこに
どんどん書き込んでいってもらえたら嬉しい」と仰っていたことが始まりです。ただ、仰ってい
たのが先週末で、職員全員に周知するのは難しくて、「今回はICTのグループの先生に限定するの
はどうですか」と伝えると、「じゃあ一回試しにやってみよう」というので今回やってもらいまし
た。 

今回ICTグループの代表として全体交流の時にまとめを発表されたC先生と、研究会の後に話を
していると、「あれよかった」と仰っていました。その理由について、「ベテランの先生は研究会
を見ている視点・参観の視点がすごく定まっていると思う。『ここが見どころや』とか『今子ども
がこういう反応した。これ、今の指導者の声掛けによるものや。ここから変わっていくで、きっ
と』という風に見るところがわかっている先生もいらっしゃる。でも、どこを見たらよいか、何
がよかったのか、いまいち具体的にわからない先生も絶対にいらっしゃると思う。それがタイム
リーに共有できるのがよかった」と仰っていました。その意見に私はすごく納得できました。「タ
イムリーにコメントが出てくるので、『あ、そこを見ればよかったんや』と授業参観の仕方につい
ても学べると思う」と仰っていたのも大きなメリットだと思いました。さらにもう一つのメリッ
トが、授業公開中に、自分のグループの先生方の見方を共有できているので、研究会の時間が短
くて済むことです。協議の時間が始まると同時に、「あ、こう思っておられましたよね」とか「こ
こ一緒でしたね」と協議を始めることができます。さらに、「ここ、なんでそう思われたのですか」
など、後で聞こうと思うことを整理したうえで研究会に参加できるのもメリットだと思います。 

この取組については、もう少し他の先生にも感想を聞きたいと思っていますが、次回の校内研
究会でもやってみようと考えています。早速、B先生に声をかけてみたところ、コメントの残し方
というかGoogle Chromeの操作の仕方をもう作ってくださったみたいで、その資料を使わせても
らってみなさんに共有してみようと思っています。できたら全員が使ったうえで第６回のプロ研
を迎えたかったんですが、ICTが苦手と仰っていた先生が今日も使いこなしておられたし他の先
生方もいけるかなと思うので、研究推進委員会で検討してみようと思います。 

 

校内研究主任へのインタビュー 



 
今までも、いろんな交流方法を試しましたが、やっぱり時間の問題って、プロ研でもみなさん

悩まれていたことでなかなか解決が難しいと思います。先に付箋に成果と課題を書いておいて、
後で持ち寄ってしゃべるという方法でも、初めに「私はこう思います」と共有してからでないと
協議を始めることができませんでしたが、ICTを使うとそれが解決するかもしれないと思ってい
ます。 

限られた時間を有効に使うということでは、今回の事後研究会の構成についても悩みました。
今日は授業の交流をした後、全体交流を入れてから、グループの視点でしゃべるという構成にし
ました。前半は本時のこと、後半は自分たちの今後についてとちゃんと整理した方が話し合いや
すいかなと思ったんです。ただ、自分がしゃべってみると、１回目の話合いの中で、グループテ
ーマの視点で話していたので、わざわざ協議の時間を分けなくてもよいのかもしれないなと。み
なさんもともと参観の時から、そのグループの視点で見ておられるはずだとも思いました。 

 

＜質問③＞ 今日の学びを今後どのように生かしていこうと考えていますか？ 

今の方向性で言うと、ICTを用いて参観するのを取り入れてみようかなと思っています。まだ
許可は得てないのと、いろんな先生にお聞きしてからですけど。それと、交流の時間を有効に使
うために、連続した話合いの時間を設けて、その中身を章立てして、共有の時間、それぞれの成
果と課題をまとめる時間、自分たちの視点でしゃべる時間みたいな感じにしようと考えています。
そして、リーダーさんがそれぞれの話を行き来できるように話合いをリードしてくださったらよ
いなと思っています。 

あとは、授業を見に行って“よいところ”を見つける参観Weekを実施するのはまだ難しいので、
今は私がたくさん行って、板書を撮ったり、よいところを見つけたりして通信にしています。「こ
れは誰の板書でしょう」ってクイズにして当たったらシールをあげるという企画もしたんですが、
一人しかもらいに来てくれなかったので、次の号では、「もっともらいにきてください」って書く
つもりです。なんとか、広がってくれたらよいと思うので、校長先生にも「見に行ってください
ましたか？」「今週は誰の授業がよかったですか？」と声をかけてみようと思います。それと、通
信に「校長先生の一押し」っていうコーナーも作ってみようと思います。 

 

 

 

 

 

 今回は、研究授業と事後研究会を参観させていただいたうえで、事後インタビューも実施させ

ていただきました。参観するだけでも先生方の学びに対する熱意や子どもたちへの思いの熱さに

触れられるのですが、インタビューすることで、学びのつながりや目指す姿が具体的に見え、「学

ぶって楽しい！このワクワクを子どもにも！」というとても前向きな気持ちになりました。それ

ぞれの学校でも、校内研究を通してワクワクするような「学び」を一緒に実現していきましょう。 

Ｙ小学校の校内研究会の参観を終えて、研究員の思い 
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校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

秋晴れの陽気が心地よい頃となりました。実践校のみなさまにおかれましては、運動会や体育祭、文化

祭などを終えて２学期の折り返しを迎えられ、年末に向けて目標を見据えながら日々の教育活動に邁進さ

れていることと思います。 

プロ研通信第10号では、10月11日(水)に開催しました、第６回校内研究活性化プロジェクト研究会で

の研究委員のみなさんの学びを振り返ります。今回のプロジェクト研究会は、Ｙ小学校の先生方に御協力

いただき、研究授業と研究協議を参観させていただきました。参観を通して学ばれたことを自校の校内研

究活性化に生かしていこうと考えておられる研究委員のみなさんの様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

  

 

今回のプロジェクト研究会で、研
究委員のみなさんに参観していただ
いたのは、プロ研通信第７・９号でイ
ンタビュー記事を紹介した３年担任
のＡ先生による第３学年国語科「ち
いちゃんのかげおくり」の授業でし
た。 
授業の参観にあたり、研究委員の

みなさんにはその後の協議を焦点化
するために「授業参観記録シート」
(図１)を使用していただきました。
「授業参観記録シート」には、Ｙ小学
校の校内研究主題と授業者であるＡ
先生の課題のつながりや、これまで
のＡ先生の学びなどの情報をまとめ
ています。さらに、参観までに情報を整理し、子どもの学びの姿から授業を参観することで授業
者のねらいや指導とのつながりを見取っていただけるようにしました。 

第６回 

プロジェクト研究会 

概要 

第６回プロジェクト研究会のめあて 

Ｙ小学校の教員の学びを見取り、教員一人ひとりの学びの
転換を推進する校内研究のあり方を考えよう！ 

第 10 号 令和 5年（2023 年）10 月 26日発行 

＜令和５年度 滋賀県総合教育センター 研究員研究＞ 

授業参観に向けて 

 

第６回プロジェクト研究会の流れ 

１．研究授業の参観に向けての説明 ５．校内研究会の参観に向けての説明 

２．研究授業の参観   ６．校内研究会の参観 

３．開会の挨拶   ７．振り返り 

４．研究授業についての協議  ８．閉会の挨拶 

※開会の挨拶は参加者が全員集合した授業の参観の後に行いました。 

図１ 授業参観で使用した「授業参観記録シート」 

Ｙ小学校 

Ｙ小学校 

Ａ先生 



 

また、管理職の先生方には授業を参観し

ていただく際に「授業参観記録シート(管

理職 ver.)」(図２)を使用していただきま

した。 

このシートは、授業者が次の授業改善に

つなげようと自信をもったり、新たな気付

きを得たりできるためのフィードバック

をしていただけるように活用していただ

くことを目的としています。そのため、管

理職の先生方にも、「子どもの学びの姿と

その要因」に焦点化して参観していただい

たうえで、Ａ先生に直接フィードバックし

ていただきました。 
 
 

 
 
 

Ｙ小学校には５０名を超える先生が在籍されており、一つ
の教室での参観人数が多くなり過ぎないようにする運営の工
夫をいろいろと実践されています。この日は同時に４年３組
でも研究授業が行われ、分散して参観するという工夫が見ら
れました。 

プロジェクト研究会としては、Ａ先生の授業を参観させて
いただきました。 

授業者であるＡ先生の課題は
「学級内の学力の差が大きく、児
童一人ひとりの学びにつながる授
業づくり、学級全員が参加できる
授業づくりに難しさを感じてい
る」ことです。その課題を解決す
るために、Ａ先生は様々な手立てを講じておられました(表)。 

また、校内研究主任は、かねてより「校内研究で協議の時間を十分
に確保することが難しい」と仰っていました。その課題を解決するた
めに今日の授業参観では、同じ研究グループに所属されている先生方
がChromebookを使って指導案への書き込みをその場で共有すること
で、研究協議における情報共有の時間を短縮することに挑戦されてい
ました。 

 
 
 

 

児童一人ひとりの学びにつながる授業づくり 学級全員が参加できる授業づくり 
・児童一人ひとりに冊子風のワークシートを

作成する。 
・グループ活動の際の席移動の仕方 

→同じ方向を向いて座ることでワークシー
トを共有しやすくする。 

・言葉の宝箱 
→考えや気持ちを表す言葉を活用し、自分

の思いを表現する。 

・名前マグネットを用いて、問いに対する自
分の立場を明らかにする。 

・「反応マン★」の活用する。 
→「うんうんさん」「でもでもくん」「わか

らんさん」など、友達の意見に反応する
例を提示する。 

研究授業の参観 

図２ 管理職の先生方に使用していただいた 
「授業参観記録シート(管理職 ver.)」 

Chromebookを使って指導案へ

の書き込みを即時で共有 

表 Ａ先生の課題解決に向けての手立て 

Ｙ小学校 

Ｙ小学校 
 

Ａ先生 

３年４組の授業の様子 



 研究委員のみなさんには、予め御自身が感じておられる課題に近いテーマをもつＹ小学校の校

内研究グループを選んでいただきました。そのうえで、子どもの学びの姿とその要因に注目して

授業を参観していただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 研究授業を参観した後、研究委員同士で授

業についての協議を行いました。協議の目標

は「研究委員のみなさんの学びを共有し、協

議することで、自身の課題解決に生かせる手

立てを見いだす」ことでした。 

それぞれが異なる課題を設定して参観し

た授業を基に話されていたのですが、子ども

の学びの姿から協議が繰り広げられること

により、一人ひとりの課題につながる新たな

気付きを得られる場面がたくさん見られま

した。 

また、この協議を通して研究委員のみなさんには、校内研究会の中でターゲット教員(各グルー

プ内で研究委員が注目する教員)の学びを見取るための視点を整理していただきました(図３)。 
 ５校時 ６校時 放課後 

プロジェクト
研究会 

研究授業の 
参観 

研究委員同士の協議 校内研究会の参観 

自身の学びの 
振り返りと省察 

ターゲット教員の
学びを見取るため

の視点を整理 

ターゲット教員の 
学びの見取り 

Ｙ小学校 
研究授業の 

参観 
各学級で授業 校内研究会 

図３ プロジェクト研究会による校内研究会の参観に向けての準備 

 

研究委員のみなさんが選択されたグループ 

研究授業についての協議 

Ｃ先生 Ｂ先生 Ｄ先生 

「指導と評価
の一体化」グル
ープ 

校内研究主任 

「学力低位の
子への支援の
仕方」グループ 
 

「交流が活発
になる条件の
設定や手立て」 
グループ 
 

「学力低位の
子への支援の
仕方」グループ 
 

 自身の課題を設定し、目指す子どもの学ぶ姿を思い浮かべながら授業
を参観することで、参観の視点が明確になります。そして、教員の課題
を解決する手立てを探るためには、授業の中で子どもの学びの姿をじっ
くりと観察し、教員の指導と結び付けて考察することが大切なのだと、
研究委員の先生方の姿から私たち(研究員)も改めて学ばせていただきま
した。 

研究委員同士の協議の様子 



 校内研究会の参観をする上で、校内研究主任の先

生からこれまでの取組の話や今回の校内研究会で

の工夫点などをお話しいただきました。 

今回は、初めてICT機器を活用して意見交流を行います。これまでは指
導案に直接書き込んでいたことを、画面上で共有して研究会に臨むという
ことに挑戦してみました。運用がうまくいっていないグループもあったの
ですが、この取組が研究会でどのように生かされるかが楽しみです。時間
の確保がやはり問題なので、限られた時間の中で深く話し合うためには、
研究会までに情報を共有しておくことは必要だと思っています。ICT機器
の活用がその問題を解消する手立てになればよいと思っています。 

今回、研究会の進め方を、「グループ協議１→まとめ→グループ協議２」
としています。協議を二つに分けた理由としては、グループ協議１では、
研究主題に則って話合いをし、まず校内研究全体の成果と課題をまとめた
いからです。その後、グループ協議２では、そのまとめを基にして自分た
ちのグループテーマで話し合います。前回の研究会でも協議を２回に分けて行ったのですが、グ
ループ協議１の時に研究主題ではなく自分たちのグループテーマで話をされている先生が多かっ
たので、まとめをするときに何が成果で何が課題だったのかが分かりにくくなってしまいました。
その結果、研究会後にもう一度、いろいろな先生方に話を聞きに行ったり、プリントを見直した
りしなくてはなりませんでした。今回はグループ協議１と２で、協議の視点をしっかり定めて話
合いをしてもらうことで、成果と課題が明確になるとよいと思っています。 

 

 

 

 

 校内研究会の参観では、研究委員のみなさんにターゲッ
ト教員の学びを見取りながらグループ協議に参加してい
ただきました。協議の場での学びを見取るだけでなく、タ
ーゲット教員が設定した課題とこれまでの学びを記した
「校内研究・自己分析シート(Ｙ小学校版「授業アップデー
トシート」)」に目を通していただいてから、グループ協議
に参加しました。 

参観終了後に研究委員のみなさんには、グループ協議
中に見取ったターゲット教員の学びを整理したり、ター
ゲット教員の今後の学びにつながる情報を収集したり
するためにインタビューを実施していただきました。 
 

 

 

 

 

 
 
 

校内研究会に向けて 

校内研究会の参観 

このお話からも分かるように、校内研究の目指す方向を定め、トライ＆エラー
を繰り返しながらよりよい校内研究のあり方を模索されています。校内研究主任
として、普段からＹ小学校の先生方の学びを見取り、成果と課題を把握されてい
るからこそ、次の一手が打てるのですね！ 

今回、学びを見取っていただいた経

験を各実践校の先生方の学びの見取り

に生かしていただき、今以上に教員一

人ひとりの学びの転換を推進する校内

研究のあり方を考えていただけること

を期待しています。 

教員の学びを見取る 

ターゲット教員へのインタビュー 



 
 
 
 

〇第６回プロジェクト研究会の振り返り 

・校内研究の大きなテーマだけでなく、具体的な課題設定や学びの姿をもって授業を見ること

でより学びが深まると感じた。また、指導と評価の一体化を考えた時に、その指導は明確な

授業の展開や手立て、子どもの姿をきちんともって臨む必要があると思った。 

・他校の研究会の様子を見せていただくことは、とても刺激になりました。小規模校では考え

られないような参観や交流の仕方があり、新鮮だった所と、自校でも取り入れられそうな所

がありました。また逆に、小規模であるがゆえの強みも感じられました。 

・小学校の先生方が子どもたちにどんな力を付けさせたいか明確にもち、授業研究されている

ことがよくわかりました。子どもの様子をしっかりと見て、手立て・支援がとても細やかに

されていることも大変勉強になりました。 

・新しい研究会の進め方を工夫し、実践しています。本日もICTを用いるということや会の進

行方法を変えるという工夫をしました。自分自身のグループでは、とても話合いがスムーズ

になったように感じます。他の先生方の意見を取り入れながら、研究会の進め方をまた考え

ていきたいと思います。 

〇第６回プロジェクト研究会での学びを自校の校内研究会でどのように生かしたいですか 

 

 

 

 

 まずは、今回のプロジェクト研究会を開催するにあたり、多大な御準備をいただいた、校内研

究主任をはじめ、Ｙ小学校のみなさんに感謝をお伝えしたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 今回は「教員の学び」を見取ることで教員一人ひとりの学びの転換を推進する校内研究のあり

方について考えていただきました。これは授業において先生方が子どもの学びを見取り、次の授

業改善に生かす過程と似ていると思いません

か。研究委員のみなさんによる学びの見取りで

さらなる校内研究の活性化につなげていきまし

ょう！ 

・グループ協議での話合いは、全体よりもより「自分事」として捉えやすいように感じた。来

週からの校内研究会で検討したい。若い先生のとても熱心な姿を見て、本校でも同じ姿にな

るような取組内容やアプローチを考えたい。 

・３～５人の小グループでの話合いは、短い時間でも全員に発言のチャンスがあってよかった

と思います。また、発表者に対して校内研究主任が「何がそれを引き起こしたと思いますか」

と問い返されていたのが、授業を見ているようで、真似したいと思いました。 

・研究主題に全員がしっかりと向かっていけるような工夫がされていました。授業の中で入れ

た手立てを参観前に具体的に知っておくことは、参観する視点がはっきりしてグループ協議

もしやすいと感じました。 

・授業者やグループリーダーにここまで深く関わることができるのだということが新たな学び

です。もっと一人ひとりの先生の思いや教育に対する考えなどをお聞きしたいと思いました

し、それを把握することで研究会もより深まると思いました。 

研究委員のみなさんの振り返り 

第６回プロジェクト研究会を終えて、研究員の思いと今後に向けて 

研究員 稲
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校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

秋が深まり、夜の寒さが強まってきました。プロ研通信第11号では、10月18日(水)に開催されました

Ｗ小学校の校内研究会の様子をお伝えします。 

授業者のＡ先生と研修推進委員および高学年部の先生方は、夏季休業期間からこの日までに、複数

回の指導案検討会や事前授業を通して学びを進めてこられました。そんな学びの詰まった研究授業を通

して、参観者の先生方が校内研究を自分事と捉えて学びを進めておられる様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月17日(木)、夏季休業中に今回の研究授業に向けての第１回指導案検討会が行われました。

参加者は、高学年部(５・６年生の学級担任と特別支援学級の担任)の先生方、５名でした。 

W小学校の研究の窓口となる教科は算数科であり、研究の副題に書かれている通り「日常生活

と算数をつなぐ」ことを通した子どもの育成を大切にされています。そのことを踏まえ、授業者

のA先生が提案されたのは、第６学年算数科「およその面積や体積」の授業でした。日常生活にお

いて、私たちが概数を多くの場面で使っていることを考えると、単元を通して子どもたちの生活

と算数科の学習をつなげることができそうです。 

指導案検討会が始まると、A先生は以下の３点の検討事項を挙げられました。 
 

①「大昔に地球の裏側に巨大な隕石が衝突し、そ

の衝撃で琵琶湖が飛び出したことでできた島

が淡路島である」という「琵琶湖と淡路島の伝

説」を検証する課題の設定は子どもの主体性を

引き出すものになっているか。 

②１時間の授業の中で琵琶湖と淡路島、両方のお

よその面積を求める授業展開にすると時間が

足りなくなるのではないか。 

③琵琶湖と淡路島の「およその面積」を求め、そ

の後どのように授業を締めくくればよいか。 

 
 

Ｗ小学校 

校内研究全体会概要 
注目ポイント 

・授業検討会を通したＡ先生(授業者)の学び 
・教員一人ひとりが自分事と捉える校内研究 

第 11 号 令和 5年（2023 年）11 月 7日発行 

＜令和５年度 滋賀県総合教育センター 研究員研究＞ 

第１回指導案検討会 

 

Ｗ小学校 研究主題 

自ら考え、表現できる子どもの育成をめざして 

～日常生活と算数をつなぐ授業展開の工夫～ 

琵琶湖と淡路島 



指導案検討会の中で出された意見を３点の検討内容に照らして整理しました。 

①課題について 

・全国学力・学習状況調査の児童質問紙の結

果、「(51)算数の勉強は好きだ」の項目はポ

イントが低かったが、「(52)算数の勉強は大

切だ」の項目はポイントが高かった。子ども

たちにとって、算数科の学習は好きではな

いが大切だと思える学習だ。だからこそ、子

どもたちがやってみたいと思える課題は大

切だと思う。 

・「伝説」というキーワードもあり、子どもた

ちの興味・関心を引くことはできそうだ。 

②授業展開と時間配分について 

・琵琶湖のおよその面積を全員で求めることで求め方を身に付け、淡路島のおよその面積は適応

問題として出題してはどうか。 

・１時間目はおよその面積の求め方に重点を置き、２時間目で伝説の検証問題に取り組んではど

うか。 

・一人で二つの面積を求める必要はないのではないか。 

・計算でのつまずきを減らすことと時間短縮のために電卓を用意してはどうか。 

③授業の締めくくり方について 

・子どもたちに付けたい力を明確にする必要がある。これまでの学習を生かしておよその面積を

求めることが目標であり、伝説の真偽を確かめることが目標ではない。 

・本時のまとめを「およその面積を求めるためには～」のようにしたいから、そうなるように授

業を組み立てていく必要がある。 

その他 

・およその面積の有用性を子どもたちが気付けるようにしたい。 

・他社の教科書も参考にして課題を検討してみではどうか。 

 

 

 

 

 

 10月12日(木)に研究授業に向けての事

前授業と事後検討会が、高学年部の先生

方に加え、研修推進委員の先生方の９名

で行われました。事前授業は授業者が担

任を務める学級とは異なる学級で行われ

ました。事後検討会では、授業中の子ど

もの学びの姿から協議を進めることがで

きるように授業のビデオが用意され、机上には子どもたちがグループ活動で用いたワークシート

とホワイトボードが準備されていました。 

研究員 島内
しまうち

 佑
ゆう

祥
しょう

 

 子どもたちが主体的に学習に取り組むことができるように考えられた指
導案を学年部の先生方が様々な視点から検討されていました。その様子か
ら、A先生の個別最適な学びを支える協働的な学びの場は、他の先生方の個
別最適な学びの場にもなっていると感じました！ 

事前授業と事後検討会

第１回指導案検討会の様子 

事前授業後の検討会の様子 



以下、検討されたことの一部を授業の場面ごとに整理しました。 

導
入 

・「琵琶湖と淡路島の伝説」の導入はよかった！子どもたちの思考がスムーズに本時の

課題に向かった。スクリーンではなく、大型モニターで提示すればさらによいと思

う。 

・このやり取り(下枠内)から「およそ」の考え方につなげていくことができればよかっ

た。子どものつぶやきを拾い、広げることができれば本時のねらいにつながった。 

 
 
 
 
 
 
 

自
力
解
決
に 

入
る
ま
で 

・子どもたちが、問題を自力で解決するための道筋を十分にもてないまま自力解決の

時間に入ってしまった。その結果、子どもたちの手が止まった。自力解決の時間に入

るまでにもう一段階ステップが必要だ。 

  →子どもたちから出てきた求め方を板書に残せばよかったのではないか。 

板書を手掛かりに自力解決に向かえた子もきっといるはず。 

・教師がどこまで自力解決に向けてのヒントを与えるべきなのかわからない。 

  →求め方のヒントは子どもたちから出せるようにしたい。 

自
力
解
決 

・琵琶湖と淡路島のどちらか一方を自分で選

択して面積を求めるのはよかったと思う。 

・１マス(縦５km、横５km)で25㎢だというこ

とに気付けていない子が多かった(図１)。 

・子どもたちは、およその面積を求める場合

でも土地を切り捨ててはいけないと考え

ていることが分かった。だから、大きく囲

みすぎていた(図２)。 

  →非常に多くの子どもが迷っていた。 

子どもたちと、目的に合わせて切り 

捨ててよいかを考えたい。 

・ヒントカードはあった方がいいが、全員に

渡すのではなく困っている子に対して渡

すものにしないと、思考の誘導になってし

まう。 

 

 

グ
ル
ー
プ 

活
動 

・グループ作りにかかる時間を短縮できないか。 

・グループ活動の手順がわかるような工夫があるとよい。活動が停滞しているグルー

プが見られた。 

  →大型モニターに活動手順を示しておくとよい。 

全
体
交
流 

ま
と
め 

・最後に琵琶湖と淡路島の正確な面積を伝えることで、「およその面積」であっても、

ある程度精度を高く求める必要があることに気付かせることができる。それが次時

のめあてにつながらないか。 

Ｔ ：琵琶湖と淡路島の面積求められる？ 

Ｃ１：求められへんやん！ 

Ｔ ：どうして？ 

Ｃ１：だって線がぐにゃぐにゃやもん。 

Ｃ２：(小声で)四角形に置き換えたらええんちゃう？ 

 

5km 

5km 

図１ 提示された課題（琵琶湖） 

図２ 琵琶湖を全て囲んだ考え方 



 10月18日(水)５校時に、Ａ先生が担任する

学級で研究授業が行われました。 

 検討を重ね、学んでこられたことを生かし、

本時の授業でＡ先生が実践された内容は以下

の通りです。 

 

導
入 

・「琵琶湖と淡路島の伝説」を、プレゼンテーションソフトを活用して大型モニターで

提示 

→短時間でわかりやすく学習活動を伝えることができた。 

自
力
解
決
に 

入
る
ま
で 

・「およその面積」の求め方の整理 

→「マス目を数える」「三角形に見立てて求める」など、子どもの発言から自力解

決の手立てをまとめる。 

→自力解決のヒントをカード化して黒板に貼り付ける。 

・一マスの面積が25㎢であることの確認 

自
力
解
決 

・電卓の使用 

→全員が使える数の電卓を用意しておき、子どもが必要に応じて取りに来る。 

・ヒントカードの配付 

→求積の公式をカードにして、公式でつまずいている子どもに配付する。 

グ
ル
ー
プ 

活
動 

・グループづくり 

→自力解決の進み具合や方法などからグループを作る。 

・大型モニターの活用 

  →グループ活動の進め方の例を示す。 

全
体
交
流 

ま
と
め 

・授業の締めくくり 

→子どもたちが求めた「およその面積」と正確な面積を比べ、誤差が少ない求め方に

ついて考える時間を取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究協議会は、先生方の授業改善に関する課題を基に「支援の仕方」「板書の工夫」「発問、声

掛けの工夫」「交流が活発になる条件の設定や手立て」の四つのグループに分かれて行われました。 

 

 

 

 

 

 

教師の学びを生かした研究

研究協議会の様子 

 

 夏季休業中に構想された授業を、たくさんの学びを生かして何度も再考し
てこられたことがとてもよく分かる授業でした。特に、教師主導の授業か
ら、子どもたちが自分で選択する場面の多い、子ども主導の授業へ舵を切ら
れたことは大きな変容だと思います。 

校内研究会の流れ 

１．授業者・学年より本授業に関わって 
２．質疑応答 
３．グループ協議 
４．全体交流 
５．研究会の振り返り 

協議のポイント 
①研究主題を達成するために、本時の授業展開はどうであっ
たか(御自身の課題にも触れながら)。 

②授業者の課題に沿った視点から見て授業はどうだったか。 

研究授業の様子 



これまでのＷ小学校のグループ協議は、グル

ープごとにテーマを分けるのではなく、全グル

ープが校内研究主題に沿った協議をしていた

そうです。しかしそれではテーマが大きく、内

容が漠然として終わってしまっていたようで

す。 

そこで今回は、視点を絞り具体的に協議がで

きるよう、校内研究主任がＹ小学校で実施した

第６回プロジェクト研究会での学びを生かし、

似た課題意識をもつグループでの協議を設定

されました。 

 グループ協議では「グループ協議メモ」(図

３)を活用し、「①研究主題のための、授業展

開はどうであったか(個人の課題にも触れなが

ら)」「②授業者の課題についてどうだった

か」の２点について協議が行われました。 

  

 

 

 

以下に、グループ協議の一部を紹介します。 

※「交流が活発になる条件の設定や手立て」グループでの発言の内容を研究員が整理して作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３ 研究協議で使用された 
   「グループ協議メモ」 

 事前授業の時にも感じたことですが、W小学校の先生方は子どもの学びの
姿から授業について語ることが当たり前になっています。その素地に、テー
マを設定したグループ協議が加わることで、より具体的な学びの姿から協議
が進められていました。 

Ｂ先生：子どもたちから出された自力解決のヒントを、カード化して黒板に貼り付けること
は有効だった。事前授業の時よりも子どもの手は止まらなかったし、ほとんどの子
どもたちが求め方を図に示せていた。 

Ｃ先生：しかし、それによって考え方が誘導されてしまったような印象も受けた。もう少し
多様な考え方が見られてもよかったように思う。きっとそれが活発な交流につなが
ると思う。 

授業者の課題 

交流が活発になる条件の設定や手立て 

ａ児：私、ｂさんの考え方の方がいいと思う。 
ｂ児：なんで？ 
ａ児：三角形の大きさは一緒やけど、ｂさんの方が余白少ないもん。 
ｂ児：そう言われればそんな気もするな。 

ａ児とｂ児は琵琶湖を三角形に見立てて面積を求めていた。それぞれが見立てた三角形の
大きさは同じであったが、線を引いている場所が異なった。グループで一つの考えにまとめ
る時に、次のようなやり取りがされていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 このやり取りを聞いていて思ったのだが、子どもたち同士で「なぜ」を問うことが活発な
交流につながるのかなと考えた。そのためには相手の話を聞いて、自分の考えと比べること
も必要だと思う。 



 

 

＜Ａ先生へのインタビュー＞ 

＜質問①＞ 

御自身の課題を具体的に教えてください。 

子どもの学ぶ姿を具体的に想定して授業づくりをすること
ができていません。目の前にいる子どもたちに合った指導を
していかなくてはいけないと思っていますが、それがなかな
かできていないというのが私にとっての大きな課題です。 

＜質問②＞ 

研究授業を通してどのような学びを得られましたか。 
授業中は子どもを困らせたくなかったので、たくさん授業

に向けて準備をしてきたつもりでした。しかし、それでも子
どもの思考が止まってしまうことがありました。きっとそれ
は、子どもの思考と私の支援の差が生み出したもので、その
差についてもっと考えて準備をしていけるとよいと思います。例えば、完全に手が止まっていた
子やこちらが想定していなかった既習図形を描きはじめた子もいました。自力解決の時間を取る
までに、子どもたち全員が見通しをもって自力解決に臨めるように授業を展開すればよかったな
と思っています。また、発問は自分自身の焦りから何度も問い直してしまっていたので、子ども
たちに伝えたいことを精選していかなければいけないと思いました。 

＜質問③＞御自身の課題に向かって今後、どのように学びを進めていこうと考えていますか。 
今回の研究授業では、グループ活動を活性化させたいと思い、子どもたちの考えを基にしたグ

ループづくりに挑戦してみました。このグループづくりは初めて挑戦したこともあり、よかった
点も改善点も含めて、算数科だけでなく他教科の授業でも生かしてよりよい手立てにしていきた
いと思います。 

＜質問④＞校内研究を自分事として取り組めていますか。 
過去にも研究授業をしたことはあるのですが、正直なところすごく嫌でした。研究授業を考え、

「私は○○○のようにしようと思っています」と伝えると、「いや、それは×××のようにした方
がいいよ」と言われることありますよね。これまでは、それが私を否定しているように感じてい
ました。でも、今回の研究授業は楽しいと思えたことが多かったです。「こうやりたい」という思
いがあり、それに賛同してくださる先生方がいたからです。試行錯誤しながら授業づくりを進め、
隣の学級で事前授業をさせていただき、改善すべき点やよかった点を話し合いながら、次の手立
てを考えることができたことがすごくよい経験になりました。 

＜Ｄ先生へのインタビュー＞ 

＜質問①＞御自身の課題を具体的に教えてください。 
板書の仕方、発問の仕方、授業の組み立て方など、いろい

ろ勉強したいと思っています。また、授業中に教師がどこま
で支援をし、子どもたちに任せていくべきかの加減も難しい
と感じています。 

＜質問②＞ 
研究授業を通してどのような学びを得られましたか。 
新しいことにチャレンジすることは大事なことだなと思い

ました。幸せなことに、私の周りにおられる先生方はもった
いぶらずに御自身の経験を教えてくださる先生ばかりです。
今日の協議の中ですと、「活発に交流するためには」というこ
とでお話をしていただきました。その中で「僕はこういうことをしているよ」とか「普段はこう
いうスタイルでやっている」ということをたくさん話していただけました。その中には、私がし

Ｗ小学校の先生へのインタビュー 

Ａ先生 

Ｄ先生 

今回は授業者のＡ先生と、本年度から
Ｗ小学校に赴任されている先生の２名に
インタビューをさせていただきました。 



ていることに似ているものもありました。似ているのなら、さらによくしていくために取り入れ
やすいこともあるなと思いました。その人のまま真似することはできませんが、学んだことを自
分のスタイルの中に取り込むことはできるのではないかと思いました。 

＜質問③＞本日の学びをどのように実践に生かそうと考えていますか。 
すぐに生かせるなと思ったことは、友達の考えを他の子が発表するという手法です。この手法

は以前に少しだけ取り組んだことがあったのですが、私はうまくいかずにすぐやめてしまいまし
た。でも、今日どのように取り組んでおられるか聞くと、友達の考えをそのまま発表するのでは
なく、友達の考えを自分の言葉に置き換えて発表したり、その考えのよいと思ったところまで話
すようにされたりしているとのことでした。これらの工夫を生かして、学級の子どもたちに合っ
た手法を考え、もう一度やってみようと思います。 

＜質問④＞校内研究を自分事して取り組めていますか。 
私は、校内研究を自分事として取り組めていると思います。校内研究の括りがどこまでなのか

曖昧なのですが、私にとっては毎日が学びの連続です。私が困って小さな声で呟いていることを
Ｗ小学校の先生方は拾い上げて一緒に考えてくださいます。そして、やってみようという気持ち
を受け止めてくださいます。だから、やってみようと素直に思えるのがとても楽しいです。子ど
もの変化が見えてくると、自分の方向性に自信をもてるし、楽しいなと思えます。チャレンジし
たことが子どもの反応や変化として返ってくるのが、本当に楽しいです。 

 
 
 

＜質問①＞ 

本日の研究会を振り返り、よかった点と改善していきたい点

を教えてください。 
よかった点は、グループ協議が思っていたよりも盛り上がっ

たところです。今まで、校内研はどちらかというと面倒くさい
とか手間がかかるとか重たいとか…そういう人が多くて、いざ
やってみても、盛り上がるけれども次につながらないことが多
かったように思います。 

また、私はこれまでのプロジェクト研究会の中で「新たな教
師の学びの姿」について学びました。それぞれの教員が研究主
題に沿って個人の課題をもち、みんなが同じことをするのでは
なく、それぞれの課題に沿った学びを進めていけばよいという考え方が自分の中ではインパクト
が大きかったです。Ｙ小学校でグループ協議をされていたのを見て、Ｗ小学校の学校規模は小さ
いけれど、これならできるなと思いました。今日は、教員一人ひとりがもつ課題意識から、協議
の視点ごとにグループ分けをしたことがよかったのかなと思います。 
ただ、改善するとすれば、「今日の授業について」や「これからの取組について」など、協議の

時間を区切って話すことができる時間があれば、先生方がより「自分の学び」としていけるのか
なと思いました。 
今後の校内研究会でも、継続して今日と同じグループで協議をしてみようと思います。その中

で、授業で取り組むことについて具体的な話ができるように研究主任としてコーディネートをし
ていけば、もう少し「校内研究って面白いな」とか、「校内研究で学んだことをやってみようかな」
と思ってもらえるのではないでしょうか。そうやって、校内研究が自分事になっていくのかなと
思っています。校内研究会が、堅苦しい会でなく、「やってよかった」と思える会にしていきたい
なという思いがあります。 

＜質問②＞授業者のＡ先生とＤ先生のインタビューを聞いて思ったことを教えてください。 
自分よりも若手の先生、これから学校の中心となって活躍される先生方が前向きに校内研究を

捉えてくださっていたのが、私にとっての安心材料になりました。そういう先生がおられるので
あれば、これからも校内研究をやっていけると感じました。今日のことを振り返り、次の課題を
もっておられるということで、校内研究を自分事として捉えておられるのだなと感じました。 
 

校内研究主任へのインタビュー 

校内研究主任 



＜質問③＞ 

Ｗ小学校の教員一人ひとりが、校内研究会を自分事として捉えて学ばれている要因は何だと考

えられますか。 
今までの校内研究会でも、協議をするということは同じなのですが、これまでは研究主題に迫

る話合いという方向で協議をしていたので、内容が漠然としていました。テーマが大きすぎて話
の方向性が定まらないまま話していて、まとまらないまま終わってしまうということがありまし
た。だから、似た課題意識をもつ先生同士でグループをつくり、具体的な協議の視点を伝えるこ
とで協議がしやすくなり、自分の学びが実感できるのではないかと思います。 
Ｗ小学校では、放課後に職員室で授業の話や子どもの話をすることが多いです。私から高学年

部の中で積極的に話す機会をもったり、他学年部のところにも話しに行ったりして、職員室内で
みんなが気楽に話し合える雰囲気をつくり出したい
なと思っています。気楽に校内研究に取り組みましょ
うということは常に伝えています。 
また、研究授業の時に使っているサンクスシート

(図４)も要因の一つです。サンクスシートは、授業者
の課題に沿った視点で参観者に見取ったことを書い
てもらうカードです。サンクスシートでは、自分の苦
手だと思っていたことを褒めてもらえることもあり
ます。自分とは異なる視点から授業を見てもらえるの
でよいヒントをもらえます。サンクスシートを書く側
も、授業の感想だけでなくたくさんの気付きを書くこ
とができるようになってきました。そんなシートを渡
すことで、授業者が「授業を提供してよかった」とお
得感をもてるようにしたいと思っています。 

＜質問④＞ 

教員一人ひとりの学びを今後さらに促進するために校内研究としてできることは何だと思いま

すか。 
今年度は、とにかく自分に成果が返ってくる校内研究にしたいという思いがあります。今日の

協議は、先生方一人ひとりの実践に返るものになっていたと思うので今後も続けていきたいです。
自分と似た課題をもっている先生と話すことで、困っていることを相談することもできるし、次
の方向性を見つけることもできます。校内研究を通して学んだことを実際に次の実践につなげて
いくことは本当に大切だと思っています。授業をした人も、参観した人も「この前の校内研究で
勉強したことを基にして、こんなふうにやってみました」ということが言えるといいなと思いま
す。どのようにその実践を共有していけるかまでは考え中なのですが、小規模校の強みの一つは、
情報共有が早くできるということだと思いますし、現状のＷ小学校の雰囲気はそういうことがし
やすいと思っています。それが実現することができれば今以上に自分事になっていくでしょうね。
極端な話、「研究会はいらない。毎日やっているから」までなればすごいですよね。 

 

  

 

 Ｗ小学校の先生方、今回は大変お世話になりました。ありがとうございました。 
研究協議会のはじめに、校長先生から、「今回の授業は終わったが、校内研究は今日で終わりで

はない。研究協議での学びをこれからに生かしてほしい」というお話がありました。やはり、研
修と実践の往還が大切なのだと改めて感じさせられました。 

校内研究主任が、「新たな教師の学びの姿」をは
じめ、校内研究を活性化させるための理論を学ば
れ、実践に生かすために考え続けてきてくださった
成果が明確に表れた校内研究会だったと感じまし
た。まだまだこれから進化していくＷ小学校の校内
研究から目が離せません！ 

Ｗ小学校の校内研究会の参観を終えて、研究員の思い 
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図４ 授業者に手渡される「サンクスシート」 



校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

秋が深まり、木々も色づき始めました。実践校のみなさんにおかれましては、各行事にも尽力されている

ことと思います。プロ研通信第1２号では、Ｚ中学校にて10月中旬に設定された授業参観Weekの様子と

10月２５日(水)に開催された校内研究会の様子を併せてお伝えします。 

校内研究主任の先生は、夏季休業中の校内研究会や１０月中旬の授業参観Weekの前に「1学期に

見えてきた課題を解決するための手立てをもって、2学期の実践に臨んでください」と、先生方に発信され

ていました。そのような準備と各取組の様子を、Ａ先生(１１月１５日(水)に行われる研究授業の授業者)の

学びを通してお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A先生へのインタビューから、昨年度の学びと

今年度の学びに向けた思いを紹介します。 

昨年度～今年度当初 

●昨年度の授業改善で意識したこと 

言語活動を多く取り入れることで、生徒が積極的にやり取りする姿を目

指しました。 

●昨年度の実践を振り返って 

言語活動を多く取り入れるだけでは、目指す生徒の姿は実現できなかっ

た。生徒は授業の内容を理解できないことで不安感をもっているのではな

いかと感じました。 

●今年度の校内研究に向けて 

生徒指導提要に掲げられている生徒指導の四つの視点のうちの一つ「安全・安心な風土の醸成」

を研究の柱とするグループに所

属することにしました。そして、

「安心して自分の考え・思いを

発信できる授業」を目指し、外国

語科の授業の中で、「学習したこ

とを、生きた英語として会話に

使う。スピーキングの機会をも

っと取り入れる」ことを意識し

て授業改善に取り組むことにし

ました(図１)。 

Ｚ中学校 

における実践 

注目ポイント 
課題解決を意識したＡ先生の学び 

第 12 号 令和 5年（2023 年）11 月 7日発行 

＜令和５年度 滋賀県総合教育センター 研究員研究＞ 

Ａ先生の学びと実践の往還 

Ｚ中学校 研究主題 

教科の指導と生徒指導の一体化 

～生徒指導４つの視点の授業づくりで靭
しな

やかな生徒を育む～ 

図１ Ａ先生の「授業アップデートシート」(一部) 

Ａ先生(外国語科担当) 



1学期の取組と生徒の反応 

４月 「授業の理解度が高まれば、生徒は安心して自分の考え・思いを発信できるだろう」
という仮説を立て、ヒントを出すなど話し手がわかることを意識して授業改善に取り
組んだ。 

５月 校内研究会で「生徒にとって安心できる授業は、発信だけでなく受信が重要」と学び、
「仲間の発表を前向きに聞く姿勢」が身に付けられるような指導を日常的に行うこと
を決めた。 

６月 校内研究会では、安心という言葉の捉え方を見直し、学級全体で考えを共有できるよ
うな展開に取り組むことにした。 

７月 全生徒・全教科を対象としたアンケートを全校的に実施した。 
８月 A先生の授業に対するアンケートの結果から「まだまだ不安を抱えている生徒が多い」

「間違えた後の雰囲気に対する恐怖心が強そう」という生徒の現状が見えてきた。 

 

２学期の授業参観Weekの様子 

授業参観Weekにおいて、同じ校内研究のグループテーマを選択したメンバーの授業を参観し、
学ばれたことを紹介します。 

●授業について 
教  科：体育（バレーボール） 
学  年：第２学年（参観させていただいた授業は、１学級の女子のみで実施

された） 
ね ら い：３段攻撃ができる。動きやプレーを見てアドバイスできる。 
ポイント：互いの動きやプレーを見る。３段攻撃。ゲームの運営。 

●授業者の思い 
運動が苦手な生徒も参加しやすい授業づくりのために、前年度のプレーや前回のプレーと比

べて、できるようになったこと、上達したことなどを見取って声をかける。 

●授業の流れ 
①挨拶・出欠確認・ランニング・ラジオ体操（全体での活動） 

②スキルアップタイム（２人１組のペア活動） 
30秒間、一人の生徒が直上パス(真上にボールを上げるプレー)を続け、ペアの生徒はプレー

を観察する。その後、観察していた生徒が、プレーしていた生徒にアドバイスをする。伝え終
えたら役割を交代してもう一度行う。 

③チームで３対１（４人１組のグループ活動） 
ネットを挟んで３人と１人に分かれる。１人になった生徒がサーブし、３人になった生徒は

レシーブ・トス・アタックの３段攻撃をする。２～３回サーブをしたら役割を交代する。 

④ゲーム（全体での活動） 
全体を３チームに分けて(４人１組の時と同じグループ)、総当たり戦を行う。ゲームをしな

いグループは、審判を務めるなどの運営を行い、ゲーム終了後はゲームをしていた２チームに
対してアドバイスをする。 

●B先生の学び 
生徒はのびのびとプレーしていて、サーブやレシーブでミスをしても笑顔でした。そして、

ミスをした後のプレーも変わらずのびのびとしていました。ミスをしてもあたたかく受け止め
てもらえるという安心感をもってプレーしていると感じました。この姿は自身が目指す理想の
生徒の姿で、この雰囲気をつくるためにどうしたらよいのか、すごく考えさせられました。 

 
Ｂ先生の工夫ポイント２ 
生徒同士でアドバイスすることで、ペアのプレーを見る必
然性を生み出し、見てもらっている安心感を生み出す。 

 
Ｂ先生の工夫ポイント１ 
生徒が「見てもらっている」と
感じられるように声掛けする
ことで、安心感を生み出す。 

 
Ｂ先生の工夫ポイント３ 
工夫ポイント２と同じ意図で、プレーを見る必然性を
生み出し、見てもらっている安心感を生み出す。 

Ｂ先生(授業者) 



10月25日(水)の校内研究会の様子 

校内研究会の取組と教員の学びを紹介します。 

 

校内研究会の流れ 

１．校長先生より 

２．授業参観の振り返り(グループ協議) 

３．授業参観の振り返り(ワールドカフェ) 

４．各グループからの発表(2グループ) 

５．前期校内研究の振り返りと今後について 

６．MVGの発表 

(MVGとは、Most Valuable Groupのこと) 

７．研究発表大会、指導案検討会(理科・英語・国語) 

 

２．授業参観の振り返り(グループ協議)における「安心・安全な風土の醸成」を目指したグループの様子 

ここでのグループ活動は、授業を振り返りながら「えんたくん」に書き込んでいく活動が行わ

れました(図２)。 

はじめにメンバーでグループテーマを中心に書いていきました。グループテーマを書くことで

テーマを確認でき、生徒の様子を交流する視点が焦点化されたと感じました。それから、授業者

が中心となって授業の流れを書いていきました。A先生が所属するグループは、授業者１名、参観

者１名で、参観していない先生が３名おられたので、授業や生徒の様子を具体的にイメージでき

るように随時質問を挟みながら進められていました。例えば、授業者が、「ゲームで主審、得点係、

線審をしているチームは、ゲーム中に他のチームのプレーを観察して、ゲーム終了後にアドバイ

スをするように指示しました」と授業の流れを伝えると、参観していない先生から「どんなアド

バイスがあったんですか？」と具体的なアドバイスの内容を尋ねる質問がありました。また、参

観者が「失敗が許される雰囲気がありました」と生徒の様子を伝えると、参観していない先生か

ら「失敗しても『ドンマイ、ドンマイ』という感じで、失敗を受け止めてもらえる雰囲気があっ

たということですか？」と生徒の様子をより具体的にイメージするための質問がありました。こ

のような主体的なやりとりが随所に見られました。 

校内研究会のめあて 

公開授業を振り返り、 
自分の授業研究に生かす 

 

 
 

生徒の様子  

あいさつ 
ランニング 
ラジオ体操 

 

図２ Ａ先生が所属したグループの「えんたくん」に書かれた内容 

(実際の「えんたくん」の記述を基に研究員が作成) 

グループテーマ  

安心してください 
～聞いてますよ 

見てますよ～ 
発信と受信を大切 
にする環境づくり 

スキルアップ 
タイム 
→直上パス 

２人組 

チームで３対１ 
(３段攻撃) 

観察 
アドバイス 

主審 
得点係 
線審 

授業の流れ  

アドバイス 

アドバイスをする 
ためにしっかりと 
相手のプレーを観察 
できていた 

良いところも 
悪いところも 
言い合えていた 

１プレーごとに、３人で 
話し合って、３段攻撃 
を改善することが 
できていた 

★失敗が許される雰囲気 
みんなが一生懸命 
ボールを追いかけた 

試合をしていないチームも 
他チームのプレーを観察 

↑アドバイスをするために 

失敗してもどんどん挑戦 

みんなで頑張る雰囲気 

みんなが同じ 
失敗をしている 
→だから失敗 
しても大丈夫 

ゲーム 
１チーム４試合 
各３分くらい 

＊提示されたスライドを基に研究員が作成 
校内研究全体会の様子 



３．授業参観の振り返り(ワールドカフェ)における「安心・安全な風土の醸成」を目指したグループの様子 

ワールドカフェ形式で、「２．授業の振り返り

(グループ協議)」の様子が交流されました。メン

バーを２度入れ替えて振り返りの内容を交流し

た後、元のグループに戻って学んだことを共有す

るという流れで行われました(図３)。 

共有の場面で、他グループの学びについて、

「『自己決定の場の提供』のために『仕掛ける』

をテーマとしたグループでは、『３年生の外国語

科の授業で、関係代名詞の単元の第１時に英語でフルーツバスケットをするという活動を仕掛け

た。生徒が言った言葉を板書するという支援をすることで、誰も固まることなく全員英語ででき

た』という話を聞いた。真ん中に行くことになった生徒は固まってしまうと思ったのに意外だっ

た」という報告がありました。これに対して、「前の生徒が言ったフレーズが、真ん中に行くこと

になった生徒のヒントになっているのだろう」「やることがパターン化されて見えるのは安心につ

ながるのだろう」など、グループのテーマと結び付けたコメントが聞かれたので、自身が学びた

い視点から捉え直すことができているのだと分かりました。つまり、グループのテーマが明確で

焦点化されていれば、異なるテーマで学んだことを聞いても、テーマに沿って学びを深めること

ができるのだと感じました。 

 

５．前期校内研究の振り返りと今後について 

校内研究省察ポスターに取り上げた一人の先生の学びを、校内研究主任自身の学び、教頭先生

の校内研究会で話された内容などと結び付けて、校内研究主任が紹介しました。また、校内研究

省察ポスターの紹介を通して、教員の「個別最適な学び」「協働的な学び」目指すことの大切さを

はじめ、校内研究主任が校内研究で大切にしてきた取組のポイントとなる部分についても伝えら

れていました。 

全体会の後、校内研究省察ポスターを見ながら話す４人の先生の姿を見つけました。一人の先

生が、「『個別最適な学び』をいかに充実させる

かが難しい」と言い、他の３人の先生とやりと

りをされていました(図４)。校内研究省察ポ

スターも、校内研究全体会も同じですが、校内

研究主任の取組がきっかけとなって先生方の

学びが広がっていくのは、とても素敵なこと

だと感じます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

図３ 「えんたくん」を使った交流の様子 

図４ 校内研究省察ポスターを見て話す先生方の様子 

全体会の後、今日のめあてを確認してから、「振り返りシート」
と「授業アップデートシート」を記入する時間を取られていまし
た。授業でも大事だと言われる「最後にもう一度めあてを確認す
る」「振り返りの時間をきちんと取る」を確実にされていて、先生
方の学びをより確かなものにしようという校内研究主任の仕掛けを
見つけることができました。



７．研究発表大会、指導案検討会(英語) 

 校内研究主任は、「プロジェクト研究会で得た情報から、小学校での取組を真似して取り入れた
初めての試み」として、全体会の後に11月の研究授業の指導案検討会(メンバーは教科担当)を設
定されました。 

検討会の流れ  １．A先生が現在の指導案について説明 
        ２．授業内容の検討 

A先生は、今回の研究授業で＜疑問詞＋to＞の文
法を使って、「ユニバーサル・デザインのものを英
語で紹介してみよう」と自身が興味のあるものを英
語で紹介する授業を計画しています。その際、「安
心して学習できる環境づくり」にも力を入れて、所
属する「安心・安全な風土の醸成」というグループ
の目標の達成を目指しています。しかし、「安心し
て学習できる支援」は、日常的な取組として行っているものの、研究授業の支援として、その場
で成果が見取れるように指導案に盛り込むことに難しさを感じていました。検討会では、「言語活
動の充実」と「安心して学習できる支援のあり方」を中心に協議が進められました。 

「言語活動の充実」については、「商品紹介は、生徒が主体性をもって取り組めるのですごくよ
いと思った。ただ、班になって人数が増え、役割が明確化すると英語で紹介の仕方を考える機会
をもてない生徒が出てくるのでもったいないと感じる。どの子にも考えるチャンスがあるとよい
なと思う」などの意見が挙がりました。また、「安心して学習できる支援のあり方」については、
「安心って日々の取組の積み重ねから生まれてくると思うので、お互い安心して話し合っている
ということを見ている側から理解できたらよいと思う。引っ張り出すものではないから、にじみ
出てくるものをこちら側が感じられたらよい。安心・安全を強制すると変な話にもなるし、今ま
での積み重ねがこうですよということをみんなにアピールしてくれたらそれでよいと思う」など
の意見が挙がりました。 

指導案検討会の後、A先生に「初めての指導案検討会はどうでしたか？」と尋ねると、「とても
勉強になって助かった。授業公開日までもう少し時間があるので、今日聞いたことを基に、困っ
たことがあれば相談して授業内容を決めていきたい」という思いを語ってくださいました。校内
研究主任が指導案検討会に込めた思いを、A先生がしっかりと受け止めてZ中学校の研究発表大会
へとつないでいく一場面を見せていただきました。 

 
 
 
１学期に見せていただいた校内研究会はとても活気があって素晴らしかったです。そして、今

回見せていただいた校内研究会は、活気に加えて深まりが出てきたと感じました。校内研究会終
了後、校長先生にそのことをお伝えすると、校長先生からも「教頭先生、校内研究主任ともちょ
うど同じ話をしていたところでした」とうかがいました。 

校内研究主任は、今回の校内研究会のために、夏休みの校内研究会で「１学期の振り返りを生
かした授業改善に取り組んでください」と伝え、１０月中旬の授業参観Weekを設定されていまし
た。今回の校内研究会に向けて、２か月前から準備をされていたことになります。さらに、「２学
期の取組の流れを１学期の取組の流れと同じにすることで、他の先生方は『１学期と同じことを
すればよいから簡単だ』と感じていると思い
ます」とも語ってくださいました。 

今回の校内研究会やその後の先生方の自主
的に学び続ける姿は、「新たな教師の学びの
姿」そのもので、それを支えている大きな柱の
一つが校内研究主任の「準備」だと感じまし
た。 

 

指導内容の説明をするＡ先生 

Ｚ中学校の校内研究会の参観を終えて 
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暦のうえでは冬となり、朝夕はめっきり寒くなってきました。２学期も残すところ１か月ほどとなり、実践校

のみなさんにおかれましては、学期の締めくくりに向けて準備を始められていることと思います。プロ研通

信第1３号では、Ｘ中学校のＡ先生の学びについて、９月と１１月に行ったインタビューからお伝えします。 

 

 

 

 

 

●研究主題 

よりよく生きる力を育む学習指導改善「X中 三方よし」の実現に向

けて 

●目指す生徒の姿 

「X中の学力2023」を活用し、以下の生徒の姿を目指す。 

自ら学ぶ姿 → 他者と学び合う姿 → 学びを深めていこうとする姿 

●校内研究における「共通実践」の方向性や内容 

「X中の学力2023」の「研究の視点」を使ったWGでの授業公開と

実践交流(ジグソー研修) 

 

授業アップデートシートから 

●A先生について 

第２学年担任で社会科を担当する３年目の教員 

●A先生が強みと考えていること 

・ICTを積極的に活用すること 

・試行錯誤しながら授業スタイルを柔軟に変えていくこと 

●A先生が課題だと感じていること 

・単元を見通した授業をつくること 

・生徒が活動に必然性を感じられるように授業をつくること 

・学びの中で子ども同士をつなげること 

●A先生の１学期の学び 

・授業公開を通して、「めあての内容や提示のタイミング」「グループ活動」「ICTの必然性」「単

元を見通した授業づくり」「生徒同士をつなぐ」「主体性を伸ばす活動」「板書の工夫」につい

て学ぶことができました。 

・全国学力・学習状況調査の結果の分析を通して、第２学年の課題を共有することができた。

また、WGでは、特に「自ら学びを調整する力」について協議することができました。 

 

Ｘ中学校 

における実践 

注目ポイント 
課題解決を意識したＡ先生の学び 

第 13 号 令和 5年（2023 年）11 月 17日発行 

＜令和５年度 滋賀県総合教育センター 研究員研究＞ 

Ａ先生の学び 

Ａ先生 

Ｘ中学校の校内研究 



２学期の実践 

●Ａ先生の立てた仮説 
「単元を貫く問い」とルーブリックを提示してから単元の学習を始めることで、生徒は毎時

間の学習課題や単元で学ぶ内容に見通しをもてるようになり、主体性をもって学習に取り組む
ことができるようになるだろう。また、単元の最終時に取り組む「単元を貫く問い」に対して、
生徒がルーブリックを意識して単元のレポートを作成することで、書く内容や示す根拠などを
具体的に捉えることができるようになるだろう。 

●仮説を実証する単元 
学年：第２学年 
教科：社会(地理) 
単元について 

９月から10月末までの間に、①中国地方・四国地方、②近畿地方、③中部地方の３単元で仮
説に基づく実践を行った。 

●実践している三つの単元で共通して取り組んでいること 
第１時 「単元を貫く問い」とルーブリックを書いたレポート用紙を配付する。 
最終時 「単元を貫く問い」に取り組む時間を確保する、もしくは、週末に取り組む課題とし

て設定する。 
 

９月の授業参観での実践と生徒の様子 

●参観した単元 
中国地方・四国地方 

●授業参観に向けた授業者の思い 
生徒が、資料とルーブリックを活用してレポートに取り組む姿から「生徒がルーブリックを

意識してレポートを作成する姿」を見取ろうと考えています。 

●参観した授業の流れ 
①復習のための問題を解く(5分) 
・生徒は復習のための問題を解いてから本時の課題に取り組む。 
・覚えるべき内容が多い場合、次の時間のはじめに復習の時間を取っている。 
②「単元を貫く問い」に答えるレポートを作成するための流れを確認する(5分) 
・生徒は、前のスクリーンに提示されたル

ーブリックと手元に配付済みのルーブ
リック、レポート用紙を見ながらレポ
ートを書くための流れを確認する。 

③レポートを作成する(40分) 
・生徒一人ひとりが、教科書やノートなど

を使ってそれぞれのやり方でレポート
を作成する。 

・レポートを書くのに困った生徒は、周り
の生徒に聞きながら作成する。 

●授業参観を終えて 
・全体の様子から 

ルーブリックを見ながらレポートを作成していた生徒は少数であったため、ルーブリック
がレポート作成の助けになるということは立証できなかったと感じています。 

・抽出生徒の様子から 
今日の授業では、レポート作成時間の40分のうち、35分くらい集中してレポートを作成し

ていました。前の単元(九州地方)の時には、５～10分程度で書き終えていたので、今日の授
業では粘り強く取り組んだ姿が見られたと感じています。また、レポートに書かれた分量を
比較しても、前のレポートでは数行、今回のレポートでは用紙の８割程度の記述があり、明
らかに分量が増えました。このことから、ルーブリックを提示することで取り組み姿勢が変
化する生徒がいるのは間違いなさそうだと感じています。 

図１ それぞれのやり方で単元レポートを作成する様子 



生徒の変化とＡ先生の自主的な学びのつながり 

●生徒の変化 
「単元を貫く問い」を３単元にわたって単元ごとに設定しました。１度目に課した九州地方

のレポートの提出率と比べて、３度目に課した近畿地方のレポートの提出率は10％以上向上し
ました。また、提出されたレポートに書かれた分量や内容にも改善が見られます。ルーブリッ
クを意識することで、充実したレポートが書けるようになった生徒も増えました(図２)。 

●Ａ先生の自主的に学ぶ姿 
ルーブリックやレポート用紙の形式は、生徒の提出したレポートに書かれた内容を基に単元

毎に改編しています。さらに、校長先生(社会科)や社会科の先生はもちろん、社会科以外の先
生にも意見をうかがい、改編の参考にしています。 

例えば、「近畿地方における自然環境や歴史的景観の保全は、人口の増加や産業の発展の中で、
どのように取り組まれてきたのだろう」という「単元を貫く問い」に対して、近畿地方の①自
然環境の保全②歴史的景観の保全③人口の増加④産業の発展のうち、①か②についてのみ、も
しくは③か④についてのみ答える生徒がまだまだ多くいました。このことから、保全のための
取組と人口の増加や産業の発展を結び付けることが苦手だと分析しました。そこで、管理職の
先生と相談して、関東地方のレポ
ートでは、「単元を貫く問い」を「関
東地方における人口の集中は、
人々の生活や産業にどのような影
響を与えているのだろう？」とし、
枠を矢印でつなげたレポート用紙
とすることで、生徒が知識を結び
付けながらレポートを作成できる
ように工夫しました(図３)。生徒
が「単元を貫く問い」に答えられる
ようになることを目指して、生徒
の実態に合わせて少しずつ工夫を
重ねていこうと考えています。 

関東地方 単元レポート 
単元を貫く問い：関東地方における人口の集中は、人々の生活や産業に 

どのような影響を与えているのだろう？ 
 
人口の集中            背景 
 
 
 
 
 
人々への影響           産業への影響 

図３ 関東地方のレポート ＊実際のレポート用紙を基に研究員が作成 

図２ 生徒が提出した近畿地方のレポート 



 
 
 

校長先生と校内研究主任
へのインタビューから、X中
学校の校内研究の進め方を
紹介します。 

１学期から週に一度、校
内研究主任は、管理職、主幹
教諭と協議を続けておられ
ます。そこから研究推進委
員会としての取組の方向性
を見いだし、校内研究会で
共有しておられます。そし
て、共有した内容を基に、先
生方はそれぞれの授業実践
へとつなげておられます。 

 
 

 
 
 
今回は、A先生の学びのつながりを追うためにインタビューしていく中で、A先生自身の変化を

随所に感じました。例えば、A先生は「生徒が主体的になるために」という思いを出発点として、
「単元を貫く問い」やルーブリックを中心に取組を改善し続けておられました。その中で、目指
す生徒の学ぶ姿として「知識を関連付けて学ぶ姿」をイメージするようになっていったことが挙
げられます。 

校内研究主任はインタビューの中で、「校内研究も授業と同じ」と語っておられましたが、何人
かの研究委員の先生方とのやりとりで同じ言葉を耳にしました。また、校内研究主任は、「授業す
るのは楽しいし好き！」とも語っておられ、授業と同じように校内研究を通して少しずつＸ中に
その思いを広めていっておられるのだと感じました。 

提出率やレポートの完成度など見える変化に目を向けがちですが、私はその後、「大切なことは
目に見えない」という言葉を思い出すようにしています。そのことで、研究委員や実践校のみな
さんからいろいろな学び・気付きを与えていただいており、日々感謝しています。「新たな教師の
学びの姿」の実現に向けて、校内研究では何をするのか、一人ひとりの先生は何をするのか、そ
のあり方を一緒に考えていけるとうれしいです。 

 

Ｘ中学校の授業参観とインタビューを終えて 

Ｘ中学校の校内研究 
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図４ Ｘ中学校の校内研究と授業実践のつながり 
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冬の冷たい空気が身にしみる頃となりました。実践校のみなさまにおかれましては、２学期を締めくくる

時期であり、児童生徒と向き合いながら３学期に向けての目標を見据え、日々の教育活動に邁進されてい

ることと思います。 

プロ研通信第14号では、11月14日(火)に開催した校内研究主任パワーアップ研修[小学校・中学校]

〔第３回〕と合同で開催した第７回校内研究活性化プロジェクト研究会での研究委員のみなさんの学び

を振り返ります。研究委員のみなさんには、「校内研究省察ポスター」を使って自校の校内研究について

他の参加者の前で発表していただきました。これまでの実践を堂々と発表されている研究委員のみなさん

の様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 

 
13:45～ ２学期の校内研究の実践交流 －「校内研究プランシート」を基に－ 
 
研修に参加された校内研究主任のみなさんは、「校内研

究プランシート」を基に、自校の２学期の実践を振り返り

ながら交流されていました。８月３日(木)に開催した第

４回校内研究活性化プロジェクト研究会 (校内研究主任パ

ワーアップ研修[小学校・中学校]〔第２回〕)でも同じく、

グループごとの実践交流を行いましたが、今回の交流で

は前回以上に各校の創意工夫を凝らした実践が発表され

ました。他校の実践を聞き、細かにメモを取っておられる

先生ばかりで、校内研究主任同士による「協働的な学び」

が充実した時間となっていると感じました。 

研究委員のみなさんがグループで話しておられる様子

を拝見すると、本当によい表情でこれまでに積み上げて

こられた数々の実践について語っておられました。プロ

ジェクト研究会や各校の訪問を通して、研究委員のみな

さんが校内研究について何度も試行錯誤されてきたこと

をうかがっているので、語られる実践への思いの強さを

感じながら聞かせていただきました。 
 
 
 
 

第７回 

プロジェクト研究会 

概要 

第７回プロジェクト研究会のめあて 

校内研究主任としての職務および校内研究を組織的に推進する
ための明確なビジョンと手法を学ぶ。 

第 14 号 令和 5年（2023 年）12 月 15日発行 
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他校の取組に学ぶ 

 

実践交流の様子① 

実践交流の様子② 



14:15～ [事例発表]１年間の校内研究のまとめと次年度に向けて校内研究主任の果たす役割 

                     
「人が学ぶ」という視点は大人も子どもも共通しているという考えのも

と、「読み解く力」を踏まえた「〇小スタイル」をベースとした校内研究の
あり方について事例発表をしていただきました。 

「そもそも『校内研究』とは、何のために、誰のためにしているとお考
えでしょうか」という問いかけがとても印象的で、教員の成長の先に子ど
もたちの豊かな学びの姿をはっきりと見据えておられることが発表の内容
から伝わってきました。 

豊富な実践事例から、教員の主体的な学びのサイクルを、子どもの主体
的な学びのサイクルにつなげていくための多くの示唆をいただきました。 

研修に参加された校内研究主任の感想(一部抜粋) 
・「研究授業ありきの校内研究になっていないか」という言葉がすごく心に刺さりました。次年

度の研究について構想を練っていく際に、全ての先生が主体的に取り組んでいけるように話
し合っていきたいと思います。 

・Ａ小学校での校内研究の進め方をお聞きし、大変参考になりました。どの学校でも教員自身
の振り返りを大切にしておられ、子どもも教員も個別最適な学びができるようにしていきた
いと思いました。 

・Ａ小学校の実践を聞き、研究のスタート時にいかにゴールを明確化し、長期と短期の見通し
をもつことが大切か分かりました。 

 
 
 
 

15:00～ 令和５年度校内研究活性化プロジェクト研究実践校の「校内研究省察ポスター」紹介 

 
初めに、研究委員のみなさんには全体に、自校の校内研究

について１分間で説明をしていただきました。学校規模、研
究主題、校内研究の特徴、これまでの取組の見どころを参加
者に向けてアピールしていただき、その後のポスターセッシ
ョンに移りました。 

発表前は和やかな表情で会話されていた研究員のみなさ
んですが、ポスターセッションでは各校の校内研究の実践を
堂々と語っておられました。参観者から時間いっぱい多くの
質問が出されたことから、各校の実践の注目度の高さが伝わ
ってきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度研究委員による事例発表 

昨年度実践校 
Ａ小学校のＢ先生 

発表前の一幕 

令和５年度 

総合教育センター研究員研究 

校内研究活性化 

プロジェクト研究 

実際の通信では、ポスターセッションの様子を写した

写真を掲載しました。 

実際の通信では、
A中学校のB先生
が昨年度の実践
を発表する様子
を写した写真を
掲載していまし
た。 



研修に参加された校内研究主任の感想(一部抜粋) 
・各学校で取り組まれた「校内研究省察ポ

スター」の発表を聞き、全ての教員が自
分事として校内研究に関わっていくこ
とが大切だと感じました。そのために、
教えていただいた方策を自校でもアレ
ンジしながら取り入れていきたいと思
います。 

・課題別にチームを作り、校内研究を行っ
ている学校が多かったので、来年度は職
員とも話し合い、チームのもち方につい
ても考えていきたいと思います。 

・Ｚ中学校の実践からグループでの校内研
究の可能性を感じた。研究主題に対して
の手立てでグループ分けしている学校
もあり、今後の進め方の参考となった。
次年度の進め方を模索していたタイミングだったのでありがたかった。 

・「校内研究省察ポスター」紹介では、Ｗ小学校の実践から、小規模校でも効果的に学び合える
グループ協議の仕方が参考になりました。 

・校内研究で学んだことをどのように共有するかが自校の課題の一つでした。Ｙ小学校の発表
より、指導案をデータ化してそこに書き込んでいくことが研究協議の充実につながっている
と聞き、実践したくなりました。 

・「校内研究省察ポスター」紹介は、とても刺激になりました。教師自身が意欲的に学び、力を
付けられるようにしていくために、今年度をきちんと振り返り、次年度に向けて考えていき
たいです。 

 
15:30～ 「校内研究省察ポスター」ルーブリックを使った自己評価 

 
 「校内研究省察ポスター」紹介の後、他の研修参加者はグループに戻って年度末の校内研究の
まとめに向けての協議をされていました。その時間に研究委員のみなさんには、研究員が作成し
た「校内研究省察ポスター」ルーブリックを使った自己評価をしていただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

研究委員同士で 
省察する様子 

専門委員と省察する様子 

自己評価する様子 

研究委員のみなさん、事例発表ありがとうござ
いました！年度途中でありますが、これまでの取
組を御自身で言語化していただいたことと、参観
者のみなさんから御意見をいただけたことで、自
校の校内研究を省察できたのではないでしょう
か。また、ルーブリックを使った自己評価からも自
校の取組の強みと課題を見つけていただけました
ね！ 

参観者からの感想が書かれた付箋 



 
 

 
 
 

15:45～ [講義]「新たな教師の学びの姿」の実現に向けた校内研究の省察の在り方 

 
 本研究の専門委員である楠見先生より、御講義をいただきました。「これからは、子どもも教師
も学び手。個別最適な学びと協働的な学びを一体化させた『わたしたちならでは』の校内研究へ」
という言葉で今年度のプロジェクト研究およびパワーアップ研修を端的にまとめていただきまし
た。また、教員が学びやすく、風通しのよい環境や仕組みづくりについても、とてもわかりやす

く教えていただきました。中でも、
本講義の主題にもなっている「校
内研究の省察」を、年度の中間地点
で行い、改善に取り組むことが大
切であると教えていただきました。 
 「研究の省察の基本的な在り方」
としてお話しいただいた、「研究結
果の分析と考察について」(図)は、
毎日の授業や研究授業の省察をす
る際に忘れてはならない大切な視
点だと感じました。常に目の前に
いる子どもたちの姿を捉え、より
よい授業でよりよい学びを提供し
ていきたいですね。 
 
 

 
 
 
 
 

〇事例発表と研究協議より 

・実際に学校で進めておられる校内研究について詳しく教えていただいて、そんな方法がある

のだと目からうろこでした。自校の先生方のニーズは何か、改めて見直す必要があると感じ

ました。自分の校内研究主任としての学びを他校の先生に伝えたことで、これまでの自分の

取組を見つめ直すことができました。 

・研究授業が一段落してきて、次年度に向けて何を目的にどのような取組をしていくとよいか

分かりました。昨年度は、年度末に慌てて成果と課題をまとめていたので今年度は計画的に

次年度につなげていきたいと思いました。他校の省察ポスターを見て、抽出教員と抽出児童

の学びの姿のまとめ方とその方向性が見えました。 

・「A小スタイル」として教師も児童も同じ考えで学ぶ方法が有効だと感じました。また、授業

研究だけでなく、知識を得るのも一つの方法だと思いました。SWOT分析等を用いて、来年

度の方向性を職員で共有して決めていきたいです。 

・自校の校内研究の取組について省察ポスターを書き、発表できたことは、自分の大きな学び

となりました。たくさん質問もいただき、自分の考えも整理することができました。そして、

足りない部分に気付くことができました。 

・A小学校のB先生の話から様々な方法で教職員を巻き込む術をもらいました。ヒントを得るこ

とができたので、使っていけるものは実践していきたいと思っています。また、自校以外の

４校の実践を見聞きすることで、他校の実践から学ぶことができました。 

研究委員のみなさんの振り返り 

滋賀大学教育学部附属小学校 
副校長 楠見 丹生子先生による御講義より 

子どもの姿から変容を具体的に捉える 

研究した指導方法の有効性について考察する 

質的な変容 
授業における子どもの
発言やノートの記述、観
察記録等で見える質的
な変容 

量的な変容 
授業実践や研究活動を
通して、子どもの学ぶ力
や学習意欲・意識等がど
のように変容したか、年
度前半と後半などでの
調査やアンケートで見
える数量的な変容 

授業の質の高まりを明らかにする 

※楠見先生のスライドを基に研究員が作成 

図 



〇楠見先生の御講義より 

 

 

 

 

 今回の校内研究主任パワーアップ研修[小学校・中学校]でプロジェクト研究会との全3回の合同開催
が終了となりました。プロジェクト研究会単体での開催と異なり、研修に参加された他校の校内研究主任
たちと協議を通して協働的に学び、研究委員のみなさんは、たくさんの刺激を受けられたのではない
かと思います。 
 ある学校の校内研究主任の方から「やはり校内研究紀要は作らなければいけませんよね？」と
お声かけをいただき、お話をさせていただきました。私たちの結論から申しますと「『作らなけれ
ばいけないもの』と、義務感で作るようなものではない」と思います。ただ、１年間の校内研究
を通しての教員一人ひとり学びを価値付けするために研究紀要はとても有用なものであることは
間違いありません。 
今年度私たちは、このプロ研通信を書くことで、研究委員のみなさんや実践校の教員のみなさ

んの学びをまとめさせていただきました。このことを通じて、自分自身の学びも可視化(自覚)す
ることができたと感じています。日々子ども
たちに全力で向き合い、多忙な日々を送って
おられることと思いますが、みなさんで学び
を可視化(自覚)する機会を設定していただく
ことが大切なのだと思います。 
 

・今年度の研究を省察する際には、主任一人で考えるのではなく、本校の先生方と一緒にまと
めていきたいです。そして、来年度のよりよい研究の形につなげていけるようにしたいです。
自校の先生方を大切にし、主体的に学ぶことができ、かつ自校に合う方法を見つけていきた
いです。 

・１年間の研究の成果物を作るときに、型や紀要などは作ったことがあるのですが、ツールを
作ったことがなかったので参考にしたいと思いました。本校の今年度の実践としてはツール
作りが合っていると思いました。 

・年度末の省察に向けてのヒントがたくさんあり、その中でも「子どもの姿から変容を具体的
に捉える」ということが大事だと思いました。来年度につながる校内研究になるように省察
したいと思います。 

・校内研究で学んだことを自分にどう生かしていき、その学びをより深化させていくために次
年度どうしていくのか、先を見て取り組んでいく大切さを改めて感じました。たくさんの学
校の様々な事例を研修で聞くことができ、本当に勉強になりました。ありがとうございまし
た。 

・この１年間を通して、「自分事」として捉えられる研究にしないといけないと実感しました。
先生方が「やるぞ」と思ってもらえるテーマや仕掛けが何よりも大切だと感じました。次年
度に生かしていきたいと思います。 

第７回プロジェクト研究会を終えて、研究員の思いと今後に向けて 

研究員 稲
いな

益
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 圭
けい

吾
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 研究員 島内
しまうち

 佑
ゆう

祥
しょう

 

校内研究主任 
パワーアップ研修 

担当 加藤 由紀 

～ 御 礼 ～ 
 プロジェクト研究会でみなさんが作られた「校内研究省察ポス

ター」の内容があまりにも素晴らしく、また、各校での活用が校

内研究を前進させる大きな力になったということでしたので、ぜ

ひとも多くの先生方にお聞き頂きたいと思い、発表をお願いしま

した。どのブースでも参加者の先生方の質問が途切れることな

く、先生方の取組の充実度がうかがえました。お願いして本当に

よかったです。ありがとうございました。来年度の研修でもよろ

しくお願いします。 



校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

冬至を迎え、いよいよ年の瀬が押し迫ってまいりました。実践校のみなさまにおかれましては、新年を迎

えるための準備にお忙しいことと思います。 

プロ研通信第15号では、11月24日(金)に開催しました、第８回校内研究活性化プロジェクト研究会で

の研究委員のみなさんの学びを振り返ります。今回のプロジェクト研究会は、これまでの研修と各校での

実践の往還から、「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう校内研究のあり方について今一度考えまし

た。また、第８回が本年度最後の研究会ということもあり、トータルアドバイザーである滋賀大学大学院教

育学研究科 辻 延浩教授より、研究のまとめをしていただきました。 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 

 11月に実施した第２回教員対象質問紙調査の回答を集計し、多くの設問でポイントの増加が見
られました。それは研究委員のみなさんが「新たな教師の学びの姿」についてよく理解を深めら
れ、理論に基づき、各校で創意工夫を凝らした実践をされてきたことが要因であることは間違い
ありません。プロジェクト研究会ではスライド資料を提示し、多くの設問について分析の報告を
させていただきました。プロ研通信では、プロ研通信第6号(9月11日発行)でお知らせした設問に
合わせて教員対象質問紙調査から見える教員の変容をお伝えしたいと思います。 
 

 ①児童生徒が個別最適に
学ぶ姿をイメージできる 

②児童生徒が協働的に学
ぶ姿をイメージできる 

③一体的に充実させること
を意識して指導している 

第１回 
(６月) ８１％ ９１％ ５２％ 

第２回 
(11月) 

９２％ ９１％ ５８％ 

＊令和5年度校内研究活性化プロジェクト研究実践校の教員対象質問紙調査の結果 

 回答総数 第1回：91人 第2回：86人                      

第８回 

プロジェクト研究会 

概要 

第８回プロジェクト研究会のめあて 

「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう 

校内研究のあり方を見いだそう！ 

第 15 号 令和 5年（2023 年）12 月 22日発行 
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質問紙調査の分析と報告および研究のまとめ 

 

第８回プロジェクト研究会の流れ 

          

 

１．開会の挨拶 
２．質問紙調査の分析と報告 

および研究のまとめ 

３．各校の取組の分析 

４．「新たな教師の学びの姿」の実現に 
向かう校内研究のあり方 

５．事務連絡 

６．本日の振り返り 
７．閉会の挨拶 

＋11 ポイント ＋６ポイント ±０ポイント 



 ①「児童生徒が個別最適に学ぶ姿をイメージできる」の設問では、「当てはまる」という回答に
11ポイントの増加が見られました。また、②「児童生徒が協働的に学ぶ姿をイメージできる」の
設問では、肯定的な回答に増加は見られなかったものの、第１回と同様に90％を超える高い数値
となりました。さらに、その中で「当てはまる」と回答した割合を見てみると11ポイント増加し
たことがわかりました(図１)。 

 これらのことから、校内
研究を通じて実践校の先生
方が「個別最適な学び」と
「協働的な学び」を実際に
経験されたことで、具体的
に児童生徒が個別最適、協
働的に学ぶ姿をイメージで
きるようになったと考えま
した。 
 
 

 「個別最適な学び」と「協働的な学び」のどちらも具体的にイメージできる先生が増えたこと、
そして 6 月の時点で既に具体的にイメージはできていたけれど、指導につなげられていなかった
先生が理解を深めて実践し始められたことにより、児童生徒の「個別最適な学び」と「協働的な
学び」の一体的な充実を意識して指導されている先生が増えたのだと考えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究委員のみなさんには、「新たな

教師の学びの姿」の四つの側面、「主

体的な姿勢」「継続的な学び」「個別最

適な学び」「協働的な学び」から、自

校の校内研究の取組を振り返り、校内

研究を「活性化させる要因」を書き出

していただきました。 

図２は第３回プロジェクト研

究会(７月７日に実施)の時にま

とめたものです。それと今回まと

めた図３を比べると、研究委員の

みなさんが今年度の学びを生か

した各校での実践を経て、「新た

な教師の学びの姿」の実現に向け

て具体的なイメージをもつこと

ができるようになったことが分

かります。 
  
 

各校の取組の分析 

17

28

74

63

7

9

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第１回(６月)

第２回(11月)

当てはまる               どちらかというと、当てはまる 

どちらかというと、当てはまらない    当てはまらない 

図１ 「児童生徒が協働的に学ぶ姿をイメージできる」の回答の割合 

＋11 ポイント 

 令和４年12月に中央教育審議会から示された答申に「教師の学びの
姿も、子供たちの学びの相似形であるといえる」と示されています。ま
た、プロ研通信第14号で御紹介した、昨年度の実践校の校内研究主任
が仰っていたように、「人が学ぶ」プロセスは大人も子どもも共通して
いるのでしょうね。先生方が校内研究で経験された「個別最適な学び」
と「協働的な学び」という学びを是非とも指導に生かしていただきたい
です！ 

継続的な学び主体的な姿勢

協働的な学び個別最適な学び

・学級担任以外も自分事として
・自分(教員一人ひとり)が中心となって進める
・グループテーマと個人テーマの設定
・外部の先生から刺激をもらう
・自分のめあてを引き出す
・自ら学ぶ機会をつくる
・参観する視点の明確化
・G-OJTグループの編制
・短時間の会議
・略案の作成

・定期開催
・学びのサイクルの可視化
・授業研究を１年間でバランスよく配置する
・適切な振り返り(チームごとに)
・継続的な話合い活動
・児童の学びのベースの統一
・G-OJTグループのメンバー固定
・１年間どのように校内研究を進めていくか毎回確認
・「えんたくんシート」を継続して活用
・めざす生徒像の把握→授業参観
・グループテーマを自分たちで決める

・めあて→学び→実践→振り返りのサイクル
・自分の課題を基にグループ分けし、同じ課題をもつ人と

協議できる
・他者からのアドバイス
・自分事として考えた授業
・同じ授業を複数回する
・生徒授業評価アンケート
・めあての共有と振り返りの時間の確保
・一人１レポートの作成
・強みと課題の把握

・チームでの授業づくり
・目指すゴールを共有する
・話し合える集団を増やす
・授業の様子の交流
・多くの先生の意見を聞くことができる
・いろいろなグループで対話する時間を設ける
・職員間の考えを共有(改善点、うまくいったことなど)
・グループの協議の流れを固定した
・G-OJTで学びを深めた
・チームの先生への仕事割り振り、情報共有
・仕組みづくり

・ICTの活用
・全員が授業を参観できる

図３ 第８回プロジェクト研究会(11 月)で挙げられた校内研究活性化の要因 
(当日の記録を基に作成) 

校内研究活性化のポイント

主体的な姿勢

個別最適な学び 協働的な学び

継続的な学び
・自分の課題をきちんともっている。
・具体的な生徒の課題を把握しているから、テーマを

決められる。
小学校ではどう生かす？

→同じように話してみれば、もっと似た解決法が出
てきてよいのでは？

・（これまでの校内研究の流れを）知っている人がい
るとよい。

・先輩から気楽に「見に行こう」と声掛けができてい
る雰囲気がよい。

・グループテーマを具体的にしているので話しやすい。
→自校で同じように、夏休みにやってみようかな。

・個人の学びをすごく大切にしている。
そのことで、グループの学びをきちんと個人に返す
ことができている。

・自分の失敗談を伝える中で、解決策を見いだすこと
ができていた。
→自分事として取り組める

・昨年度の課題を基に今年度の課題を決めている。
・考えていることをみんなの前で宣言していてすご

い！
・学びに連続性がある。

・テーマを練り上げる時間を十分に確保している。
そのことで、同じ課題意識をもつことができている。

・グループ構成（年齢など）も工夫されている。
・このあと、どうまとめているのだろうか。

図２ 第３回プロジェクト研究会(７月)で挙げられた活性化のポイント 



 今年度のプロジェクト研究会での最後の協議では、研究委員のみなさんに「『新たな教師の学び

の姿』の実現に向かう校内研究のあり方」とはどのようなものなのかについて一つの答えを出し

ていただきました。次の写真(図４)が、各校の取組の分析から出てきた校内研究活性化の要因を

基に図にまとめられたものです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究委員のみなさんの様子(図５)からは、各校での実践の中で、御自身が校内研究主任として

仕掛けたことや、自校の教員一人ひとりが学ぶ姿をイメージしながら、「新たな教師の学びの姿」

の実現に向かう校内研究のあり方についてまとめていただいていることが伝わってきました。今

日までに様々な取組を経て実践校の校内研究は、「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう校内研

究へと確実に向かってきました。それが偶

然ではなく、研究委員のみなさんの取組の

成果として現れたのだということを確信

できる協議でした。 

プロジェクト研究会は今回で最終回で

したが、各校の今年度の校内研究はまだ終

わったわけではありません。今回まとめて

いただいたことを基に各校で実践してい

ただくことで、校内研究がますます活性化

していくことと思います。  

研究委員のみなさんの振り返り 

「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう校内研究のあり方 

図４ 研究委員のみなさんがまとめた「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう校内研究のあり方 

図５ 研究委員全員で考えをまとめる様子 



１．今年度の研究の特徴「研修と研究の一体化」 
７月７日に開催された第３回校内研究活性化プロジェクト

研究会において、今年度の研究の特徴として、「研修と研究の
一体化」をあげました。「研修」とはこれまでの成果を学んで
習得・活用することです。「研究」とはさらなる探究と成果を
発信することと整理しました。11月14日第７回研究会では、そ
れが見事に発揮されていたと思います。県内の校内研究主任を
相手に、それぞれに取り組まれたプロジェクト研究の成果と課
題を発表されていて、研究委員のみなさんにとっては、昨年度
のプロジェクト研究に学ぶという研修を足掛かりとして、自校
の実態に合わせ、無理なくできるところからはじめ、さらに使
いやすいようにアレンジし、小規模校または大規模校なりの新
たな取組につなげるという研究的な実践を見て取ることができました。一方、研修に参加された
県内小中学校の校内研究主任にとっては、昨年度と今年度において取り組まれた研究成果に学び、
自分の学校に持ち帰り、一度試してみるという「研究と研修の関係」について学んでいただけた
と実感しました。 
 
２．教師自身の学びや研修観の転換 

「令和の日本型教育」を推進するための「新たな教師の学びの姿」として、子ども達の学びと
ともに教師自身の学びや研修観を転換することの必要性です。このことが校内研究にも当てはま
り、従来の教職員全員が一堂に会して、一人の授業を見て、全体で討議するという形式からの脱
却が求められています。若手、中堅、ベテランの枠を超えて、互いに教育観や授業観をぶつけ合
う、そんな検討会にしていくためにはどうすればよいか、真剣に考える必要があります。その点
において、今回の５校での取り組みでは、G-OJTや課題別グループを組織して、自己課題が探究
できるグループワークを基本とすることの重要性が提案されていました。そのためのツールにな
ったのが、昨年度に開発された「授業アップデートシート」や「共通実践レビューシート」など
であり、大切なことは、それぞれの学校において、学校や子どもの実情に合わせて、主体的に改
編されていることです。教師自らが主体的に校内研究に参加するためには、明確な目的意識をも
つ必要があり、はじめはぼんやりしていても、グループで協働的に意見交流する中で、徐々に課
題が鮮明になり、できるようになったことやまだまだ苦手なことが自己理解できること、このこ
とが明日の授業につながるという、とてもシンプルなことが確認できました。 
 
３．校内研究主任の力の発揮どころ 

課題別グループをつくるために、校内研究主任の力の発揮どころが明確になりました。何人の
グループをいくつ作ればよいか。どのようなメンバー構成にすればよいか。課題別というけれど
も、その課題やテーマをどのように設定・集約するのかといった問題です。これらについては、
小規模校と大規模校では状況は異なりますし、これといった明確な答えはないと思います。何を
大切にしたいかによって分かれます。ただし、グループ協議において、メンターとメンティーの
関係が構築できることが望まれるとともに、研究主任をサポートする組織体制が求められます。
今後、学校のグループワークの基本的な考え方として成熟させていただくことを願います。 
 
４．研修、研究、教育の三位一体化 

冒頭、「研修と研究の一体化」というキーワードをあげましたが、今回のプロジェクト研究でと
もに学ばせていただくなかで、「研修、研究、教育の三位一体化」のイメージを強く抱きました。
「研修と研究」に加えて「教育」をそこに重ね合わせた理由は、研修も研究もどちらかといえば、
教師教育、すなわち、校内研究主任と校内教員の力量形成というイメージがあります。何のため
に研修や研究をするのかといえば、子どもに良質な教育を施すこと、子どもの成長のためという
ことを忘れてはいけません。「負担感」や「自己実現」の前に、確かな子どもの成長の姿があらわ
れる校内研究であってほしいと思います。 

「教育」という視点を取り入れることの重要性に気付いたのは、Ｚ中学校の、教科の指導と生
徒指導を一体化させ、生徒指導の四つの視点から授業づくりを見直すという、まさに教育の視点
から子どもの総合的な力を育むという取り組みです。新しい生徒指導提要の四つの視点は、教科
の指導においても重要視されるべき視点であり、子どもを真ん中においたとき、生徒指導の内容
と教科の内容がしっかりと関連付けられていれば、生徒にとってはわかりやすく、取り組みやす
い、逆に教師にとっても指導しやすく、教員間の連携も図りやすいことに繋がります。是非とも
県内の学校に広げてほしいと願います。 
  

滋賀大学大学院教育学研究科 
教授 辻 延浩先生による研究の総括 
 

滋賀大学大学院教育学研究科 
教授 辻 延浩先生 



 
 
 
 

〇第８回プロジェクト研究会の振り返り 

・今年度の校内研究を振り返り、次年度に向けての成果と課題を見直すことができました。ど

の取組や学びも全てつながっていて、必要なことだということが確認できました。今後、ス

ムーズに進められ、参加しやすい校内研究になるようにコーディネートすることが私たちの

役割だと再確認できました。 

・自校の校内研究を振り返って、新たな教師の四つの学びの姿という視点を基にして、現状、

よいところと改善するべきところが明確になりました。(「主体的な姿勢」「個別最適な学び」)

他校の先生の実践も改めてうかがって(「協働的な学び」)、自校にも取り入れたい(「継続的

な学び」)と思いました。 

・自分ができていなかったことを他校の先生方と共有することができました。次年度の校内研

究につなげていきたいと思います。 

・４人の研究委員の先生方と共に、校内研究のあり方について協議しながら考えることができ

ました。自校での取組にも「新たな教師の学びの姿」につながっているところが多くあるこ

とが分かりました。 

・１年間の自校の校内研究の取組を「新たな教師の学びの姿」で振り返り、自分たちがやって

きたことを価値付けすることができました。また、他校の取組を聞いて自分ができていない

ことも分かり、来年度の校内研究の計画に取り入れていきたいと思いました。 

〇第８回プロジェクト研究会での学びを自校の校内研究会でどのように生かしたいですか 

 

 

 

今回で、今年度予定していた全８回のプロジェクト研究会が終了しました。実践校の先生方、

度々訪問をさせていただきありがとうございました。私たちの研究が、少しでも先生方のお役に

立てたと思っていただければ幸いです。校内研究を

通してたくさんの先生方と学ぶことができ、本当に

楽しかったです。みなさんの学びの足跡を研究とし

てまとめさせていただきましたので、ぜひ２月９日

(金)は総合教育センターにて研究発表を聞きに来て

くださいね！また、研究委員のみなさんは、発表大

会当日も、どうぞよろしくお願いします！ 

・今年度の校内研究をまとめ、来年度の方向性を決める時に、今日のアンケート(質問紙調査)

の結果等も踏まえ、進めていきたいと思います。 

・自校の先生が校内研究にめあてをもって参加できていない部分があるということが分かりま

した。事前にしっかりとめあてを確認する時間を取るようにしたいです。また、適切なタイ

ミングで外部の先生から刺激を得たり、その他の学びの場を作ったりしたいです。 

・今年度、自分に足りなかった「個別最適な学び」を実現するための方法を他校からも知るこ

とができたので、利用できるところはしたいです。特に、学びのサイクル(生徒と類似)を中

心として、教師にもつなげていけたらと思いました。ありがとうございました。 

・校内研究のあり方については、自校の教員でも同じように考える活動をとってもいいのかな

と思いました。私が今日学んだことを紹介するだけでなく、自校の校内研究のあり方をみん

なで協議するのも面白いと思いました。 

・生徒も先生も学びのサイクルがうまく回るように、今後もファシリテートしていきたいです。 

第８回プロジェクト研究会を終えて、研究員の思いと今後に向けて 

研究委員のみなさんの振り返り 
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校内研究活性化プロジェクト研究通信 

 

 

 

 

 

 

暦の上では春となりました。実践校の皆様におかれましては、年度末に向けて日々児童生徒に全力で

向き合っていただいていることと思います。 

プロ研通信第16号では、２月９日(金)に総合教育センターにて開催しました、第６６回研究発表大会

を振り返ります。本研究を通して、研究委員の皆様をはじめ、実践校のみなさまには大変お世話になりまし

た。研究発表大会を迎えるあたり、皆様と共に学ばせていただいたことを思い浮かべながら準備を進め、

当日の発表に臨みました。その様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 

今回、県内外合わせて100名を超える先生方が
私たちの研究発表を聞きに来てくださいました。
参観者の多さから、校内研究に対する関心の高さ
とその重要性を感じることができました。 
 発表は「主題設定の理由」から始め、「研究の基
本的な考え方」「研究の内容とその成果」「研究の
まとめ」の順で行いました。校内研究の活性化に
向けて実践していただいた研究委員の先生方の取
組の紹介を通して、研究の成果が参観者に届くよ
う発表しました。 
   

第 66 回研究発表大会 

校内研究活性化 

プロジェクト研究発表 

  

第 16 号 令和６年（2024 年）３月４日発行 

＜令和５年度 滋賀県総合教育センター 研究員研究＞ 

研究員による研究の発表 

研究発表の流れ 
１．研究員による研究の発表 
２．研究委員による実践発表 
３．質疑応答 
４．指導助言 

発表の様子 

当日の発表の内容は、当センターＨＰか
らオンデマンド動画として見ることができ
ます。御都合がつかなかった方は二次元コ
ードから動画を御覧ください。また、「研究
発表資料」をダウンロードしていただくこ
とも可能です。併せて御覧ください。 

発表資料 

実践校５校分の「校内研究省察ポスタ
ー」を会場内に掲示しました。また、校内
研究活性化に向けての取組のポイントを
まとめたリーフレットを配付しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
           二次元コード 

から御覧くだ 
さい。 

各種資料 

校内研究の工夫が
教師を変える
「新たな教師の学びの姿」を校内研究活性化の原動力に！

先生の学びにも「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を！

日常的に授業や
子どもの学び

について意見を
交わす先生が

９割を

超えた

＊本研究の教員対象質問紙調査の結果より

継続的な学び



 

 

 

 今年度の各実践校の校内研究での取組について、研究委員の皆様に実践を発表していただきま
した。 

教員対象の質問紙調査の結果から、「個別最適な学び」を教員自身が経験することにより、より
「個別最適な学び」をイメージすることができることが分かりました。そこで、参観者にも「個
別最適な学び」をしていただきたいという思いから、各実践校の取組を基に研究員がグループテ
ーマを設定し、参観者一人ひとりに自分のニーズに合った実践の発表を聞いていただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 参観者アンケートには以下のような御感想をいただきました(一部)。 
 
 
 
 
 
 
 
 実践の発表を通じて、参観者の皆様には多くの学びを得ていただけました。また、研究委員の
みなさんには、短時間ではありましたが今年度の実践をアウトプットしていただくことで、自校
の校内研究に対してより深く分析し、成果と課題について振り返っていただけたのではないかと
思います。今年度の実践から見えてきた成果と課題を次年度の各校の校内研究の実践に生かして
いただき、さらなる活性化につなげていただければ幸いです。研究委員の皆様、本当にありがと
うございました。  

研究委員による実践発表 

・研究委員の先生方から直接、実践についてうかがえる機会をいただけたのがありがたかった
です。 

・自身が「個別最適な学び」を体験でき、とてもよかったです。確かに主体的になって実践校
の取組を聞いている自分がいました。 

・研究委員の先生方の話を聞く時間が有意義に感じました。もう少し時間を長くできるとうれ
しいです。 



総合教育センターのプロジェクト研究、特に、校内研究活性

化プロジェクトには、５年以上トータルアドバイザーとして

関わっております。これまで、発表の形は様々ですが、非常に

リニューアルされています。本日は、その経緯も含めて、成果

を話させていただきます。 

 

１．校内研究活性化プロジェクト研究立ち上げの経緯 

午前中の溝上先生の御講演にもありましたように、昨今、

「主体的・対話的で深い学び」ですとか、「カリキュラム・マ

ネジメント」とか、「開かれた教育課程」とか、「学びの羅針盤」、

「個別最適な学び」、「協働的な学び」、「令和の日本型教育」など、矢継ぎ早にどんどん新しいワ

ードが出てきています。しかし、これらは教育の背景として、Society5.0とか、AI 時代到来とか、

いわゆる今までの、教師が教えて子どもがそれを覚える、そういう教育ではだめですよとずっと

言われてきたのです。そのことを、形を変えて、印象的な言葉で綴られているように、私は理解

しています。 

では、本質は何なのか、それは、子どもの学習観と教師の指導観のパラダイム転換です。その

指導観を変えようと思うと研修観を変えていく必要があります。先ほど「技術的実践ですか」と

いう質問がありましたが、根本は技術ではないのです。いわゆる「観」、「哲学」です。「子どもは

どういった学習を求めているのか」「学習していったその先、未来の自分をどう描くのか」「教師

はその子どもの育ちを保障するために、どのような授業をこれからやっていくのか」ということ

を真剣に考えましょう、というところが、このプロジェクト研究の根本にあります。この流れを

受けて、様々な教育的活動がある中で、一日の大半が授業ですので、授業改善、授業改善を中心

とした学校改善、いろいろと子どもの育ちを保障していこうということで、校内研究活性化プロ

ジェクトが立ち上がっています。 

 

２．校内研究活性化のキーワード 

キーワードは、ここ３年間ずっと同じです。「主体的」「組織的」「継続的」です。 

 

(１)主体的 

「主体的」というのは、校内研究の視点で言えば、教師が校内研究・校内研修に対して主体的

であるにはどうすればよいか。自分事として校内研究を受け止めて、どう研鑽、授業改善してい

くのか。従来のように、年中行事、教育課程の中に定期的に埋め込まれていて、各学年１回の公

開授業をして、その後に、全体で集まって検討会をするという従来からある制度を見直しましょ

うということです。 

いろいろな業務や状況、あるいは教員の経験の幅がある中で、一つのテーマ、一つの話題につ

いて、全員で検討することが本当に効率よいのかといったところの洗い直しですね。そこで出て

きたのが、「自分事」「自己目標」「自己決定」。20代の先生の自己決定はどこから来るのか。悩み

事は何なのか。ミドルの先生の自己決定、研修課題は何なのか。それらは異なるはずです。しか

し、研究主題が一つだと、「どこに照準が当たっているのか。それは顔の見えるテーマになってい

るのか」と考えた時に、クエスチョンマークが付きます。研究主任がちょっと考えた、時代の流

れ、〇〇校はこういうテーマでやっていたからということが結構ありますよね。そういうところ

を洗い直すために、「自己目標設定シート」とか「授業アップデートシート」というツールを活用

して、一人ひとりが自分の授業をちゃんと自己評価して、自己決定して、「これをやりたい」「こ

こを目標に取り組んでいきます」というところを出し合いましょう。その道具を見れば技術的な

滋賀大学大学院教育学研究科 
教授 辻 延浩先生による指導助言 
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実践に見えるかも知れないですが、あくまでもツールで、根本にあるのは「自己選択」と「自己

決定」です。 

 

(２)組織的 

二つ目が「組織的」です。業務の多忙化で、働き方改革を進めて継続的にするには小回りを効

かさないといけないということで、課題別グループの組織化とか、小集団とか、G-OJT という職

場の中で、研修とコラボされています。そのようにすると、「うまくいってるな」「先生たちが前

のめりになった」、溝上先生の言葉を借りれば「主体的になった」という組織になっていきます。

ただし、この組織の中に、「フィードバック」と「カンファレンス」、もっと言えば「リフレクショ

ン」が作用しないと変わらないので、そこをコーディネートするグループリーダーが必要です。

課題別グループを作って、その中にグループリーダーをどう組織するかが非常に難しいです。研

究主任と研究推進部との話合い、もしくは、管理職との連携の中で、「見込みのある教師」とかい

う表現をされる、もうすでにこの研究をよく理解していて、やる気があり、リーダー的素養を兼

ね備えた人にリーダーになってもらいます。それと同時に、若手やいろいろな立場の人とコラボ

してもらうというミニ集団をいくつか作れば、「研究主任一人が引っ張っていくという形」ではな

く、「いろいろなサポートを得ながらうまく継続したな」という実践報告が昨年度あたりから出て

きました。ただし、大規模校であればそれなりの人が集まるかも知れませんが、小規模校であれ

ばどうするのか。「一般的にこんな方向がよい」というのが見えていても、学校によって異なりま

す。地域性や規模によって違うので、「うちの学校ではこういう風なところをやればうまくいった」

という組織的なところについて、いろいろ持ち帰ってもらって、御意見をもらいましょうという

ことで、昨年度と今年度は、小中のメンバーが違う中で、様々な取組をやってきたということで

す。 

その一つに、G-OJT 研修ですとか、「『共通実践レビュー』シート」というツールがあります。

それぞれの先生の授業をどう見て、どう解釈したか、それをきちんと交流しましょう。その先生

の見方を尊重しましょう。認め合いましょう。一堂に会した場合、声の大きい先生、もしくは経

験値の高い先生が話すと、それがそうなのだという風に個が集団に埋没されてしまうので。課題

別グループ、しかも、主体的なところで、目標をすり合わせ、それぞれの先生の悩みを分かち合

えている、強みも弱みも悩みも分かり合えているからこそ言い合えるというようなグループをつ

なぎ合わせていくことが組織的には大事です。 

 

(３)継続的 

三つ目の「継続的」

です。いわゆる、学ん

だことを生かすとい

うことです。ここが

非常に難しいのです

が、今年度、総合教育

センターでは研究と

研修をうまく往還さ

せておられます。昨

年度の研究成果、昨

年度の成果物を先ほどのようなパネル発表のように、今年度初めて校内研究主任になられた方に

来てもらい、研修という形で、この流れを理解して、いろいろ質問をして、持ち帰ってもらった。

そして、各学校の研究推進部にその中でできること、できないことというようなところを伝えて

いかれた。総合教育センターがリーダーになって、研究と研修を組織し、校内の研修につないで

いくといったことを、見える形で今回やられました。それが、今までにはなかった一つの成果だ

という風に思っています。 

辻先生による指導助言の様子 



もう一つ「継続性」という時に、よくあるのは、「内容の継続性」と「方法の継続性」です。 

「内容の継続」というのはテーマです。大体これは、私の経験からすれば、２年ないしは３年

同じテーマを積み上げた方が成果は出ます。４年次になると教員が入れ替わるなどから、飽和状

態になるのであまり成果が出ないことが多いです。３年次くらいになると研究の進め方などを理

解できてきているので、細かく国語科であれば国語科の課題づくりから様々なことが共有できま

す。しかし、一つの教科を３年やるというのは、「他の教科もやりたい」とかいろんなことがあり

ながら継続させていく分、難しさはあります。 

しかし、「方法の継続性」というのは違います。その学校のオリジナル、「〇〇スタンダード」

って最近よく出てきますよね。その学校での、子どもの学びと同時に、教師の研修の仕方とか、

授業公開のスタンダードをつくれば、それはずっと継続できます。 

今、学んだことを生かそうと思った時には、そういった「内容の継続性」と「方向の継続性」が

基になります。それが、研究主任のリーダーシップに任せられた場合には、研究主任のやってき

たこと、経験してきたことがベースになるケースは時々ありますよね。その場合、「いや、うちの

学校では、それは違うんだ」とはなかなか言えませんよね。そういったところで、研究主任が変

わるごとに方法が変わって継続性が続かないケースもありますので、そこはやはり研究推進部、

そしてその学校での研修の土台といいますか、方法の土台というものを一定つくることが大事か

なと思います。そういう意味では、昨年、今年と、この研究プロジェクトをつくられた校内研究

活性化に向けた方法というものを、みなさん、今日も含めて研修で学ばれた方が持ち帰られて、

スタンダード化されていくと、「滋賀県としてのモデル」ができていくのではないかなと思います。

それを、研究と研修の一体化、往還ということで継続性を担保できないかと思います。 

 

３．子どもの学習観を根底から変えるために 

先ほどの学習観と指導観、評価観との関係からいいますと、研究と研修、さらには「教育」ま

で視野に入れて欲しいと思います。研究、研修は教師の立場です。教師が学んでいます。しかし、

目的は子どもを育てることです。子どもをいかに育てるか。子どもに返していくためには、研修

施策を教育に生かさないといけない。教育の成果、研修の成果、効果を、子どもの育ちとして丁

寧に見取っていただきたいと思います。そうした時に、子どもから見たら、先生達が研修してい

ることって意外と見えます。「あの先生の授業、改善されているな。でも、この先生は改善されて

ない」と子どもには見えます。「この先生の授業スタイル変わらないな」よくよく分かります。子

どもは柔軟ですから、ある先生が授業観、研修観を変えると、それに順応して先生のスタイルに

合わせていきます。評価観も新しくいろんなパフォーマンス評価とかルーブリックといわれても、

先生によって違うと子どもは混乱します。小学校は小学校なりの難しさがありますし、中学校、

高等学校は、教科の壁など、いろいろなところで難しさがあります。けれども、子どもの学習観

を本当に根底から変えていこうと思うと、教員組織の評価観、授業づくり観をある程度共有して

いかないといけません。それが「研究、研修、教育の三位一体化」なのです。子どもから見える授

業とか、子どもから見える世界に軸をおいたら、私達教員が、ちょっと歩んでいくというか、変

わっていく、パラダイム転換につなげていかなければならないところが見えてくると思います。

今日の午後の研究発表でも、社会科の授業で国語科の書くこととコラボする、特別活動と体育科

の授業のカリキュラム・マネジメントとか、いわゆる一つの教科だけの授業づくりではなくて、

連動させていこうというような教育研究発表が多くなってきています。そのあたり、そういう考

え方が根付いてきたのではないかなという風に思います。ですので、今日、発表を聞かれた内容

を、ぜひ持ち帰っていただいて、学校の中でどうするのか。ここはうまくいったといったところ

で、成果をお寄せいただく。「この部分まだ工夫できるよ」「課題はここにある」となれば、また

次のプロジェクト研究でその課題に向かうことで、センターと現場、学校との往還がなされてい

きます。研究センター、研修組織、大学の研究組織と現場との連携が図れるのではないかという

風に思います。 

 



県内外、多くの先生方に研究発表を御参観いただき、たく

さんの御感想・御意見をいただきました。その一部を紹介

します。 

 

 この他にも、様々な年代の方から御感想・御意見をいただきました。研究発表を通じて、多く

の方にとって校内研究を改めて考える機会になったことがアンケート内容から伝わってきました。 

 

 

 

研究発表大会が終わり、1年間の研究に一区切りがつきました。この１年間を振り返ってみると

本当に多くの方と出会い、その一人ひとりからいただいた様々な支えのおかげでここまでやって

こられたことを改めて実感します。研究委員の先生方をはじめ、各実践校の先生方には大変お世

話になりました。 

冒頭にも触れた通り、本研究の研究発表を100名以上の方が参観してくださいました。発表に

際し、実践していただいたことの素晴らしさや価値をいかに伝えることができるかというプレッ

シャーを感じました。その一方で、これだけ多くの方に、5校の実践の素晴らしさを伝えられるこ

とができると思うと嬉しくもありました。発表後に参加者アンケートに目を通すと、私たちの研

究発表を聞き、多くの刺激を受けたというお言葉をたくさんいただきました。これも偏に研究委

員をはじめ実践校の皆様のおかげです。本当にありがとうございました。 

皆様の主体的に学びに向かう姿に毎度触発され、

私たちもさらに主体的に研究に臨めました。これか

らも、目の前にいる子どもたちの成長のために校内

研究をさらに活性化させていっていただきたいと思

います。またどこかでお会いできる日を楽しみにし

ています♪ 

・教員一人ひとりに強みやアイディアがあるのに、それが若手であるために、校内に伝える機

会が少ない状況があると思います。今日発表されたように校内研究会で交流する時間がある

と充実した時間になると感じました。精神的に辛い思いをする教員も増えているので、教員

間のつながりを作って雰囲気を高めることを大切だと感じました。(30代・中学校教員) 

・校内研究が近づくと「どうしようか…」となかなか前向きになれない私ですが、いざ始めて

みると、学年団で何をゴールにするか、どういう手立てにするか具体物など考えて、だんだ

ん楽しくなってくる私もいます。子どもだけでなく教員の「個別最適な学び」と「協働的な

学び」が、子ども一人ひとりの力になっていくのだと思い「常に勉強、研究、主体的に」の

気持ちでがんばります。(40代・小学校教員) 

・授業改善のための校内研修についていろいろご苦労されて実践されていることを知りません

でした。高校では教科の違い等あり、なかなかしっかりと校内研修ができていない現状があ

ります。少しずつ取り組んでいかなければならないと思いました。(50代・高校教員) 

・教員にとって「個別最適な学び」と「協働的な学び」という視点で考えると、校内研究での

学び方を授業に取り入れるなど、共通実践がしやすくなると考えます。研究主任だけではな

く、管理職のリーダーシップのもとで学校全体が意欲的に校内研究に取り組んでいくうえで、

この研究の成果物や実践は大きく役立つものとなっています。(40代・教育委員会) 

・昨年度、NITSの学校組織マネジメントを受講し、どうすれば校内研究を活性化できるか、共

通理解・共通実践をより進められるか考える機会をいただきました。本日は、実際に取り組

まれた内容をお聞きでき、よい刺激を受けました。また、学校内だけでなく「学校間でつな

ぐ」という視点も参考になりました。(40代・教育委員会) 

研究発表大会を終えて、研究員の思い 

参観者アンケートより 
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「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう、
小・中学校における校内研究のあり方

－教員一人ひとりのニーズに応じた
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して－

令和５年度(2023年度) 校内研究活性化プロジェクト研究



発表の流れ



主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



文部科学省中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について ～
『新たな教師の学びの姿』の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～（答申）」令和４年
(2022年)より

論文
p.1中央教育審議会(答申)から

「技術の発達や新たなニーズなど学校教育を取り巻く環境の
変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて探究心を持ちつつ
自律的かつ継続的に新しい知識・技能を学び続け」る姿

教師及び教職員集団の理想的な姿

「一人一人の教師の個性に即した『個別最適な学び』」や
「他者との対話や振り返りの機会を確保した『協働的な学
び』」の実現による教員の学び(研修観)の転換が児童生徒の学
び(授業観・学習観)の転換に向けて必要

「新たな教師の学びの姿」の実現に向けて

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



当センターでも令和３年度、４年度に校内研究の活性化に
向けて研究を進めました。

子どもに付けたい力を明確にした上で校内研究を計画的に実
践し、その充実を図る。

子どものために一丸となって取り組む学校づくり

論文
p.1「第Ⅱ期 学ぶ力向上滋賀プラン」から

滋賀県教育委員会「第Ⅱ期 学ぶ力向上滋賀プラン」平成31年(2019年)より

児童生徒の学ぶ力向上の手立ての一つとして校内研究の推進
が求められている。

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



校内研究活性化のための研究の成果と課題

令和４年度
＜研究主題＞
小・中学校における児童生徒一人ひとりの「確かな
学力」の向上につながる校内研究

＜研究の成果＞
自校の課題解決に向かう「共通理解・共通実践」に取
り組むことで、児童生徒一人ひとりの「確かな学力」
の向上にもつなげることができた。

リーフレット 論文

リーフレット

令和３年度
＜研究主題＞
小・中学校における全ての教員の授業改善につながる
校内研究

＜研究の成果＞
校内研究の組織的・継続的な取組を充実させることに
より、教員一人ひとりの自律的な学びを支えることが
できた。

リーフレット 論文

リーフレット

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

＜課題＞ ・教員の児童生徒の学びの姿を見取る力量を高めること
・教員一人ひとりのさらなる学びの機会の確保が必要であること
・各教員のニーズ等に応じて選択できる学びの場が求められていること

論文
p.1



主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

令和５年度 校内研究活性化プロジェクト研究 研究主題

「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう、
小・中学校における校内研究のあり方

－教員一人ひとりのニーズに応じた
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して－

本研究の主題と副題



主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

研究委員の学びの場

プロジェクト研究会(全８回)
校内研究主任パワーアップ研修〔小学校・中学校〕(全３回)を含む

チャット
アプリケーション

研究委員の声を生かして創設

研究委員が主体的に学びを進められるように研究を進めました。



主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



「新たな教師の学びの姿」を実現するには

「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について(答申)」(令和４年、中央教育審議会)を基に研究員が整理

●変化を前向きに受け止め、探究心を持ちつつ自律的に学ぶという

「主体的な姿勢」
●求められる知識技能が変わっていくことを意識した

「継続的な学び」
●新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを
伸ばすための、一人一人の教師の個性に即した

「個別最適な学び」
●他者との対話や振り返りの機会を確保した

「協働的な学び」

論文
p.2

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

一体的な充実を通して、主題の達成を目指す



教員の「個別最適な学び」
論文
p.2

教員一人ひとりが強みや個性を生かして学ぶこと。

「授業アップデートシート」

校内研究での学びと授
業改善を往還するという
PDCAサイクルを回すた
めに活用する。

「授業アップ
デートシート」
の記入例

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

めあて 学び 実践 振り返り



教員の「協働的な学び」
論文
p.2

他者との対話や振り返りの機会を確保し、異なる考え方が組み
合わさることで、「個別最適な学び」に生かされ、よりよい学び
を生み出していくこと。

授業を参観していな
い教員とも具体的な手
立て等を共有し、異な
る考え方を組み合わせ
るために活用する。

「『共通実践」
レビューシート」
の記入例

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

「『共通実践』レビューシート」

目指す児童生徒の姿

具体的な実践内容

授業中の児童生徒の学びの姿 実践の
成果・課題



教員の「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実
と学びの転換

論文
p.3

教員の学び
(研修観)
の転換

「個別最適な学び」に還元する

校

内

研

究

児童生徒の学び
(授業観・学習観)

の転換

実 践

「協働的な学び」に生かす 省 察

授

業教

員

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

個人の学びの成果を、対話や振り返りを通じてよりよい学びにつなげ、さらにそ
の成果を個人の学びに還元するサイクルを回すこと。



「個別最適な学び」が見られた実践

「協働的な学び」が見られた実践

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



実践①

「主体的な姿勢」を引き出し、
「個別最適な学び」を支える校内研究

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



Ｗ小学校

教員一人ひとりが自分事として校内研究に臨
み、みんなで学びを積み上げて児童の学びにつ
なげていきたい！

実践①「主体的な姿勢」を引き出し、「個別最適な学び」
を支える校内研究

研究主題
自ら考え、表現できる子どもの育成をめざして
～日常生活と算数をつなぐ授業展開の工夫～

論文
p.8

校内研究主任

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

教員一人ひとりが「自分事」として捉え、
学びを深められる校内研究

目指す校内研究



実践① 年度はじめの研究会の様子
論文
p.8

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



実践① SWOT分析から自校の現状を捉え直す

強みを把握して
校内研究運営に生かそう！

まずは「主体的な姿勢」を校内研究の取組
を通じて引き出していこう！

論文
p.8

Strength（強み）：

・学年間の交流がしやすい。
・ICTに詳しい教員がいる。
・地域とのつながりが強い。等

Weakness（弱み）：

・校内研究会や授業研究に意欲的
に臨めていない。

・校内研究での学びが授業に生か
されない。

弱み(課題)を把握して
教員の成長を促そう！

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



教員一人ひとりの
PDCAサイクル

「授業アップデートシート」

実践① 校内研究に自分事として取り組めるように
論文
p.8

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

課題①

校内研究を通じた学びを
教員一人ひとりが自覚し、
「自分事」として取り組ん
でほしいですね。

・校内研究会や授業研究に
意欲的に臨めるようにし
たい。



実践① 校内研究に自分事として取り組めるように
論文
p.8

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

学び合う雰囲気を高める

相互の
授業参観

課題①

「サンクスシート」
授業者の課題に合わせて、

参観者に見てほしいことをリクエスト

授業者の
リクエスト
視点

・校内研究会や授業研究に
意欲的に臨めるようにし
たい。

協働的に学ぶ機会を校内
研究に設けることで主体的
に学ぶことができるように
しました。



実践① 「個別最適な学び」を支える校内研究

「支援の仕方」
「板書の工夫」
「発問、声掛けの工夫」
「交流が活発になる
条件の設定や手立て」

四つのグループを編制

論文
p.8

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

課題②

・校内研究での学びを授業
に生かせるようにしたい。

似た課題をもつ教員と協
議するので、互いの実践等
からたくさんのヒントが得
られます。



実践① 「個別最適な学び」を支える校内研究
論文
p.8

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

前回(第２回)の学びを生かした実践の報告

今回の研究授業について協議
・グループの課題に沿って
・校内研究主題に沿って

今回の研究授業の学びを生かして実践した
いことの確認

第３回校内研究会

校内研究会のもち方課題②
第２回校内研究会

第４回校内研究会

前回(第３回)の学びを生かした実践の報告

・校内研究での学びを授業
に生かせるようにしたい。

校内研究会の始まりを実
践の報告にすることで同僚
がどのように学びを授業に
生かしてきたかも共有でし
ました。



実践① １１月の校内研究会の様子

教員が自身の強みを生かしてグループ内の考えを広げた場面

論文
p.8

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

「発問、声かけの工夫」グループ



「教員一人ひとりが『自分事』として捉え、
『個別最適な学び』を支える校内研究」の実現

はじめに 主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

論文
p.9

「協働的な学び」に生かす

教員一人ひとりのPDCAサイクル

教員の
「主体的な姿勢」

学びを
生かして
授業改善

実 践

省 察

授

業

「個別最適な学び」に還元する

校

内

研

究

教

員

実践① 実践のまとめ



実践②

「協働的な学び」が「個別最適な学び」
に生かされ、再び「協働的な学び」に
還元される校内研究

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



Ｙ小学校

論文
p.10

研究主題
課題に向き合い、他者と交流する中で、

自分の考えを再構築しようとする子どもをめざして

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

教員一人ひとりが充実した学びを行うことが
できるように、様々な取組にチャレンジした
い！

「取組がシンプルでわかりやすい」と感じ、
前向きに参加できる校内研究

目指す校内研究

校内研究主任

実践②



実践②
「取組がシンプルでわかりやすい」と感じるために

主体的に校内研究に参加できるよ
うに教員同士のつながりをつくる
こと

教員一人ひとりが目標や課題を把
握していること

１学期に取り組んだこと

・学びの共有を効率化する
→ワールドカフェ方式の協議

・研究授業を見る力を高める
→OJTの活用

・校内研究での学びを
共有する
→研究通信の発行

「自己分析シート」の活用
(「授業アップデートシート」
をアレンジしたもの)

論文
p.10

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



実践②１学期の取組の分析

１学期の校内研究の取組が終わった段階で、

「『共通実践』レビューシート」を活用して取組を分析

１学期の取組
を振り返り、成
果と課題を分析
しました。課題
がわかったので
夏季休業中の実
践で改善に取り
組みました。

論文
p.10

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



悩んでいる部分を共感
できたり、改善策を出し
合ったりできたので、い
いなと感じました。さら
に、課題と目標が明確に
なったので、学びを進め
るきっかけとなるよい時
間となりました。

実践②
校内研究での学びを、個人の実践に生かす

個人の課題をもとにグループを編制

「話し合ったことで、自分の課題が整理さ
れた」「話合いタイムが一番勉強になった」
とプラスの意見を多く聞きました。
先生方に多くの時間を委ね、任せることが、

校内研究という学校全体の学びのうえで、最
も有効で近道なのではないかと気付かされま
した。

夏季の校内研究会の様子

若手教員H

論文
p.10

・個人の課題解決
につなげる

・校内研究での学
びを日々の実践
で生かせるよう
にする

個
別
最
適
な
学
び
に
還
元

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



事前授業を通して、どのような手立てが有効かを、
学年で一緒に考えていきましょう！

若手教員H
(研究授業の
授業者)の
個人目標

児童が自分の
思いを伝える力
を伸ばしたい

論文
p.10

実践②
校内研究での学びを、個人の実践に生かす

授業者の学びを、学年の教員で支える
「協働的な学び」の機会の設定を促す

協
働
的
な
学
び
に
生
か
す

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

学年の取組のめあてに組み込んで
日頃から一緒に実践していこう！

学年での指導案検討会
児童が自分の思いを伝える
力を伸ばすために、各学級で
様々な手立てに取り組んでみ
ましょう。

個別最適な学びに還元する
協働的な学びに生かす

各学級での
実践



論文
p.10

実践②
校内研究を振り返った若手教員Hの声

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

公開授業を終えて
子ども達の様子に
変化は見られます
か？

・事後研究会も学びが得られたが、それ以上に、公開授業までの取組
で多くの学びを得ることができた。

（若手教員Ｈへのインタビューより）

公開授業を終えた
今の思いを教えて
ください。

・子ども達の様子を以前と比べてみると、
「自分の気持ちを話してみたい」という気持ちが出てきたと感じる。

若手教員H



論文
p.11実践② 実践のまとめ

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

互いに強みや課題・悩みなどを把握 「協働的な学び」

「協働的な学び」を「個別最適
な学び」に生かし、再び「協働
的な学び」に還元させて、教員
の学びを広げたり、深めたりす
ることができた。さらに、児童
の学びの変容まで見取ることが
できた。



質問紙調査の結果より

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



論文
p.13

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

①児童生徒が個別最
適に学ぶ姿を
イメージできる

②児童生徒が協働的
に学ぶ姿を
イメージできる

③一体的に充実させ
ることを意識して
指導している

第１回
(６月) ８１％ ９１％ ５２％

第２回
(11月) ９２％ ９１％ ５８％

＊令和５年度校内研究活性化プロジェクト研究実践校の教員対象質問紙調査の結果
回答総数 第1回：91⼈ 第2回：86⼈

９２％
＋11ポイント

教員の質問紙調査の結果より



論文
p.13

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

第１回
(６月) ９１％

第２回
(11月) ９１％

＋11ポイント

設問②「児童生徒が協働的に学ぶ姿をイメージできる」

９１％
±０ポイント

教員の「個別最適な学び」と「協働的な学び」の経験

具体的な、児童生徒の
「個別最適な学び」「協働的な学び」のイメージ

教員の質問紙調査の結果より



論文
p.13

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

①児童生徒が個別最
適に学ぶ姿を
イメージできる

②児童生徒が協働的
に学ぶ姿を
イメージできる

③一体的に充実させ
ることを意識して
指導している

第１回
(６月) ８１％ ９１％ ５２％

第２回
(11月)

９２％ ９１％
５８％＋11ポイント ±０ポイント

＊令和５年度校内研究活性化プロジェクト研究実践校の教員対象質問紙調査の結果
回答総数 第1回：91⼈ 第2回：86⼈

５８％
＋６ポイント

児童生徒の「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
一体的な充実を意識して指導されている教員が増えた

教員の質問紙調査の結果より



主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ



論文
p.14

主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

校内研究を自分事として取り組める工夫
「主体的な姿勢」

実践と省察のサイクルを回すこと
「継続的な学び」

教員一人ひとりのニーズに応じた協議の場の設定
「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的な充実

「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう校内研究

教員の学び(研修観)の転換

本研究の成果



②「新たな教師の学びの姿」を実現し続けていくためには、
校内研究主任のみならず同じ分掌を一人で担当する教職
員同士を学校間でつなぐことのできるICTを活用した仕組
みの構築が望まれる。

①校内研究会での「協働的な学び」を契機として教員の学
び(研修観)の転換と授業改善が進み、一部の児童生徒の
学びの姿に変容が見られた。今後、主体的・対話的で深
い学びの実現に向けてよりよく学ぶ児童生徒の姿を目指
して、校内研究を通した教員の「個別最適な学び」の充
実が必要だと考える。
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主題設定の理由 研究の基本的な考え方 研究の内容とその成果 研究のまとめ

今後の課題



滋賀県総合教育センター 検索

研究論文 各種シート
リーフレット

校内研究省察ポスター プロジェクト
研究通信
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本研究に御協力いただいたみなさま
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